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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　アルク＝ストラーダ大陸。

　空から見下ろすと、

　まるで竜が翼を広げたような形をしたこの大陸では、

　五つの勢力が均衡を保っている。





　Ⅰ　竜の翼　　エスパーダ聖庁

　Ⅱ　竜の胴体　シェブロン王国

　Ⅲ　竜の顎門あぎと　ゼファロス帝国

　Ⅳ　竜の尾　　ラブロック商工都市連合






　そして──





　Ⅴ　竜の心臓　ロートレアモン騎士国








プロローグ









『さすがのわたくしも、堪忍袋の緒が切れました……！』




　夜明けの空に、ミラベルの美声が凜りんとして響きわたる。




『わたくしは、ユリエル王子の悪逆非道を告発します。そして、こちらの王位継承順位第一〇八位、オスカー・ブレイスフォードを次期シェブロン王として擁立することを、ここに宣言いたします──』




　聖誕暦一三六五年、天蝎宮スコルピオの月。




　後世の歴史家たちは、ロートレアモン騎士国の第三王女ミラベルが発したその言葉を、

　──〈銀光の賢乙女アルジエント・メイガス〉の宣戦布告

　と呼称することになる。





　　　　◇






　フォンティーン城の客室で、アッシュとエーコは硬直していた。

「ちょっと、なにが起こっているわけ!?」

　エーコは窓ガラスに鼻先を押しつけんばかりの体勢で、頭上を仰いでいる。

「俺にもさっぱり……」

　応えたアッシュも、ただ呆ぼう然ぜんと立ち尽くすばかりだった。

　首都フォンティーンの上空では、二隻の魔導艦が対たい峙じしている。

　一方は、シェブロン王国が誇る魔導艦クラウ・ソラス。

　他方は、アッシュが見たこともない魔導艦である。ただし、空中に投影された艦内映像から察するに、ミラベルとオスカーが乗艦しているのは間違いない。

　昨夜、首都フォンティーンを壊滅させる寸前だった〈闇　黒　の　竜　閃　隊シユヴアルツ・ドラツケン・パンツアー〉を、アッシュとエーコはなんとか食い止めることができた。

　だが、ホッと一息吐ついたのも束つかの間ま──。

　夜明けと同時に、ユリエル王子を乗せた魔導艦クラウ・ソラスが首都上空に現れたのだった。

　あろうことか、ユリエルは騎士王パラデインオズワルドを人質にして、ヴェロニカ第一王女に対して卑劣な要求を突きつけてきたのである。

　謎の魔導艦に乗って駆けつけたミラベルも、もはや一歩も退く気はないようだ。

「なんとしても、戦争だけは食い止めないと……！」

　アッシュは奥歯を嚙かみしめる。

　こんな場所で戦端が開かれたら、どうなるか。

　首都の象徴たるフォンティーン城は、瓦が礫れきと化すだろう。市街地は火の海に包まれるかもしれない。

「くっ、どうすればいいんだ!?」

　アッシュはちらりと、エーコの横顔に視線を巡らせた。

　再びエーコに竜化ドラグナイズしてもらい、両艦の間に割って入る──そんな考えが脳裏をよぎったが、さすがに断念する。

「どうかした？」

　と、エーコがアッシュの視線に気づき、小首をかしげた。

「い、いや……なんでもない」

　一見、エーコの様子は普段と変わりないように見える。

　ふわふわの髪は朝陽を浴びて、ピンク・シルバーの輝きを放っているし、幼竜の証あかしであるまん丸な角は象牙色で、つやつやとしている。

　頰ほおはぷっくりとして、血色も良く、健康的な瑞みず々みずしさを感じさせた。

　それでもエーコは昨夜、〈闇　黒　の　竜　閃　隊シユヴアルツ・ドラツケン・パンツアー〉と戦ったばかりなのだ。一見、平気そうに見えるが、きっと体力も魔力も消耗しているだろう。

　それに、ユリエルが騎士国政府を糾弾する理由のひとつは、エーコの存在そのものでもあった。

　それは、今年の夏のこと──。

　大陸会議〈エリュシオン〉の前夜、突如として出現し、会議を中止に追いこんだ巨竜。

　その正体は、帝国軍によって無理やり覚醒させられたエーコだった。

　騎士国側がその存在を隠蔽していたことを、ユリエルはここぞとばかりに責めている。

　今、ここでエーコを竜化ドラグナイズさせれば──ますますユリエルの思おもう壺つぼになりかねないのだった。

「アッシュ？　あんた、まさか……」

　と、エーコが急に眉をひそめた。

　両手を腰に当てながら、アッシュの顔を覗のぞきこんでくる。

　真紅ルビーの瞳に睨にらまれて、アッシュは「うっ」と怯ひるんでしまう。

　竜化ドラグナイズに成功した影響だろうか。

　エーコの表情は、どこか大人びた印象を感じさせた。

「この状況を自分でなんとかしたい──だとか、思い上がったことを考えているわけじゃないでしょうね？」

「そ、それは……！」

　図星を指されてしまい、アッシュは言葉を詰まらせる。

　エーコとしては、これ以上アッシュが首を突っこむのには反対のようだ。アッシュの怪け我がが心配なのだろう。

　エーコがついに完成させた聖騎甲アークのおかげで、アッシュの体調はかなり快復した。とはいえ、まだ完治には至っていない。エーコ以上に、アッシュのほうが休息を欲しているのは明らかだった。

「それでも、俺は──」

　アッシュが自分の気持ちを伝えようとした、まさにそのときだった。

「お二人とも、空をご覧になってください！」

　一同の注意を促したのは、騎士王パラデインオズワルドの専属メイド──フリーダ・シェリーだった。

　その鋭い一声で、アッシュは戸口に控えていたフリーダの存在を思いだした。

　フリーダにいわれるがまま、アッシュとエーコは窓の外に視線を飛ばす。

「噓うそだろ……！」

　アッシュは目をみはった。

「なっ……！」

　エーコも口を半開きにして、ぽかんと呆ほうけてしまう。

　第三の機関音が、アッシュの耳じ朶だを打った。

　なんと──新たな艦影が現れたのである。

　荘厳な気配を漂わせた艦体は、まるで浮島の上に建立された神殿を思わせた。

「あれは、確か……！」

　見覚えはあるのだが、驚きよう愕がくのあまり、その名前がなかなか出てこない。

　そんなアッシュの言葉を継ぐように、フリーダが粛然として告げた。

「エスパーダ聖庁が擁する教皇専用艦──神殿艦エスペランザですね」

　神殿を模した魔導艦は、今にも戦火を交えそうな両艦の間に割って入ると、ぴたりと停止した。

　アッシュは神殿艦の舳へ先さきに目を凝こらした。

　人影が、視界をよぎったような気がしたのだ。

　事実、そこにはまだ年端もゆかぬ少女が、超然としてたたずんでいた。

　左右でくるくると巻いた髪は、蒼輝色シヤイニング・アズールを帯びている。古来より、教皇に選ばれし者たちに発現したという神聖な色だった。

　教皇帽ミトラと呼ばれる帽子は、少女の頭よりも大きく見える。

　純白を基調とした法ほう衣いは、清廉さと荘厳さを兼ねそなえていた。

　右手には、自身の背丈よりも長い教皇杖。その先端には、エスパーダ聖庁のシンボルである翼十字ウイング・クロスの装飾がほどこされていた。

「まさか、あの子は──！」

　驚きのあまり絶句したアッシュの代わりに、フリーダが告げた。

「弱冠九歳にして教皇の座に着いた神童──〈至純の女教皇イノセント・ハイ・プリーステス〉こと、ラクエルⅣ世猊げい下かに間違いありませんね」

　中止となった大陸会議〈エリュシオン〉の前夜、神殿艦エスペランザも首都フォンティーンを訪れていたのは覚えている。が、こうして本人を目の当たりにするのは初めてのことだった。

　ふと、アッシュは気づいた。

　少女教皇の背後には、絢けん爛らんたる衣装に身を包んだ女性が控えているのだ。

　長ちよう身しん瘦そう軀く、まるで武人のように鋭い目をした麗人である。

　事実、高位の聖職者を思わせる装束を着用しながらも、腰には剣を帯びているのだ。

「あの女性は……？」

「ラクエルⅣ世猊下の腹心、ペネロペ・デル・モンテ枢すう機き卿きようですね。まだ幼い猊下の後見人であると同時に、参謀役でもあり、栄えあるエスパーダ聖翼騎士団の団長──」

　フリーダの解説を遮さえぎるように、その瞬間、奇妙な現象が起こった。

『皆様、ご機嫌よう。ラクエルⅣ世です』

　鈴をころがすような声が、アッシュの脳裏に優しく響いたのである。

「念話ですって!?　ナヴィーじゃあるまいし、たかが人間の分際でこんなことができるっていうの!?」

　エーコも驚いて、こめかみを指で押さえている。

「驚きました……。古来より、代々の教皇たちに超常的な能力が秘められていたというエピソードは有名ですが、まさかこれほどとは……」

　冷静沈着に見えたフリーダも、さすがに驚きを隠せないようだ。

　どうやらラクエルは、この場に居合わせた全員に念話を送っているらしい。

『わたくしには、皆様にどうしてもお伝えしなくてはならないことがあります。まだ公式発表はされていませんし、このような形でお伝えするのは本当に忍びないのですが……この状況を見る限り、そうもいってはいられません』

　そこでいったん言葉を切ると、ラクエルは胸に手をあてて深呼吸をした。

　そして、この緊迫した状況を一瞬で引っ繰り返すような、驚くべき報告をもたらしたのである。

『──昨夜、シェブロン王ザカライアスⅢ世が崩御しました』

　水を打ったように、城内も城外も静まり返る。

　予想だにしなかった言葉に、アッシュは混乱した。

『わたくしがここに来たのは、亡き王の遺志をあなたがたに伝えんがためです』

　今ではもう、誰もがラクエルの念話に意識を集中させるあまり、城内も市街地も森閑としている。

『病床に伏せりながらも、ザカライアスⅢ世はわたくしに告げました。この剣つるぎを手にした者こそが、新たな王となるのだ──と』

　教皇ラクエルが、杖つえの先端で背後のペネロペを指し示す。

　麗しき枢すう機き卿きようは、一振りの大剣を携えていた。

　その鞘さやにも、柄にも、煌きらびやかな宝飾が施されている。

　あまりに豪華すぎて、実戦には不向きとしか思えない。

　シェブロン芸術の極意といわんばかりの、絢けん爛らんたる造形だった。

『あれは！　王家に代々伝わる宝剣、ティル・ナ・ノーグじゃないか！』

　叫んだのは、映像の中のオスカーだった。

　その目には、渇望の色をありありと浮かべている。

　オスカーにとっては、喉から手が出るほど欲しい宝なのだろう。

『……どうやら、猊げい下かのお言葉は事実らしいですな』

　と、魔導式拡声器を通して、ユリエルの言葉が漏れ聞こえてきた。

　あんなに余裕たっぷりだった第三王子だが、今ではもう、その言葉には苦渋の響きが感じられる。

『よいですか？　ユリエル王子もオスカー卿きようも、今は矛先を収めて、王の死を悼んでください。この宝剣ティル・ナ・ノーグは、しばらくの間、わたくしが責任を持って預かっておきます。我が名──ラクエルⅣ世の名にかけて、喪が明けるまで王位争奪戦は許しません。よろしいですね？』

　ロサ・マリア教の信徒は、大陸人口の実に七割を占める。

　その総本山がエスパーダ聖庁であり、頂点に位置するのが教皇である。

『……了解しました、猊下』

　さすがのユリエルも、教皇の言葉に逆らう気はない様子だった。

　ユリエル自身もロサ・マリア教徒であり、下手に逆らえば破門は免れないのだから、それも当然かもしれない。

　一国の王子といえども、破門されることはすなわち、足場を崩され虚こ空くうに転落するかのような、想像を絶する恐怖に直結するのだった。

　魔導艦クラウ・ソラスが、ゆっくりと方向転換を始める。

　その舳へ先さきを、シェブロン王国方面に向けようとしたのだ。

　と、ラクエルがユリエルに念話を送る。

『お待ちなさい、ユリエル王子。騎士王パラデインオズワルドの身柄は、騎士国に返すようお願いします。あなたの所業……今はザカライアスⅢ世の崩御に免じて見逃しますが──聖女ロサ・マリアの英霊は、ちゃんとご覧になっていますよ？』

　ラクエルの言葉に応じて、エスペランザが前進する。やや強引に、クラウ・ソラスに接せつ舷げんした。

　シェブロン王家の象徴たるクラウ・ソラスでさえも、エスペランザに横づけされると小さく見えてしまうのだから、驚きだった。

　かくして──騎士王パラデインオズワルドの引き渡しが始まった。





　　　　◇






　それから数刻後。

　騎士王パラデインオズワルドの身柄を神殿艦に引き渡すと、魔導艦クラウ・ソラスは今度こそ、シェブロン王国へ向けて発進した。

「まさか、エスパーダ聖庁が介入してくるなんてな。ややこしいことにならなきゃいいけど……」

　手のひらを冷たい窓ガラスに押し当てながら、アッシュはつぶやいた。

　とはいえ、ラクエルのおかげで一触即発の気配は断たれたのだから、ここは感謝すべきなのだろう。

「……ん？」

　ふと、アッシュは再び神殿艦エスペランザを見上げた。

　誰かの視線を感じたような気がしたのだ。

　神殿艦の舳先には、今なお少女教皇ラクエルがたたずんでいる。

　アッシュはドキリとした。

　神殿艦は、フォンティーン城の尖せん塔とうよりも、さらに高い位置に滞空している。

　にもかかわらず、ラクエルと視線が合ったような気がしたのである。

「ちょっと、あんた？」

　トゲを含んだ声に耳じ朶だを打たれ、アッシュは我に返った。

　慌てて真横を向くと、エーコが眉を吊つり上あげている。

「まさかとは思うけど、あんな幼い女の子に見とれていたんじゃないでしょうね!?」

　ごごごごご……今やエーコの闘気は熾し烈れつなまでにほとばしっている。

　アッシュは狼ろう狽ばいして、手をぶんぶんと振った。

「そんなわけないだろ！　ラクエル猊げい下かはまだ九歳だぞ!?」

「む～、怪しい……」

「そ、それよりもだ！　俺たちはさっさと学院に戻って、復興作業を手伝わないとな。エーコもそう思うだろ？」

「……復興作業ですって？」

　エーコは髪の毛を逆立てると、腕組みをした。

　──あ、ヤバい。

　アッシュは本能的に危機を感じ、一歩、二歩……と後ずさる。

「あんたはまず、その身体を治しなさいよねっ！　ちゃんということ聞かないと、踏みつぶすわよ！」

「待て待て！　言葉と行動が矛盾しているぞっ!?」

　片足を振りあげるエーコを前に、アッシュは戦慄の声をあげるのだった。





"The Innocent High Priestess ～A.S.B.1365.11～" is closed.








第一話　古代魔導艦エスカヴァロン









　ユリエルを乗せた魔導艦クラウ・ソラスが去ってから、数刻後──。

　フォンティーン市内の魔導艦用停泊所には、神殿艦エスペランザと、謎の魔導艦が並んでいた。

「こうして見ると、すごい迫力だなあ」

　ミラベルたちを迎えに行くため、フォンティーン城から駆けつけたアッシュは、呆ほうけたように艦の威容を眺めた。

　特に、神殿艦エスペランザの巨大さには圧倒されるばかりである。

「あたしは神殿艦より、こっちの魔導艦のほうが好きだわ。なんだか、懐なつかしい感じがするの」

　アッシュの隣では、エーコが不思議そうな顔をして、謎の魔導艦を見上げている。

　つい先ほどまでは、「あんたは大人しく寝てなさい！」と怒っていたのだが、今では魔導艦が気になるようだ。

　魔導艦としては小型の部類だろうが、その存在感は、確かにエスペランザにも負けてはいない。

　その巨大さで、見る者すべてを問答無用で圧倒するのが神殿艦なら、こちらの魔導艦は工芸品のような趣おもむきをたたえている。

　たとえるならば、天空を華麗に舞う翼竜ストラーダを思わせた。思わず美術館に展示したくなるほどの美しさなのだった。

「アッシュ！」

　と、その魔導艦の甲板で、誰かが手を振っている。

　黒髪の貴公子だった。

　その脇には、小柄な眼帯少女。

　ふたりの背後には、巨おおきな聖竜マエストロが行儀よくお座りしている。

「オスカーにセレス！　トリスタンまで……！」

　アッシュが目をみはっていると、オスカーとセレスはトリスタンの頭部に乗って、甲板から舞い降りてきた。風が唸うなり、ずぅん！　と着地音が響く。

　オスカーは矢も盾もたまらない様子で、トリスタンから飛び降りた。そして、アッシュの胸に勢いよく飛びこんでくる。

「うわっ！　オスカー!?」

　戸惑うアッシュ。涼やかな香りが鼻孔を刺し激げきする。男性用の香水と思われるが、オスカーが本当は女性だと知っているだけに、それはそれで魅惑的な匂いに思えた。

「本当に無事で良かった……！　クラウスの手先がアッシュのほうにも向かったと聞いていたから、心配で心配で……」

　瞳を潤うるませながら、アッシュにすがりつくオスカー。

　普段は超然と構えた貴公子なのに、そんな仕草は健けな気げな少女そのものだった。

　せっかくの男装が台無しだぞ……と思いつつ、アッシュはオスカーの真心が嬉うれしくて、その背に手を回す。

　男装していると判わかりにくいが、こうして実際に触れてみると、オスカーは硝子がらすのように繊細な体つきをしている。

　その事実を意識した途端、アッシュの心拍数は一気に跳ね上がった。

「心配してくれてありがとな、オスカー。俺は大丈夫だから……その……」

「どうしたんだい？」

「みんなが、見てるっていうか……」

　アッシュは戦々恐々としながら、周囲に視線を巡らせる。

　停泊所には、今や騎士国の衛兵たちが集まって、厳いかめしい気配を醸しだしているのだ。

　そんな中、有名人であるオスカーが、アッシュに抱きついている。仲の良い男同士が抱き合っているにしては、ベタベタしすぎな気がした。

　事実、停泊所に集まった衛兵たちは、なにやら怪け訝げんそうにアッシュとオスカーの様子を窺うかがっている。下手をすれば、あらぬ誤解を生んでしまうかもしれない。

　いや、それよりも問題なのはエーコの反応だった。そう、エーコは既に、オスカーが女性であることを知らされているのだから──。

「ねぇ、あんたたち……？　いつのまに、そんな仲に……」

　紅玉ルビーの瞳を爛らん々らんと光らせて、アッシュとオスカーを睨にらみつけるエーコ。

　握りしめた両拳は、ぷるぷると震えを帯びている。

　と、そこに颯さつ爽そうと、黒い影が割って入った。

「ったく、こんなところで油を売ってる場合じゃないだろう、オスカー？」

　セレスだった。

　その隻せき眼がんが、じろりとオスカーを睨みすえる。

　さすがのオスカーもたじたじとなって、大人しくアッシュから身体を離した。

「そうだね。僕たちには、あまり時間がないのだから……」

　オスカーは真顔になると、改めてアッシュと向き合った。

「時間がないって、どういうことだ？」

「アッシュもラクエルⅣ世の念話を聞いたのだろう？　ザカライアスⅢ世は死んだ。持病が悪化していたという話は聞いていたから、覚悟はしていたつもりだけど……」

　いつしか、オスカーはうつむいていた。

「実際にその死を聞かされると、不思議なものだね。別に悲しくはないんだけど、なんだか胸にぽっかりと穴が空いた気分なんだ。あんな奴やつでも、僕にとっては父親だから……なのかな？」

「オスカー……」

　アッシュが思わず手を伸ばそうとした矢先、オスカーは顔をあげた。

　その表情に、もはや憂いはなかった。

　決然とした意志を宿した眼まな差ざしが、アッシュを射貫く。

　その美しさに、アッシュは思わず見とれた。

「ひとりの息子として、そして王位継承権を持つ者として、僕にはザカライアスⅢ世の国葬に参列する義務がある。今すぐ帰国しなくちゃならない」

「そうか……」

「さすがに、学院の授業みたくサボるわけにはいかないしね」

　アッシュの深刻な表情を吹き飛ばすように、オスカーは冗談めかして告げた。

「じゃあ、僕は行くよ。しばしの別れだ、アッシュ！」

　オスカーはセレスと一緒に跳躍すると、トリスタンに騎乗する。

「おぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおんっ！」

　トリスタンが翼を広げ、雄お叫たけびをひとつ。

「オスカー……」

　ふと、アッシュは嫌な胸騒ぎを覚えた。

　ラクエルの命令に従い、一時休戦に同意したユリエルだが、今なお新たな陰謀を巡らせている可能性は否定できない。

　セレスやクリームヒルト、さらには帝国人のクラウスをも利用して、あれだけの大惨事を引き起こした男なのである。

　トリスタンが飛ひ翔しようする寸前、アッシュは衝動的に叫んでいた。

「ユリエル王子には気をつけるんだぞ、オスカー！」

「ありがとう、アッシュ！　僕が王位に就いた暁には、結婚しよう！」

　オスカーが会心の笑みを浮かべると同時に、トリスタンは飛翔した。

「ちょっと！　どさくさに紛まぎれて、なにをいってるの!?」

　エーコが頰ほおをふくらませて抗議するも、トリスタンの航行速度はすさまじく、あっという間に蒼そう穹きゆうの彼方かなたへと飛び去った。





　　　　◇






　トリスタンの巨きよ軀くが雲を突きぬけ、完全に見えなくなった頃、

「──アッシュ。ちょっといいかしら？」

　突然、背後から声がかかった。

　振り返ると、いつの間にかミラベルがたたずんでいた。

〈銀光の賢乙女アルジエント・メイガス〉の二つ名にふさわしく、その銀髪は朝陽を浴びて、きらきらと輝いている。

「ミラベル王女！」

　アッシュは思わず叫んでいた。

　ミラベルには、訊ききたいことが山ほどあったのだ。

　この美しい魔導艦を、どうやって手に入れたのか。

　本気でオスカーを擁立し、ユリエルに対抗するつもりなのか。

　ロートレアモン騎士国の王女が、宗主国たるシェブロン王国の王位争奪戦に関わることが許されるのか。

　どの質問からぶつけるべきか、アッシュが口ごもっていると、

「あなたが、噂うわさのアッシュ・ブレイク殿……ですか？」

　──ぴょこん！

　突然、白しろ兎うさぎのように小さな人影が、アッシュとミラベルの間に割って入った。

　天てん真しん爛らん漫まんな笑顔。

　大きな教皇帽ミトラに、高位の司祭を思わせる礼服。

　右手には、翼十字ウイング・クロスの杖つえ。

　奇襲を受けた兵士よろしく、アッシュはその場でのけぞった。

「あ、あなたは……！」

　緊張のあまり舌が回らない。

「ふふっ。ラクエルⅣ世なのです。あなたに、聖女の御ご加か護ごがあらんことを」

　まだ九歳の女教皇ハイ・プリーステスは無邪気に微笑ほほえむと、アッシュの顔を覗のぞきこんだ。

「──！」

　そのとき初めて、アッシュは気づいた。

　ラクエルの虹こう彩さいは、左右で色が異なっているのだ。

　右目は、サファイアを思わせる蒼あお。

　左目は、エメラルドを思わせる緑。

　なんて神秘的なんだろう……と、アッシュは見とれた。

　今にも、その瞳に吸いこまれそうになってしまう。

　そんなアッシュの意識を引き戻したのは、ミラベルの一声だった。

「……猊げい下か。確かに彼はアッシュ・ブレイクですが……幼竜エーコに、我が妹シルヴィア。さらには数多くの女子生徒を惑わせてきた、要注意人物です。あまりお近づきになられると、危険ですよ？」

「いやいや、俺をなんだと思っているんですか！　こんな小さい女の子に誤解されたらどうするんです!?」

「あら、事実ではないのかしら？　そういえば、生徒だけじゃなくて、アーニャもあなたのことを随分と気にしていたわよ？」

　ミラベルは大真面目である。

　そんな風に警戒されていたとは、なんだかショックを覚えるアッシュだった。

　確かに、アッシュの周りには美少女ばかりが集まっている。それは事実なので、反論はできないのだが……。

　と、ラクエルはミラベルに向き直ると、ぺこりと頭を下げた。

「お久しぶりです、ミラベル先生」

「……先生？」

　アッシュがきょとんとしてつぶやくと、ラクエルはにっこりとした。

「ミラベル先生は、エスパーダの聖法大学院に留学されていた頃、わたくしの剣術指南役だったのです」

「なるほど。それで、先生というわけですか」

　アッシュは納得したが、果たしてラクエルが剣術を習う必要などあるのだろうか……などと、不思議に思った。

　実は先ほどからずっと、肌を刺すような視線を覚えているのだ。

　アッシュからやや離れた位置には、例のペネロペ枢すう機き卿きようをはじめ、物々しい雰囲気の騎士たちが、警戒心もあらわに周囲の様子を窺うかがっている。

　おそらくは、あれが噂うわさに名高いエスパーダ聖翼騎士団だろう。

　先ほどフリーダが、ペネロペが団長を務めていると説明したのを思いだす。

　ロサ・マリア教を大陸全土に広めるべく、異教徒たちと度重なる戦争を繰り返した精鋭集団──それがエスパーダ聖翼騎士団である。

　ぴりぴりとしたペネロペたちとは対照的に、ラクエルⅣ世は笑顔を絶やすことなく、再びアッシュと向き合った。

「あなたと幼竜エーコの噂は、聞き及んでいます。ずっと、あなたがたにはお会いしたいと思っていたのです」

　そこで一転し、ラクエルは緊張気味な表情を浮かべた。

「あの、アッシュ・ブレイク殿？　ひとつ、お願いがあるのですが」

「な、なんでしょう？」

　アッシュも思わず緊張してしまう。たとえ九歳児とはいえ、相手は教皇なのだ。一体、なにを頼んでくるつもりなのか……？

「えっと……その……」

　ラクエルはもじもじとしてためらっていたが、やがて意を決したように、アッシュの顔を一心に見つめた。

「お兄ちゃん、と呼んでも構いませんか？」

「……はい？」

　すがるような視線に射貫かれて、アッシュは戸惑うばかりだった。

「ど、どうしてです？」

「夢だったのです。あなたみたいな騎士様の、妹になるのが！」

　ラクエルは懐から、一冊の書物を取りだした。

　そのタイトルは、『天空の竜騎士物語』である。

　巷ちまたで大人気の少女小説だったっけ……と、アッシュは思いだした。一応、アッシュも第一巻だけは読んだことがある。教皇とはいえ、そういうところは九歳児そのものだな……と、アッシュは思った。

　そんなことを考えていたら、ラクエルはグッと身を乗りだしてきた。

「あ、あのっ、やっぱり駄目でしょうか？　……そうですよね。初対面の女の子に、いきなりそんな呼び方をされても、迷惑ですよね……」

　しょぼんとして、ラクエルはうつむいてしまう。

　その途端、背後に展開したエスパーダ聖翼騎士団から、殺気のような気配が吹きつけてきたので、アッシュは慌てて首を横に振った。

「いやいや、迷惑なんかじゃないですよ！　全然、構いませんから！」

「本当ですか!?　ありがとうです、アッシュお兄ちゃん！」

　ラクエルは満面の笑みを浮かべると、アッシュの胸に顔をうずめた。

「ちょっ、猊げい下か!?」

　アッシュはうろたえた。

　案の定、聖翼騎士団からどす黒い闘気オーラが放射されたのである。特にペネロペ枢すう機き卿きようは憤ふん怒ぬの形相を浮かべ、今にも斬きりかかってきそうな様子だった。

　麗しき女枢機卿──その実体は、過保護な女親といったところだろうか。

　そんな親心に気づくことなく、ラクエルはますます無邪気に懐なついてくる。

「それとですね、妹には家族のように接してください。『猊下』は禁止、敬語も禁止なのです！」

「は、はい……了解しました、猊下」

「了解しました？　猊下？」

　たちまち、ラクエルはぷうっと頰ほおをふくらませる。思わず指でつっつきたくなるような可愛かわいらしさだった。












「わっ、解わかったよ、ラクエル！」

「ふふっ。素敵なお兄ちゃんができて、とっても嬉うれしいです！」

　ラクエルが心底から嬉しそうに告げた、まさにそのときだった。

「お兄ちゃん……ねぇ？」

　アッシュのすぐ背後で、エーコがぼそりとつぶやいたのだ。

　明らかに、その口調にはトゲが含まれていた。

「エーコ……？」

　アッシュは冷や汗をかいた。

　エーコとしては、やはりラクエルがアッシュに懐なついているのは許しがたいのだろう。

　だが、ラクエル自身は天てん真しん爛らん漫まんな子どもで、なんら他意は感じられない。そのため、面と向かって罵倒するのは大人げないし、とりあえず様子を窺うかがうことにした──今のエーコの心情を推し量ると、そんなところだろうか。

　と、ラクエルの興味の矛先が、今度はエーコを向いた。

「うわあ、あなたが幼竜エーコですね？　はじめまして、です！」

「ななっ、なによ？　あっ、あたしは、あんたがアッシュの妹分になることなんて、認めてないんだからねっ！」

　エーコは明らかに戸惑っている。

　九歳児の相手などしたことがないので、扱い方が解らないのだろう。

「噂うわさ通り、女の子の姿なのですね。頭に生えているのは、もしかして角ですか？」

　ラクエルは背伸びをすると、丸っこい指先でエーコの角に触れた。

「はうあっ！」

　たちまち、エーコは全身を痙けい攣れんさせる。

　アッシュは忘れかけていたが、角はエーコの弱点なのである。

　エーコは涙目になると、両手で頭をかばった。

「はうぅうん、なんて可愛かわいらしいのでしょう……！」

　そんなエーコの仕草を見て、ラクエルは妙に感動している。

「もっと触ってもいいですか？」

「むぅううう～、駄目に決まってるでしょ！」

　ラクエルに悪気はないのだろうが、エーコとしたら大迷惑だろう。そろそろ助け船を出してやらねば……と、アッシュが思ったそのときだった。

「こほん、ラクエル猊げい下か？　そろそろ、よろしいかしら？　実はわたくし、アッシュに大切なお話があるのです」

　ミラベルが咳せき払ばらいをして、口を挟んできたのである。

　すると、ラクエルが悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんで、ミラベルにとんでもない質問をした。

「それって、愛の告白ですか？」

「なっ……どうしてそうなるのです!?」

　ミラベルにしては珍しく、動揺をあらわにした。

「だって、ミラベル先生は先ほどから、ずっとアッシュお兄ちゃんに熱い眼まな差ざしを送っているんですもの。妹としては、とっても気になります！」

「ちっ、違います！　いくら教皇猊げい下かでも、いっていいことと悪いことがありますよ？」

　ラクエルを相手にすると、あのミラベルでさえ調子を崩されてしまうらしい。

　アッシュは意外な気持ちで、両者を眺めやった。

「……わたくしがアッシュを見ていたのは、どうやらアッシュとエスカヴァロンの間に、なんらかの因果関係があるらしいからです。他意はありません」

「エスカヴァロン？」

　アッシュは小首をかしげた。初めて耳にする単語である。

「エスカヴァロンとは、この古代魔導艦に付けられた銘です」

「古代？　じゃあ、この魔導艦って……？」

「そう、学院の地下迷宮から発掘した聖遺物よ。わたくしが学院長に就任したのも、このエスカヴァロンのため──」

　ミラベルは凛りん然ぜんとして告げると、アッシュの前に進み出た。

「そういうわけだから、ちょっと時間をもらえないかしら？　あなたに、エスカヴァロンの艦内を見てもらいたいの」

「それは構いませんけど……」

　了承はしたものの、アッシュは半信半疑である。

　あんな神々しい古代魔導艦と、自分との間に因果関係があるなどとは、とても信じられないのだった。

「では、わたしもご一緒しますね！　実はわたくし、エスカヴァロンのことも気になっていたのです。行きましょう、アッシュお兄ちゃん！」

「わわっ、ラクエル!?」

　ラクエルに手を引っぱられ、バランスを崩しそうになるアッシュ。

　思わず、ラクエルの肩を抱くような体勢になってしまう。

　──ごごごごごっ……！

　その途端、エーコとペネロペが真っ黒なオーラを噴出させる様子が、背後からまざまざと伝わってきて、アッシュは慄りつ然ぜんとするのだった。





　　　　◇






　古代魔導艦エスカヴァロン──その艦内に足を踏み入れたのは、ミラベルを筆頭に、アッシュとエーコ、ラクエルⅣ世、そしてペネロペ率いるエスパーダ聖翼騎士団の面々であった。

　ミラベルが真っ先に向かったのは、操そう舵だ室しつである。

　艦長席を中心に、操舵席や通信席が配置されている。

　壁際を埋めつくすのは、見るからに複雑そうな制御盤、そして各種モニターだった。

　そうした雰囲気は、シルヴァヌスの操舵室とよく似ている。

　ただし同じような機械装置群でも、どことなく上品で、アンティーク的な感じが伝わってくるのは、不思議な感覚だった。

　室内には、相変わらず紅茶の準備に余念のないミラベル専属メイド──ユニスと、もうひとり、馴な染じみ深ぶかい顔があった。

　アーニャである。ここ最近は猫耳メイドの格好がすっかり板についていたのだが、今は肌も露あらわな民族衣装を着用している。

「……アッシュ！　エーコ！」

　アッシュたちが入室するなり、アーニャは座席から立ち上がった。ぱたぱたと戸口に駆けよってくる。

「アーニャじゃないか！　どうしてここに？」

「ミラベル王女に雇われて、ずっと学院の地下を探索していたのよ。アッシュもエーコも無事で、本当に良かった……！　クラウスがあなたたちを狙っていたそうだから、心配で心配で……」

　アッシュの顔を見た途端、気が緩んでしまったのだろうか。

　アーニャの目尻から、ぽろりと一粒、涙がこぼれ落ちた。

「あ、あれ？　あたしったら、どうして……」

　アーニャ自身、自分が涙を流すとは予想外だったらしく、目もとを拭いながら顔を真まっ赤かにしている。

　そんなアーニャの健けな気げさ、そして可か憐れんさに、アッシュは胸を打たれた。もし周囲に誰もいなければ、衝動的に抱きしめていたかもしれないが──。

「むぅ～」

　案の定、エーコは不機嫌そうに腕組みをして、アッシュに痛烈な視線を送ってきたのだった。




　アッシュとアーニャが再会を喜んだのも束つかの間ま、ミラベルが説明を始めた。

「これまでの経緯から察するに、このエスカヴァロンは、エーコがアッシュに聖騎甲アークの完全版を献呈したのと同時に起動した──と推測されるわ。事実、この艦を発見した時点では、うんともすんともいわなかったのよ。これを見て、アッシュ」

　ミラベルにいわれ、アッシュはモニターのひとつを覗のぞきこんだ。

　そこには赤い文字で、

　──Avalon Knight Dragner

　と表示されている。

「まだエスカヴァロンのすべてを把握したわけじゃないけれど、現状、この艦は全機能の三十パーセントほどしか発揮できていない──というのが、わたくしの見解よ」

「三十パーセント……ですか」

　アッシュは壁際の制御盤をぐるりと見わたした。確かに、点灯しているパネルは全体のごく一部にすぎない。

「わたくしにとっても、これほどの聖遺物を扱うのは初めてだから、不明な点が多すぎるわ。アンサリヴァンに帰ったら、じっくり取り組まないとね」

「そうだ！　この魔導艦が竜族に関係があるのなら、ナヴィーに聞けば教えてもらえるかもしれませんよ？　なんなら、今から呼んでみてはどうでしょう？」

　我ながら名案だと、アッシュは思った。

「──呼んだかしら？」

　その瞬間、ナヴィーがふわりと舞い降りて、アッシュのそばに立った。

　さすがにナース服は飽きたのか、いつも通りのドレス姿である。薔ば薇らのように甘い香りが、アッシュの鼻先をくすぐった。

「ふふっ」

　ナヴィーは艶つやっぽく微笑ほほえむと、アッシュに肩を密着させる。こうして実体化しているナヴィーは、生身の女性となんら変わりはないのだった。

「こら、ナヴィー！　竜種の記憶ドラグワースが色ボケしてるんじゃないわよ！」

　たちまちエーコが目くじらを立てるが、ナヴィーは意にも介さない。

「だって、アッシュがいけないのよ？　竜種の記憶ドラグワースとしての責務を果たすつもりだったわたしに、女としての幸せを教えてくれたのだから。そうでしょう、アッシュ？」

　うっとりとした顔で、ナヴィーはアッシュに流し目を送る。

　ミラベルが見ているというのに、今日のナヴィーは一段と蠱こ惑わく的てきだった。

「なっ！　なにを教えたですって!?」

　案の定、エーコの怒りは最高潮に達している。

「ひどいわ、アッシュ。そんなに手が早い人だったなんて……」

　一方では、アーニャが真っ白に燃え尽きたような顔をして、立ちすくんでいた。

「ふたりとも誤解だからな!?　ナヴィーも紛まぎらわしいことをいわないでくれ！　すみません、ミラベル王女……」

　ミラベルの視線に気づいて、アッシュは恐縮する。

　こんなときでもミラベルは無表情を保っているのだが、その視線が冷たく思えるのは気のせいだろうか。

　と、ミラベルはナヴィーに視線を飛ばすと、淡々と告げた。

「確かに、竜種の記憶ドラグワースになら有益な情報が書きこまれているのでしょう。だけど、いきなりナヴィーに頼るのは、まるでズルをしているみたいで気が引けるわ。わたくしも学者の端くれなのだから、まずは自力で取り組むつもりよ。その上で、どうしても解わからないことが出てきたときは、あなたを頼らせてもらうわね」

「お見それしました、ミラベル王女殿下」

　ミラベルの姿勢に感嘆したのか、ナヴィーは恭うやうやしくお辞儀をしたのだった。
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「……そうだわ、アッシュ」

　ナヴィーが遣けん竜りゆう工房に戻ったあと、ミラベルは大事なことを思いだしたように、ぽんと両手を打ち鳴らした。

　その冷徹な眼まな差ざしが、アッシュを射貫く。

「ためしに、艦長席に腰かけてもらえないかしら？」

「まあ、別に構いませんけど」

　自分が艦長席に座ったくらいで、なにかが起こるとは思えなかったが、アッシュは素直に従うことにした。

　いつしか、室内の誰もが固唾かたずを吞のんで、アッシュの一挙一動に注目している。

　──ただ座るだけなのに、どうしてこんなに緊張するんだ……？

　戸惑いながらも、アッシュは艦長席に腰をおろす。

　その刹那──。

　操そう舵だ室しつに、七色の光が満ちた。

　次々と電子音が響く。それまで無反応だった制御盤がいっせいに反応し、演算処理を開始したらしい。ずっと冬眠していた動物が、春の訪れとともに目覚めたかのようだった。

「なにが起こっているんだ……!?」

　アッシュはきょろきょろと周囲を見わたす。

「失礼するわね」

　と、ミラベルが唐突に、アッシュの左袖をまくり上げた。

　左腕の〈星刻〉が露出する。

　昨夜の戦闘中、〈星刻〉を覆い隠していた包帯は燃え尽きたので、そのままだった。

　ただ単に、新しい包帯を忘れたのではない。最近のアッシュは、あれほど他人に見せたくないと思っていた〈星刻〉を隠すことに、それほど必要性を感じなくなっていたのである。そう、この〈星刻〉は間違いなく、エーコとの絆きずなの証あかしだから──。

　左腕を埋めつくす紋様は、今では赤く発光し、じんじんと熱を帯びている。まるで、艦との接続を示すかのように。

　と、明滅する〈星刻〉にミラベルが触れてきたので、アッシュはビクッとした。

　顔と顔の距離が近い。

　ミラベルの指はひんやりとして、熱を帯びた肌に心地いい。

　その美貌と、左腕を撫なでる指先の感触、そして清涼感のある香りを意識して、アッシュは艦長席に座ったまま硬直してしまう。

　もちろん、ミラベル自身は冷徹な外科医のように、この事態を淡々と分析しているにすぎないのだろうが、そこはアッシュも健康的な男子である。

　観察に没頭するあまり、無防備に身体を近づけてくるミラベルの魅力には、くらくらとなってしまうのだった。

　と、ミラベルがやや興奮気味に口を開いた。

「思った通りだわ。おそらくエスカヴァロンは、歴代のAvalon Knight Dragnerのために製造された魔導艦……。そして、現在のAvalon Knight Dragnerであるアッシュの〈星刻〉を認証したのよ。エスカヴァロンの製造には、アヴァロン聖竜皇家も関わっていたのでしょうね」

「マジですか!?」

「つまり、この艦の正統なる所有者は、アッシュということになるわ……」

　解説しながらも、ミラベルは急に元気をなくした。

　玩具おもちやを奪われた子どものようにしょんぼりとして、うつむいてしまったのだ。

「どうしたんです？」

　アッシュは不安になると、艦長席から立ち上がった。と同時に、あれほど活発に演算処理を続けていた機械装置群の過半数が沈黙してしまう。

「……なんでもないわ」

　といいながらも、ミラベルの視線はちらちらと艦長席を窺うかがっていた。

　どうやら、艦長席には自分が座りたいと思っていたらしい。

　ミラベルの、意外と子どもっぽい一面を知った気がして、アッシュは苦笑した。

「解わかりました。艦長席には、これからもミラベル王女が座ってください」

　ミラベルはハッとして顔をあげると、アッシュの顔を見つめた。

「でも、それだと……エスカヴァロンの本来の性能は発揮できないわよ？」

「飛べれば充分ですよ。俺がいなくても、エスカヴァロンはアンサリヴァンからフォンティーンまで、問題なく飛んでこられたんでしょう？」

「それは、そうだけど」

「正直、いきなり俺の艦だといわれても実感が湧きませんし、そもそも俺には、魔導艦のことなんてさっぱりですから」

　アッシュはミラベルをまっすぐに見つめた。

「つまり、俺にはミラベル王女が必要なんです」

「えっ……!?」

　突然、ミラベルは頰ほおを薔ば薇ら色いろに染めると、両手で胸を押さえた。

　あたかも、胸の中央を撃ち抜かれたかのように。

　予想外の反応に、アッシュは狼ろう狽ばいした。

「だっ、大丈夫ですか!?　お、俺、なにか失礼なことを……？」

　アッシュが手を伸ばそうとした途端、

「なっ、なんでもないわ！」

　ミラベルは感情的に叫ぶと、ぱたぱたと操そう舵だ室しつを飛びだしてしまった。

　あのミラベル第三王女──常に冷静沈着な〈銀光の賢乙女アルジエント・メイガス〉が走る姿を、アッシュは初めて目の当たりにしたのだった。

「ミラベル王女、どうしたんだ……？」

「あのミラベル先生を、無意識の一言で落とすだなんて……。わたし、お兄ちゃんがそんな人だとは知りませんでした……」

　なぜだかラクエルは半眼になって、アッシュを軽く睨にらんでいる。

「おいおい、なにか誤解してないか？」

「誤解じゃありません！　いいですか、アッシュお兄ちゃん？」

　ラクエルは身を乗りだすと、瞳をウルウルと潤うるませた。

「兄を独占できるのは、妹であるわたしだけなんです！　神の御み子こである聖女ロサ・マリア様も、『星書』の中でそう明言しておられます！」

「それは捏ねつ造ぞうだっ！」

　アッシュは助け船を求めて、エーコとアーニャのほうを窺うかがってみたのだが、

「「…………」」

　アッシュと視線が合った途端、ふたりとも素っ気なく、ぷいっと横を向いてしまったのだった。





"The Captain's Seat ～A.S.B.1365.11～" is closed.








第二話　救国の英雄









　その後、アッシュたちはフォンティーン城で一泊することに決めた。

　一刻も早くアンサリヴァンに帰りたかったが、無事に解放された騎士王パラデインオズワルドが、どうしてもアッシュを晩ばん餐さんに招待したいと主張したのである。

　それにアッシュ自身、怪け我がが完治したわけではない。フォンティーン城には名医も常勤しているし、ふかふかのベッドで休めるのはありがたかった。

　いったん城内の客室に戻ったアッシュは、いつの間にか深い眠りに落ちた。気が緩んでしまったのだろう。

　ようやく目覚めたとき、愛用の銀時計は五時を示していた。

　既に、窓からは西日が射さしこんでいる。

「……ん？」

　ふと、テーブルの上に置かれたメモ用紙に気がついた。

　まるで幼児が書いたような筆跡は、間違いなくエーコのものだった。なんでも今夜の晩餐にそなえて、湯ゆ浴あみとドレスアップの必要があるらしい。一部、解読不能な部分もあったが、大筋はこれで合っているだろう。

　熟睡していたアッシュを起こすことなく、書き置きを残す──エーコがそんな風に気を遣ってくれたのは、初めてのことだった。

　エーコは日々、成長を続けている。アッシュは自然と、微笑を漏らした。

　案外、娘の成長を喜ぶ父親の気分に似ているのだろうか……などと考えるが、「いやいや、違うぞ」と思い直す。

　ひとりの女の子として、エーコが愛いとおしい。

　それこそが真実なのだと、アッシュは思うのだが──その一方で、シルヴィアの笑顔が脳裏をよぎる。

「姫様……」

　アッシュは頭を抱えた。

　エーコが好きだ。

　この気持ちに間違いはない。

　だが、同時にアッシュは、シルヴィアにも強く惹ひかれているのだった。

　そういえば……と、アッシュは回想する。

　オズワルドの晩餐会に招待されるのは、今回が二度目である。初めて呼ばれたときは、シルヴィアが同席していた。

　蒼あおい花が咲いたようなドレス姿は、今でもはっきりと覚えている。

　オズワルドは多くの父親がそうであるように、愛まな娘むすめへの溺愛ぶりをしっかりアピールすると、アッシュに釘くぎを刺した。

　──万が一、わしの可愛かわいいシルヴィに手を出した暁には……このオズワルド自ら、そなたを成敗してくれようぞ！　誓えるか？　わしのシルヴィには手を出さんと、誓えるか？

　オズワルドの声が、脳裏で何度も繰り返される。

　基本的には無邪気で、憎めない王様──それがオズワルドだ。ところがシルヴィアのこととなると豹ひよう変へんし、アッシュに啖たん呵かを切ったのである。

　あれから数ヵ月が経たった今、アッシュとシルヴィアの仲は大きく進展していた。

　ほとんど無意識に、アッシュは自分の唇に触れた。

　シルヴィアと交わしたキスの感触が、まざまざと甦よみがえる……。

「あのキスが騎士王パラデインに知られてしまったら、本当に成敗されかねないぞ……」

　ぼそぼそと独り言を漏らしたそのときだった。

「戻ったわよ、アッシュ！」

　無造作に扉が開いたので、アッシュは慌てて口をつぐむ。

　戸口に現れたのは、純白の夜会服ドレスを着用したエーコだった。襟もとには小粒のダイヤが無数に縫い留められて、雪の結晶をちりばめたかのよう。

　スカートの裾はふわりと広がって、腰の細さを強調している。












　ピンク・シルバーの髪は、大人っぽく結い上げられていた。

　アッシュは声をかけることすら忘れて、エーコのドレス姿に見とれた。

　そんなアッシュの視線に気づくと、エーコは真まっ赤かになった。もじもじとして、恥ずかしそうにたたずんでいる。

「あ、あの……えっと……どうかしら？」

　エーコがどんな言葉を望んでいるのかは、鈍感なアッシュにも一目瞭然だった。

「ああ。とっても──」

　──どどどどどっ！

　あいにく、アッシュの誉ほめ言葉は無情にも遮さえぎられた。

　宮廷メイドの集団が、雪崩を打ったように入室してきたのである。

「次はアッシュ様の番ですわ！」

「救国の英雄にお会いできて感激です！」

「最高級のお召し物を用意させていただきますね！」

　丁重な言葉遣いとは裏腹に、メイド団はアッシュの身体を担ぐ。

「ちょっ、待っ……！」

　アッシュの声も虚むなしく、メイド団はあっという間に部屋を飛びだしてしまう。まるで、蟻ありの行列に運ばれる砂糖菓子になったような気分だった。

「んもうっ！　なんなのよ！」

　エーコの叫びが、廊下にわんわんと反響する。

　メイド団に猛スピードで運ばれていくアッシュの耳にも、その切実な声はしっかりと届いたのだった。
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　夕刻。色とりどりの竜華灯に照らされたフォンティーン城が、宵闇に凜りんとして浮かび上がった頃──。

　宮廷メイドに先導され、アッシュとエーコは晩ばん餐さんの間に向かっていた。

　意外だったのは、廊下ですれ違う使用人たちの態度である。アッシュとエーコの顔を見るなり、素早く壁際に寄って、深々と一礼するのだった。

　まるで国賓扱いである。

　どうやら、アッシュとエーコを救国の英雄と見なしているらしい。

　アッシュとしては、背中のあたりがむず痒がゆくなる──というのが本音だった。根が庶民なので、「もう少し普通に接してもらえたらいいのに……」と思ってしまうのだ。

「ふん、ふん、ふん～♪」

　そんなアッシュとは対照的に、エーコは使用人の態度には無頓着で、鼻歌交じりにずんずんと突き進む。さすがはアヴァロン聖竜皇家の皇女といったところか。

「また霜降りのシェブロン牛が出てくるのかしら？　楽しみだわ！」

　もっとも、その心は旺盛な食欲に支配されていて、皇女の威厳からはかけ離れているのだった。




　アッシュとエーコが晩ばん餐さんの間に足を踏み入れたときにはもう、招待客の大半が席に着いていた。

　以前に来たときと同じく、食卓はびっくりするほど縦長で、各席には食器やナプキンが配置されている。

「おお、アッシュ・ブレイクにエーコ殿！」

　真っ先に声をあげたのは、騎士王パラデインオズワルドだった。

　あわや処刑される寸前だった割には、屈託のない笑みを浮かべている。

　ユリエル王子にはめられて、逮捕されたり幽閉されたり、ついには磔たつ刑けいに処される寸前まで追い詰められたオズワルド。

　おそらくは、これまでの人生で最も波は瀾らん万ばん丈じような日々だったのだろうが、案外、肝は据わっているのかもしれない。

「ご無沙汰しております。騎士王パラデイン……」

　アッシュが恭うやうやしくお辞儀をすると、オズワルドは豪快に笑った。

「なにをかしこまっておるのだ、アッシュよ！　今こ宵よいの主賓は、そなたとエーコ殿なのだぞ！　なんといっても、そなたたちの活躍がなければ今頃、フォンティーンの街は焦土と化していただろう。無論、わしの命も露と消えていたはずじゃ……。さあ、もっと堂々として席に着くがよい！」

「はっ、はい！」

　オズワルドの斜め前には、ふたり分の空席があった。

　勧められるがまま、エーコと肩を並べて腰かける。

　アッシュは恐縮する一方だったが、エーコは逸はやる気持ちを抑えられないとばかりに、目をきらきらさせている。既に厨ちゆう房ぼうのほうからは、香ばしい匂いが漂っているのだ。

　ふと、向かいの席に着いた少女と目が合った。

　なんとラクエルⅣ世である。

　聖職者だけあって、さすがにドレスアップはしていないが、司祭風の装束は相変わらずよく似合っている。

「てへっ。またお会いできましたね、アッシュお兄ちゃん！」

「やあ、ラクエル……」

　思わず「猊げい下か」を付けそうになったアッシュだが、辛うじて吞のみこんだ。本当に教皇猊下を呼び捨てにしても構わないのだろうか……と心配になるが、ラクエル本人の命令なのだから、これは仕方がない。

　もっとも、ラクエルの隣に陣どったペネロペ枢すう機き卿きようは、たちまちアッシュに強烈な殺気を送りつけてきた。

　まさしく殺し屋のような目をして、アッシュをじろりと睥へい睨げいしているのだ。そのうち本当に暗殺されるんじゃないか……と、心配になってしまう。

　ペネロペの向こう側には、ミラベルの姿があった。

「ど、どうも……」

　会釈しつつ、アッシュは呆ぼう然ぜんと見とれた。

　どういう風の吹き回しか、今夜のミラベルは正装しているのだ。

　淡い紫色のドレスを優雅に着こなし、頭には王女の証あかしであるティアラを戴いただいている。

　肌もあらわなうなじから胸もとにかけては、竜綺華晶をふんだんにちりばめた首飾りを装着していた。

　今のミラベルは冷徹な学者ではなく、清せい楚そなお姫様だった。

「そっ、そんなに見つめられたら……恥ずかしいわ」

　アッシュと視線が合った途端、ミラベルはほんのりと頰ほおを染めた。もじもじとして、どこか落ち着きがない。

　そういえば、エスカヴァロンの操そう舵だ室しつで別れたときのミラベルも、なんだか動揺しているように見えた。一体全体、ミラベルはどうしてしまったのだろう？　と、アッシュは首をかしげてしまう。

「こっ、こんばんは、アッシュ……」

　と、ミラベルのさらにむこうから挨拶されたので、アッシュは視線を向けた。

「アーニャ!?」

　一瞬、誰だろうと思ったが、その鋭い双そう眸ぼうと褐色の肌を見れば明らかだ。普段はポニーテールにしている髪をおろし、花をあしらったワンピースを着用している。

　どうせならアーニャもドレスを着ればいいのに──とアッシュは思ったが、もしかしたら、アーニャ自身が断ったのかもしれない。

　きっとあのワンピースが、アーニャにとってはぎりぎりの妥協点だったのだろう。それでも充分に可愛かわいらしくて、アッシュは見とれた。

　どうやら、アーニャは自分が場違いな存在だと感じているらしい。傍はた目めにも、かちんこちんに緊張しているのが判わかるほどだった。

　アッシュは苦笑すると、エーコを指し示した。

「そんなに緊張しなくても大丈夫だぞ？　ほら、エーコなんて……」

　まだ前菜すら出ていないのに、エーコは既にナイフとフォークを握りしめ、まだかまだかと待ち構えているのだ。

　エーコは羨ましいくらいに、自然体だった。

　そんなエーコを見て、アーニャはくすりと微笑ほほえんだ。

　純朴な村娘のように、その笑顔は澄みきっていて──。

「ありがと、アッシュ。少しだけど、楽になったみたい」

「そっ、そうか。そいつは良かった」

　アーニャの笑顔にドキドキしながら、アッシュはなんとか平静を装う。エーコが食欲にとり憑つかれていなければ、テーブルの下で足を蹴られていたかもしれない。

　ふと、アッシュはナヴィーのことを思いだした。

　一応、着付けを終えたあとに声をかけてみたのだが、ナヴィーは苦笑交じりに断ったのである。本来は肉体を持たないナヴィーに、食事は不要なのだった。

　そのとき──。

　厨ちゆう房ぼうの扉が勢いよく開かれて、宮廷付きのメイドたちがワゴンを押しながら、ぞろぞろと現れた。

　ワゴンの上には、前菜や飲み物がずらりと並んでいる。

「……あれ？」












　アッシュはふと、誰かの存在を忘れているような気がしたのだが、

「それでは、諸君！」

　オズワルドが意気揚々と杯を掲げたので、慌てて背筋を伸ばしたのだった。

「まずは救国の英雄に尽きせぬ感謝の気持ちをこめて、乾杯しようではないか！」

　かくして、晩ばん餐さん会かいが始まった。





　　　　◇






　エーコの願いが叶かなったのか、メインディッシュは血統書付きのシェブロン牛──しかも処女牛のフィレステーキである。

　シェフによれば、鉄板ではなく石窯で焼いたらしい。肉にナイフを入れると、ジュッ……と音がして、肉汁があふれた。こんがりと焼けた表面とは対照的に、内側は綺き麗れいなピンク色をしている。

　普段、あまり食事にはこだわらないアッシュでさえ、「これは美う味まそうだ！」と、生唾を吞のんだほどである。

　早速、ナイフで一口大に切った肉を口に運んでみる。

「んっ……！」

　舌の上で蕩とろけそうな食感に、アッシュは恍こう惚こつとなった。まさに至福。なんて柔らかい肉なのだろう。口の中に幸せが広がっていく気がした。ワインと黒くろ胡こ椒しよう、そしてガーリックの風味が漂う特製ソースとの相性も抜群である。天にも昇る心地で、アッシュは二口目を頰ほお張ばった。

　そんなアッシュの隣では、エーコが「おかわり！」と、メイドに皿を突きだしている。早速、一人分のフィレステーキをたいらげてしまったのだ。

「はっはっ！　さすがはエーコ殿！　なんとも気持ちのよい食べっぷりではないか！　フィレ肉をもっと追加するよう、料理長に伝えてくれい！」

　オズワルドも満面の笑みを浮かべて、エーコの要求をメイドたちに伝えている。

　既に酔いが回っているらしく、オズワルドの顔面は猿のように真まっ赤かだった。

　──かちゃり。

　と、和気あいあいとした雰囲気の中、扉が遠慮がちに開かれた。なにげなく戸口を振り返ったアッシュは、そこにドレス姿の貴婦人がたたずんでいるのを見た。

　やがて、誰もが会話を中断し、戸口に注目する。

　──綺麗な人だなあ。

　アッシュは素直に、そう思った。

　すらりとした長身の、見たこともない貴婦人である。年の頃は、二十代前半といったところだろう。

　純金を思わせる髪を華麗に結いあげ、胸もともあらわな夜会服ドレスを身に着けている。

　寸法があまり合っていないのか、豊満な乳房は今にもこぼれ落ちてしまいそうで、ハラハラさせられた。

　ミラベルと同じく、頭にティアラを戴いただいているのを見ると、どこかの国のお姫様だろうか。どことなく、シルヴィアに顔立ちが似ている気もした。

　鷹たかのように鋭い目つきをしているが、その仕草は妙に初々しい。まるで初う心ぶな少女のように、恥じらっているのだ。

　と、貴婦人は一同の視線を避けるようにうつむくと、ゆっくり歩を進めた。

　──……かつん………………かつん。

　ハイヒールに慣れていないらしく、一歩を踏みだすたびに、勇気を振り絞っている様子がひしひしと伝わってくる。

　見ているだけで、なんだか危なっかしい。

　一体、誰なんだろう……？　と、アッシュが小首をかしげていると、ふいに貴婦人が顔をあげた。

　なぜだか、アッシュと視線が合う。気のせいかとも思ったが、貴婦人は確かにアッシュを凝視──いや、睥へい睨げいしていた。

　どうしてそんな風に睨にらまれるのか、アッシュは戸惑うばかり。

「……あの、騎士王パラデイン？　あの貴婦人は、どなたです？　かなり高貴な身分の方だとお見受けしますが」

　アッシュは遠慮がちに、オズワルドに訊たずねた。

「あわわっ、あわわわわっ！」

　ところが、オズワルドは目をまん丸くしたまま、慌てふためている。

　すっかり酔いが冷めてしまったのか、その顔は蒼そう白はくとなっていた。今にも泡を吹いて、倒れそうな顔をしているのだ。

「──久しぶりじゃな、アッシュ・ブレイクよ！」

　と、初々しい貴婦人の背後から、褐色肌の幼女が現れた。いや、その女が決して見た目通りの年齢ではないことを、アッシュは知っている。

　城内にもかかわらず、地竜アーシアの眷けん属ぞくであるバジリスクに騎乗した女は、なんと〝断罪のアヴドーチャ〟だったのである。

　アヴドーチャはアッシュを悪戯いたずらっぽく睨むと、朗々と声を張りあげた。

「そなたの目は節穴か、アッシュ！　ほれ、よぉく見るがいい！」

　なぜだか得意満面になって、アヴドーチャは貴婦人を指し示した。

「こちらにおわすは……おわすは……ぷっ……くははははっ！　だっ、駄目じゃ！　やっぱり笑えるっ！」

　その途端、アヴドーチャは腹を抱えて笑いだした。相棒のバジリスクまでがぷるぷると全身を震わせて、笑いを嚙かみ殺ころしているように見える。

　その直後、貴婦人が拳げん骨こつを振りあげて、アヴドーチャの頭頂部を殴りつけた。

　ごつん！　かなり大きな音が響いて、アヴドーチャは涙目になった。

「あ痛いたぁっ！」

「無礼者！　自分の主人を嘲あざ笑わらうとは、なんたる不敬か！」

　その厳格な声を聞いて、アッシュは衝動的に立ち上がった。

「ヴェロニカ王女っ!?」

　そう、一度気づいてしまえば、ヴェロニカ以外の誰でもないのだった。あの勇ましい鎧よろい姿を見慣れているせいで、すぐには判わからなかったのだ。

　よく見ると、隊長のグレンを筆頭とするヴェロニカ親衛隊の面々が、扉の陰で息を潜めているのに気づいた。まるで過保護な親のような雰囲気を感じさせる。

「気づくのが遅すぎるぞ、アッシュ！　人がせっかく、今こ宵よいの晩ばん餐さんにふさわしい格好をしてやったというのに！　一体、着付けに何時間かかったと思っているのだ!?」

「ですが、どういう風の吹き回しです？　確かヴェロニカ王女は、入浴時と就寝時以外は鎧で過ごすのが美学だと……」

「そっ、それはだな……！」

　ヴェロニカは頰ほおを紅潮させると、視線をきょろきょろとさまよわせた。ひとつひとつの仕草が乙女のようで、見ているアッシュのほうが気恥ずかしくなってしまう。目の前にいるのが、本当に〈鉄血の戦乙女アイアンブラツド・ヴアルキリー〉なのかと、疑いたくなるほどだった。

　やがて、ヴェロニカは意を決したように顔をあげると、ぼそぼそと小声で漏らした。

「今や救国の英雄となった貴様を祝ってやるのに、鎧姿ではさすがに重苦しいかと思っただけのことだ……。貴様は一応、わたしにとっては……そ、その、命の……命の恩人でもあるわけだしな……。そっ、それだけなのだぞ？　文句があるかっ!?」

「いやいや、文句なんてありませんよ！　今のヴェロニカ王女はとても綺き麗れいですし、なんていうか、お姫様らしいです。これからは時々で構いませんから、そういう姿も見せてほしいな、なんて──わわっ、すみません。調子に乗って失礼なことを！」

　そう、いくらドレス姿が美しいといっても、相手はあの〈鉄血の戦乙女アイアンブラツド・ヴアルキリー〉なのだ。

「べ、別に構わん……。今宵は無礼講なのだからな」

　素っ気なく応じたヴェロニカは、全身を紅潮させている。顔、うなじ、胸もと……露出している肌という肌が、真まっ赤かに染まっているのだ。

「そ、それよりも、だ。わたしはハイヒールというやつが苦手でな……とにかく歩きにくくてたまらぬ。貴様も、その……紳士の端くれなら、手を貸せ」

　恥じらいながら、ヴェロニカはそっと右手を差しだした。

「お安いご用ですよ、ヴェロニカ王女」

　アッシュは微笑ほほえむと、恭うやうやしくヴェロニカの手を取ろうとしたのだが──。

　その瞬間、アヴドーチャがにやりとほくそ笑んだ。

「うりゃっ！」

　先ほど食らった拳げん骨こつのお返しとばかりに、ヴェロニカの背を押したのである。

「あっ……！」

　ただでさえ足もとのおぼつかないヴェロニカは、呆あつ気けなくバランスを崩した。

「うわっ！」

　アッシュの視界に、ヴェロニカの乳房が迫る。

　むにゅっ……と、深くて柔らかな谷間に顔をふさがれたまま、アッシュは背中から倒れた。顔面を包みこむ感触があまりに甘美すぎて、背中の痛みを忘れたほどだった。

「す、すまぬ……アッシュ」

　ゆっくりと身体を起こすヴェロニカ。いつになく、しおらしい態度だった。

「おっ、俺は大丈夫です。ヴェロニカ王女のほうこそ、お怪け我がは──」

　訊たずねようとした瞬間、アッシュは目を剝むいた。

「わわっ！　ヴェロニカ王女！　む、胸がっ……！」












　アッシュの叫びに呼応するかのように、食卓に着いていた面々もざわめいた。

　エーコなどは怒り心頭に発したらしく、ガタッと立ち上がっている。

「むっ？　わたしの胸が、どうしたというのだ……？」

　小首をかしげたヴェロニカだが、自分の胸もとをまじまじと見下ろした途端、全身を硬直させた。

　その豊満なバストを覆っていた生地が、先ほどの衝撃でずり落ちていたのだ。

　アッシュの目と鼻の先では、瑞みず々みずしい桜色の先端がふたつ、無防備にさらされていた。

「いやぁああああああっ！」

　晩ばん餐さんの間に、あのヴェロニカにしては乙女らしい悲鳴が響きわたる──。





　　　　◇






　ヴェロニカとアヴドーチャが加わった宴は、ますます盛りあがっていく。

「不覚……なんという不覚……」

　先ほどのショックを少しでも紛まぎらわそうと、次々とワインボトルを空けていたヴェロニカだったが、

「おい、ミラベル！」

　突如、クワッと顔をあげると、斜め前のミラベルに嚙かみついた。

「今になって気づいたが、どうして貴様までが正装している？　服装には無頓着だった研究オタクが、どうしてドレスとティアラなど……さては、貴様もアッシュに惚ほれ──」

「ちっ、違います！」

　今度はミラベルが動揺する番だった。その証拠に、手にしていたナイフとフォークがぽろりと床に落ちて、乾いた音をたてたのである。

「わ、わたくしだって、単に今こ宵よいの晩餐にふさわしい服装をしただけです。それよりも、たかが命を救われたくらいで、コロリと参ってしまうなんて……姉上がそれほどまでに純情な乙女回路をお持ちだったとは、本当に驚きだわ」

　早速、逆襲を始めるミラベルだった。

「それこそ違う！　貴様は勘違いをしているぞ、ミラベル！」

「あら、どこが間違っているというのかしら？」

　やはりヴェロニカとミラベルが顔を合わせると、喧けん嘩かになってしまうらしい。

　ただし、美しいドレスがふたりに魔法をかけたのか、以前のような剣闘になる気配はない。それだけが不幸中の幸いだった。

　と、酒杯を手にしたアヴドーチャが、さりげなくアッシュの脇にやって来て、耳もとでささやいた。

「実はのぅ、アッシュ。昨夜、そなたに命を救われて以来、ヴェロニカの様子が妙なのじゃ。ずっと物思いにふけっていたかと思うと、急に儚はかなげな溜ため息いきをつきよる。かと思えば、いきなり『ドレスを用意しろ！』などと抜かしよった。おかげで城内は大騒ぎじゃ」

　アッシュが昼寝をしていた間、城内は大変なことになっていたようだ。

「そういえば……普段のヴェロニカ王女だったら、真っ先にエスカヴァロンを視察に来たはずなのに、そんな様子もなかったですよね」

「うむ。ミラベルが古代魔導艦を発掘したとの一報が入ったときには、ヴェロニカが所有権を主張するのではないかと心配したのじゃが、杞き憂ゆうに終わった。ヴェロニカの興味は、今では他のモノに移ってしまったのじゃからな」

「他のモノって、なんです？」

「くふふっ。それは、妾わらわの口からいうことではないのぅ」

　アヴドーチャは意味ありげに笑ったのだが、すぐさま表情を引きしめた。

「それよりもじゃ。可愛かわいいアーニャがそなたの毒牙にかかりはせんかと、妾は心配でたまらん」

「いやいや！　アヴドーチャさんの脳内では、俺は一体どういう位置づけなんです!?」

「まあ、英雄色を好む──というしな。今のそなたは紛まぎれもなく英雄なのじゃから、少しくらい毒牙を出したとしても、大目に見てもらえるじゃろうて」

「人聞きが悪いですよ？　俺に毒牙なんてありませんから！」

　なにやら自分がとんでもない状況に置かれつつあることを意識しつつ、ふとアッシュは重要なことを思いだした。

「そうだ、クリームヒルトの様子はどうですか？」

「ああ、あの娘か。ふむ、意外と落ち着いておるぞ。こちらの事情聴取にも協力的な態度を見せておるしな。話を聞いてみたところ、クラウスの奴やつに利用されていただけなのは明らかじゃし、悪いようにはせんから安心しろ」

「良かった……」

　アッシュは安あん堵どの溜息を漏らした。

「……おいこら。まさかとは思うが、クリームヒルトも自慢の毒牙にかけるつもりじゃあるまいな？」

　と、アヴドーチャが厳しい目をして、アッシュの顔を覗のぞきこんだ。

「そんなわけないでしょう!?　俺はただ、あの子の幸せを望んでいるだけですよ！」

　あいにく、アヴドーチャはアッシュの反論に耳を貸さなかった。

「久しぶりじゃなあ、アーニャよ。そなたが無事で本当に良かった！　その衣装も似合っておるぞ」

　アヴドーチャは瞳を潤うるませると、アーニャの身体をギュッと抱きしめた。

「お久しぶりです、アヴドーチャさん……！」

　アーニャも嬉うれし涙なみだを浮かべて、アヴドーチャとの再会を喜んでいる。

　そんなふたりを見ていたら、アッシュはなんだか温かな気持ちになった。





　　　　◇






　それから小一時間ほどが過ぎ──。

　デザートが運ばれてきた頃、アッシュがなにげなく隣を見やると、

「うにゅう……。もう……お腹なかいっぱい…………」

　エーコは食卓に片かた頰ほおを押しつけた姿勢で、寝言を漏らしていた。

　見ているこちらが幸せになるほどの、天てん真しん爛らん漫まんな寝顔である。この笑顔を守ることができて、本当に良かった──アッシュは心の底からそう思ったのだが、

「ううっ……ヴェロニカのおっぱいなんかに……負けないわよ……」

　続いて飛びだした寝言にしっかりと牽けん制せいされて、たじたじとなるのだった。





"Princess Veronica ～A.S.B.1365.11～" is closed.








第三話　復興を目指す学院都市









　翌日は快晴だった。

　初冬とは思えないくらい、暖かな朝である。

　アッシュとエーコはエスカヴァロンに乗艦し、アンサリヴァンを目指していた。

「まあ、あたしがドラゴンになって飛んだほうがよっぽど速いんだけど、これはこれで快適よね！」

　操そう舵だ室しつの窓から下界を悠然と見下ろしつつ、エーコははしゃいでいる。

　魔導艦に対抗心を燃やすあたり、なんだか竜族らしい気がして、アッシュは微笑ほほえましい気分になった。

「天気も良好だし、この分だと午後にはアンサリヴァンに到着できるわね」

　声をかけてきたのは、ミラベルである。

　昨夜は絢けん爛らんたるドレス姿を披露してくれたが、今朝は清せい楚そな服装に戻り、堂々と艦長席に陣どっている。

　操舵席にはアーニャが着き、舵をとっていた。

　一昨日、初めて舵を握ったばかりというアーニャだが、ミラベルによれば操縦勘はかなり良いとのこと。

　ちなみに航路を設定すれば、自動操縦モードに切り換えることも可能らしい。その話を聞いたとき、アッシュは超古代文明のレベルの高さに驚かされたものだ。

「なんだか旅行みたいですね、お兄ちゃん！」

　アッシュの袖口を引っぱったのは、ラクエルである。

　──被害を受けた騎竜学院を慰問したい。

　という理由で、アッシュにくっついてきたのだった。

　当初はペネロペ枢すう機き卿きようたちが猛反対したのだが、こう見えて、ラクエルは一度決めたことは頑として譲らない性格なのだろう。

　結局、ペネロペをはじめとするエスパーダ聖翼騎士団がエスカヴァロンに同乗すること、そして神殿艦エスペランザも同道すること──などの条件付きで、ラクエルの慰問が決定したのだった。

　随分とフリーダムな教皇猊げい下かだなあ……と、アッシュは少しばかり呆あきれている。

　だが、無邪気なラクエルを見ていると、心が和むのも事実だった。

　なにより「お兄ちゃん」などと呼ばれると、故郷に残してきた妹のことを思いだす。

　──リンダの奴やつ、どうしてるかな……？

　今年で十二歳になったはずだが、ちゃんと母を支えて、いい子にしてるだろうか。

　アッシュが騎竜学院に入学するため故郷を発たった頃、リンダはまだ八歳だった。

　今のラクエルより、ひとつ下である。

　──お兄ちゃん、行っちゃやだぁ……！

　ぽろぽろと涙をこぼしながら、アッシュを見送ったリンダの顔は、今も克明に思いだすことができる。

　そんなリンダの泣き顔を思い浮かべると、ラクエルがいかに大人びているかが、よく解わかった。

　九歳にして教皇の座に着いたほどの少女なのだから、当然といえば当然かもしれないな……そう思ったのも束つかの間ま、

「エーコさん、一緒に遊びましょう！」

　ラクエルはエーコの背中に飛びかかっている。

「ふわわっ！　ちょっと、なにするのよ!?」

「えいっ！」

「はぁんっ！　角は弱いって、いってるでしょうが！」

　涙目になって、逃げ回るエーコ。

　満面の笑みで追いかけるラクエル。

　はたから見れば、ほのぼのとした光景である。エーコとしては、たまったものではないのだろうが。

「ふふ……」

　壁際に控えていたペネロペ枢すう機き卿きようも、そんな少女教皇を微笑ほほえましげに見守っている。

　厳格なだけの枢機卿だと思っていたのだが、心の底からラクエルを大切に想おもっている様子が伝わってきた。

「ああもう！　いい加減にしないと踏みつぶすわよ！」

　ところが、エーコがラクエルに逆襲しようとした途端、ペネロペは血相を変えた。エーコの言葉が癇かんに障さわったらしい。

「こらこら！　世界中のロサ・マリア教徒を敵に回すつもりか!?」

　ペネロペの顔色を窺うかがいつつ、アッシュは慌ててエーコをたしなめたのだった。





　　　　◇






　まだ日が高いうちに、魔導艦エスカヴァロンは学院都市アンサリヴァンの上空に到達した。ミラベルの指示で、学院内のグラウンドに着陸する。

　随伴していた神殿艦エスペランザも、ゆっくりと続いた。騎竜競技専用のグラウンドなので、二隻の魔導艦が並んでも、まだまだ余裕はあった。

　突如として二隻の艦が飛来したことで、学院都市は騒然となった──。




「……こいつはひどいな」

　真っ先にエスカヴァロンを降りたアッシュは、呆ぼう然ぜんとなった。

　やわらかな陽射しを受けた学院の風景は、アッシュが慣れ親しんだものとは多分に懸け離れていたのだ。

　その様子を一言でたとえるならば──戦場跡だろうか。

　新旧の校舎群、全七棟の竜舎、各種施設……多くの建物が焼失、あるいは半壊しているのだ。遠目にも、破壊の爪痕がいかに大きいかを痛感させられた。

　不幸中の幸いは、時折、竜族の雄お叫たけびが風に乗って聞こえてくることだ。

　一度はクリームヒルトに精神を乗っ取られ、〈闇　黒　の　竜　閃　隊シユヴアルツ・ドラツケン・パンツアー〉に組みこまれたドラゴンたちだが、無事に帰ってこられたようだ。既に、復興に向けた土木工事に取り組んでいる様子だった。

　本当に良かったと、アッシュは心の底から安あん堵どする。

「やっと着いたのね……」

　と、エーコが背後でぐったりとした声をあげた。振り返ると、見るからに疲ひ労ろう困こん憊ぱいしている。

「エーコよ。ラクエル猊げい下かのお相手、大儀であった」

　そんなエーコの脇を、ペネロペ枢すう機き卿きようが涼しい顔で通り抜けていった。エスパーダ聖翼騎士団の面々も、ペネロペに続く。ちょっとした行列となっていた。

「すぅ、すぅ……」

　ペネロペの腕の中には、遊び疲れて眠ってしまったラクエルの姿があった。その瑞みず々みずしい唇が「まん丸で可愛かわいらしい角ですねぇ……」と寝言を漏らした途端、

「ひっ！」

　エーコは頭を抱えて、ビクッと身をすくませた。ずっと遊び相手にされてしまったせいで、よほど苦手意識を抱いたのだろう。

　ペネロペたちが神殿艦エスペランザに戻ったのを見届けると、アッシュはエーコの頭を優しく撫なでた。

「偉いぞ、エーコ。よく耐えたな」

「まったく！　これだからお子様は……」

　エーコは腕組みをして、ぷんぷんと怒っている。

「まあまあ、そう怒るなって。クレープでよければ、いくらでもご馳ち走そうするから」

「あのねぇ！　いい加減、食べ物で釣られるなんて思わないでよねっ！」

「……満面の笑みでいわれても、説得力はないんだが」

　そう、口調こそ怒ってはいるのだが、「クレープ」と聞いた途端、エーコの頰ほおはすっかり緩んでしまったのである。

「むぅうう……」

　エーコが悔しそうに拳を握りしめたそのとき──

「アッシュ！　エーコ！　よくぞ無事で帰ってきた！」

　耳に馴な染じんだ美声は、すぐにレベッカだと判わかった。聖竜マエストロクー・フリンの頭部に直立騎乗している。

　いや、レベッカだけではない。クー・フリンの背中には、シルヴィアにルッカ、ジェシカ、さらにはレイモンにマックスまでが相乗りしていたのである。

　各自の相パ棒ルでバラバラに駆けつけるよりも、クー・フリンの巨体に皆を乗せたほうが手っ取り早いと、レベッカは判断したのだろう。

　魔導艦の脇にクー・フリンを着地させると、一同は次々と地面に降り立った。

「この国の王女として、礼をいうぞ！　アッシュもエーコも救国の英雄だ！」

　真っ先にアッシュの手を握ったのは、シルヴィアである。その瞳は潤うるみ、今にも感極まって泣きだしそうな様子だった。

　どうやら、アッシュとエーコが首都フォンティーンを守りきったとの報しらせは、既にアンサリヴァンにも届いていたようだ。

　アッシュは苦笑いした。

「大おお袈げ裟さだなあ、姫様。それに水臭いぞ？　俺たちはただ、当然のことをしたまでなんだからさ」

「そうそう。あたしにとっても、この騎士国は大切な故郷なんだから。ついでに、その意味ありげな手をさっさと離してもらえると、あたしとしてはありがたいんだけど？」

　エーコは眉を吊つり上あげて、さりげなくシルヴィアを牽けん制せいする。

　たちまち、シルヴィアは真まっ赤かになった。

「べっ、別にこのくらいは構わんだろう!?　お前たちを見送って以来、ずっと心配で心配で、たまらなかったのだからな！」

　意外としぶとく食い下がるシルヴィアだったが、

　──どんっ！

「うわっ！　こら、お前たち……！」

　次の瞬間、ジェシカとルッカの連携プレーを食らい、呆あつ気けなく押し出されてしまう。

「アッシュ様！　わたくし、アッシュ様の身になにかあったらと思うと、胸がつぶれてしまいそうでしたわ」

「すまない、ジェシカ……」

「ですが、アッシュ様！　今後、どんなに離れ離れになったとしても、大丈夫な方法がひとつだけあります！」

「へっ？」

　アッシュがきょとんとすると、ジェシカはグッと拳を握りしめた。

「アッシュ様の子こ胤だねを身籠もりさえすれば、わたくしは決して挫くじけることのない、強い心を持つことができます！　今夜こそ、わたくしの部屋にお越しを──きゃっ！」

　と、そこでルッカが身を乗りだして、ジェシカの言葉を遮さえぎった。

「……ジェシカ。それ以上は、自重」

　ジェシカに釘くぎを刺すと、ルッカはアッシュに向き直る。

　その手には、ゴツゴツとした造形の茶ちや碗わんがあった。

　よく見ると、茶碗は真っ黒な液体で満たされて、湯気が朦もう々もうと立っている。

「飲んで、アッシュ。とても、身体にいい……」

　茶碗を差しだされた途端、アッシュの鼻に強烈な匂いが襲いかかった。

「こ、これはまた、いろんな意味で強烈だな……」

　過去にルッカが振る舞ってくれた薬草茶も常識外れだったが、それでも「茶」と呼べる範はん疇ちゆうには留とどまっていた。

　だが、目の前の液体は墨のように黒いのだ。

　飲んだ途端、口の中も胃袋も真っ黒に染まりそうな気がした。

「大丈夫……。色は濃いけど、その分……効き目も抜群」

「じゃあ、ありがたく頂戴するよ」

　やや気け圧おされながらも、アッシュは茶ちや碗わんを受けとった。

　見た目も匂いもヤバそうだが、ルッカの薬草調合技術は信頼できる。

　アッシュは息を止めると、グッと飲み干した。

「……うおっ!?」

　直後、胃袋に灼しやく熱ねつ感を覚える。

　次第にポカポカと身体が温まってくる感覚がした。

「今まで飲ませてもらった薬草茶とは、桁違いだぞ……？」

　アッシュがつぶやくと、ルッカはこくんとうなずいた。

「エクブラッドの里に伝わる、〈アルランデルの霊草茶〉。全身の細胞……活性化させて、自己治癒能力……高める。お金持ちなら、百万エクルを払ってでも、買う」

「百万っ!?　そんな高級な薬、タダで飲ませてもらっていいのか？」

　アッシュは戦々恐々となったが、ルッカは問題ないとばかりにうなずいた。

「なんていうか、力がみなぎってきたぞ……！」

　アッシュは信じがたい気持ちで、自分の身体を見下ろした。全身の火照りは最高潮に達している。ルッカの説明通り、全身の細胞が活性化を始めたのだろう。

「──なにはともあれ、君が元気そうで安心した」

　と、レベッカがしみじみとした口調で語りかけてきた。

「レベッカさん……」

「以前、わたしが君にいったことを覚えているか？　『わたしを超えていいのは、後にも先にも、君だけだ』とな」

「もちろんですよ」

　アッシュは背筋を正した。

「まさか、こんなにも早く超えられてしまうとは、思ってもいなかったが──認めざるを得ないようだ。君は聖竜皇エーコを乗りこなし、この騎士国を救ったのだから」

「そんな！　確かにエーコはアヴァロン聖竜皇家の末まつ裔えいで、とてつもない力を持っていますけど、俺自身は……まだまだですよ」

「ふふっ。あれだけの偉業を成し遂げ、英雄となったにもかかわらず、君は謙虚だな。案外、君のそういうところに、わたしは惹ひかれ──こほん！」

「レベッカさん？」

「い、いや、なんでもないぞ？」

「……？」

　アッシュは小首をかしげた。

　レベッカは今、なにをいおうとしたのだろう？

　なんとなく、あの凛り々りしい生徒会長らしくない気がした。

「アッシュの奴やつ、もしやレベッカさんまで!?　くぅ、うらやまけしからん！」

　と、そんなレベッカの様子を見て、レイモンが悔しそうに地団駄を踏んだ。あいにくアッシュには意味が解わからず、小首をかしげることしかできなかったが。

「学院一の問題児だったアッシュが、今では救国の英雄とはな。人生、なにがどう変わるか解ったものではない。なにはともあれ、よく帰ってきた」

　いつもは仏頂面のマックスだが、今は笑顔で手をさしのべてきた。

「ありがとう、マックス」

　アッシュも笑顔で応えたそのとき──。

「おぉい！　アッシュとエーコが帰ってきたみたいだぞ！」

「英雄の凱がい旋せんだ！　作業はいったん中止！　みんなで出迎えるぞ！」

　瓦が礫れきのむこうから、そんな叫びが聞こえてきたかと思うと、学院生たちがドッと押しよせてきたのである。誰もが竜に騎乗しているため、その勢いは圧巻というしかない。

「アッシュ！　アッシュ！」

「エーコ！　エーコ！」

　あっという間に、グラウンドは大歓声に包まれたのだった。





　　　　◇






　レベッカが全校生徒を諭さとし、復興作業を再開するよう命じたことで、アッシュとエーコはようやく解放された。

　そうでなければ、生徒たちの祝福や質問攻めは、いつまで経たっても終わらなかったことだろう。

　その後、アッシュたちは今後について話し合うため、学生食堂〈ラ・テーヌ〉に向かった。

　施設の多くが破壊された中、〈ラ・テーヌ〉は運良く被害を免れたのである。

「いらっしゃいませ！　〈ラ・テーヌ〉へようこそ！」

　入口の扉をくぐった途端、猫耳と尻尾を装着したウェイトレスがずらりと一列に並び、いっせいにお辞儀をする。

　あまりの壮観さに、アッシュは度肝を抜かれた。

　しかも、ウェイトレスの中にはアーニャの姿もあった。

「アーニャ!?　さっきまでエスカヴァロンの操そう舵だ室しつにいたんじゃ？」

　アッシュが驚きの声をあげると、アーニャは恥ずかしげにうつむいた。

「あなたたちが全校生徒に囲まれている間に、あたしは店長に事情を説明しに行ったんだけど……そしたら、有無をいわさずこんなことに……」

　相変わらず、店長のゴリ押しには弱いアーニャだった。

「そっか。でもアーニャはやっぱり、その格好のほうが可愛かわいいと思うな」

「んにゃっ!?　か、かっ、可愛いですって……？」

　アーニャは目に見えてうろたえると、褐色の肌を真まっ赤かに染めた。その拍子、つるりと足を滑すべらせてしまう。

「きゃっ……！」

「危ない！」

　咄とつ嗟さに手を伸ばすアッシュ。

　その手を握りしめるアーニャ。

　だが、既にアーニャの身体には勢いがついていて、アッシュをつかんだまま尻餅をついてしまう。

　──どさっ！

　アッシュもまた、うつぶせに転倒していた。

　なんとか顔面を強打するのは避けたが、胸と腹を打ってしまい、じんじんと痛む。

「いててて……──うわっ!?」

　起き上がろうとしたアッシュは、仰天した。

　尻餅をついたアーニャは、足をＭ字の状態で開脚していたのである。

　そして、アッシュの目と鼻の先には、純白の布地に覆われた花園が覗のぞいていた。

「アーニャ！　みっ、見えて……」

　アッシュは慌てて目を逸そらしたが、可愛らしい下着と褐色肌のコントラストは、しっかりと網膜に焼き付いていた。

「へっ!?　きゃああああああああああああっ！」

　アーニャは乙女らしい悲鳴をあげると、素早く立ち上がった。

　恥ずかしさのあまり、いたたまれなくなったのだろうか。

　アッシュがなんとか起き上がったときにはもう、アーニャは脱だつ兎とのごとく駆けだしていた。

　もしかすると、あんな風に下着を覗かれたのは、アーニャにとって初めての経験だったのかもしれない……。

「む！」

　と、たちまちアッシュの背中に鋭い視線が突き刺さる。

　エーコにシルヴィアにジェシカ。

　そこに、普段は大人しいルッカも加わっている。

　と、レベッカが「やれやれだな」といわんばかりに肩をすくめると、苦笑交じりにつぶやいた。

「……まったく、君は相変わらずだな」

「す、すみません……」

　アッシュが頭を搔かいたそのときだった。

「──遅いわよ、あなたたち」

　凜りんとした声が、フロアに響いた。

　一足先に艦を降りたミラベル第三王女が、ユニスの淹いれた紅茶を味わいつつ、アッシュたちに鋭い視線を向けていたのである。

　かくして、遅めの昼食を摂とりながらの会議が始まった。





　　　　◇






「えっ!?　アポロ舎が全焼……って、本当ですか？」

　レベッカが被害状況を読みあげていた最中、アッシュは愕がく然ぜんとして口を挟んだ。

「……うむ。学生寮で唯一、被害を受けたのがアポロ舎だったんだ。残念だが文字通りの全焼で、修復は不可能だ」












「そうですか……」

　アッシュはうなだれた。

　男子寮アポロ舎──上級過程シニオスの男子が住まう学生寮。

　アッシュが実際に住んだ期間は、一年にも満たない。せいぜい七ヵ月といったところである。

　だが、あの部屋にはエーコと過ごした日々の想おもい出でがたくさん詰まっていた。

　喪失感の大きさに、アッシュは奥歯を嚙かみしめた。

　不幸中の幸いは、エーコがシルヴィアの部屋で寝泊まりしていたため、ドラゴンのぬいぐるみをはじめ、エーコの私物は無事だったということだ。

　なお、生活拠点を失った上級過程シニオスの男子については、なんとか無事だった旧校舎を避難所に指定し、共同生活を送っているらしい。

「アポロ舎の再建には、早くとも四ヵ月はかかるだろう。それまでの間、上級過程シニオスの男子には苦労をかけるが……問題は、アッシュ。君の生活拠点をどうするかだ」

　レベッカの言葉に、アッシュは意識を引き戻された。そうだ、今は喪失感にショックを受けている場合ではない──と、思い直す。

「見たところ、もう入院の必要はなさそうだが……それでも君は怪け我が人にんだ。つい先日までは、入院患者だったのだからな。さすがに、床の上で雑魚寝というのは傷に障さわるだろう。なんなら、無事だったジュリアス館を使ってくれても構わないが──」

「待ってください、会長！」

　と、シルヴィアが突然、挙手して身を乗りだした。

「確かにジュリアス館には仮眠室もありますが、あくまで仮眠用であって、宿泊には不向きだと思います。それに、アッシュは今や英雄なのです。そんな彼をジュリアス館に寝泊まりさせるのは、この国の王女として認められません！」

　シルヴィアは断固として宣言すると、アッシュに切なげな眼まな差ざしを向けてきた。

「どうだ、アッシュ？　いっそ夏休みのときのように、エポナ舎の王室専用ルームに来ないか？」

「異議ありですわっ！」

　たちまち挙手するジェシカ。

　その隣では、ルッカもこくこくとうなずいている。

　その一方で、エーコは平然として、自分の考えを述べた。

「まあ、あたしは今もシルヴィアの部屋に住んでるわけだし、コゼットもいることだし、間違いは起こらないと思うけど……というか、あたしが起こさせないけどねっ！」

「あの……」

　なにやら紛糾しそうな様子だったので、アッシュは立ち上がった。

「みんなは俺を英雄だといいますけど、俺は別に、なにか特別なことをしたつもりはないんです。ただ、この国をユリエル王子の陰謀から護まもりたかった──本当に、それだけだったんですよね。あんまり特別扱いはしてほしくないっていうか……」

「アッシュ？」

　エーコが怪け訝げんそうに眉をひそめる。

「だから、俺も他の男子と一緒に、避難所で寝泊まりしようと思います」

「なんだと!?」

　シルヴィアが愕がく然ぜんとした声をあげた。

　他の面々も、アッシュの顔をまじまじと見つめている。

「ただ、エーコは引き続き、姫様の部屋で面倒を見てもらえると助かる。姫様には迷惑をかけるけど──」

「お待ちなさい」

　と、冷徹な声がアッシュを遮さえぎった。

　一同の視線がいっせいに、声の主に向かう。

　異を唱えたのは、ずっと押し黙っていたミラベルだった。

「わたくしに、良い考えがあるわ。いっそのこと、あなたは魔導艦エスカヴァロンを生活拠点にすればよいのです。そうではなくて、アッシュ？」

「はい？」

　アッシュはきょとんとした。

「あの古代魔導艦は、どうやら〈聖竜皇を駆る騎士アヴアロン・ナイト・ドラグナー〉であるあなたと強い縁で結ばれているようです。それに、艦内には居住区域や医療設備もあるわ。なにより、わたくしはエスカヴァロンとあなたの関係を、もっと深く追究してみたいの。も、もちろん……」

　ミラベルはほんのり頰ほおを染めると、決然とした表情を浮かべた。

「わたくしも当面、エスカヴァロンの艦内で生活します」

　予想外の宣言に、場は騒然となった。

　シルヴィアがきりりと眉を吊つり上あげて、ミラベルを問いつめる。

「姉上！　それはつまり、これからしばらくの間、アッシュとひとつ屋根の下で過ごす……ということですか!?　そ、そのような破廉恥な提案、とても姉上らしくありません！　場合によっては、アッシュと密室でふたりきりになることだって──」

「し、仕方ないわよ。崇高な研究のためなのだから……」

　あの〈銀光の賢乙女アルジエント・メイガス〉にしては、どうも歯切れの悪い返答だった。

「その態度……。なにやら怪しいですよ、姉上！」

「あっ、怪しくなんてないわよ？」

「お顔も真まっ赤かですよ！」

「こ、これはただの高血圧よ！」

「血圧は関係ないでしょう？　そもそも、姉上は低血圧だったと記憶していますが？」

「ううっ……」

　いつしか、ミラベルは涙目になっている。

「もしかして、姉上！　アッシュとの間になにかあったのでは!?」

「べっ、別に、なにもないわよ？　本当よ？」

「むう……。聖女ロサ・マリアの英霊の前で、誓えますか？」

「そっ、それは……」

　今や誰もが、ふたりの攻防を固唾かたずを吞のんで見守っている。王女同士の口論ということもあり、そこには誰も入り込めないような空気が張り詰めていた。

「とにかく！　姉上はもう少し、ご自身の魅力を自覚してください。最悪、アッシュが姉上に対して理性を抑えられなくなり、過ちを犯す可能性もあるのですよ！」

「過ち……ですって!?」

　ぼふっと音をたてんばかりに、ミラベルは頰ほおを紅潮させると、両手で肩を抱くような仕草をした。

　思い起こせば、ミラベルはシルヴィア以上に箱入り娘なのである。

　果たして、なにを想像しているのか……？

「こらこら、人聞きが悪いって！　俺をなんだと思っているんだ!?」

　アッシュは慌ててシルヴィアをたしなめた。

「あのう、それでしたら──」

　と、それまでシルヴィアの影に徹していたコゼットが、満面の笑みを浮かべつつ、ぽんと両手を打ち鳴らしたのである。

　アッシュはなにやら嫌な予感を覚えつつ、コゼットの笑顔を見やった。

「皆さんご一緒に、エスカヴァロンで寝食を共にすればよいのですわ。うふふふふ」





　　　　◇






　案の定、アッシュの予感は的中し──。

「生徒会役員はミラベル王女が発掘した古代魔導艦エスカヴァロンの解析作業を手伝うため、当面は艦内で生活する」

　との決定が、全校生徒に向けて発表されたのだった。





"Reconstruction Plans ～A.S.B.1365.11～" is closed.








第四話　新生活の始まり、そして凶兆の調べ









　魔導艦での新生活が始まってから、一週間が過ぎた。

　昼休みのさなか、レベッカは艦内の浴室にいた。朝からずっと土木作業に明け暮れていたせいで、全身が土砂にまみれてしまったのだ。学院内では、まだまだ瓦が礫れきの撤去作業が続いているのだった。

　とても艦内だとは思えないほど、室内は広い。タイルや浴槽には大理石がふんだんに使われている。竜の頭部を模した蛇口は黄金製で、見るからに絢けん爛らん豪ごう華かだった。

　蛇口をひねると、シャワーからお湯が降り注いだ。

　紅ぐ蓮れんの髪が濡ぬれて、白磁の肌に張りつく。

　豊かなバストの谷間を、水滴が伝い落ちていった。レベッカが姿勢を変えるたび、量感たっぷりの乳房はぷるんと揺れる。

「ふう……」

　レベッカは目を閉じると、復興について思いを巡らせた。

　幸いにも、復興作業は着々と進行しつつある。

　学院生たちもレベッカ主導のもと、各自の竜パルとともに参加していた。当面の間、授業は中止にすることが、学院理事会で決定されたのだった。

　意外にも学院生たちの表情は活いき活いきとして、絶望の色は見られない。

　良い兆候だと、レベッカは思う。

　すべてが元通りになるまで、あと何年かかるかは解わからない。しかもレベッカ自身は、あと四ヵ月で卒業となる。

「生徒会長としての、最後の大仕事になるな。それまでに、どれだけのことを成し遂げることができるか……」

　──卒業。

　その単語を思い浮かべた途端、レベッカは一抹の寂しさを覚えた。

　ふと、アッシュの顔を思い浮かべてしまったのである。

「そういえば、今日はまだ……アッシュの顔を見ていないな」

　エスカヴァロンの解析作業に立ち会うため、アッシュはミラベルと行動を共にする機会が増えた。おそらく今朝も、ミラベルの研究に付き合わされているのだろう。

　もしかしたら……アッシュは今、ミラベルとふたりきりなのかもしれない。

　そんなことを考えた途端、胸の奥がキュンと疼うずいた。

「くっ……」

　ここ最近、アッシュへの想おもいが徐々に強くなっているような気がする。

　あくまでも自分は生徒会長として、アッシュの成長を陰ながら見守るつもりだった。

　それで満足だったし、それ以上は望んでいなかった。

　ところが、最近のアッシュときたら──。

　その活躍は目覚ましく、ついには〈聖竜皇を駆る騎士アヴアロン・ナイト・ドラグナー〉として覚醒し、ユリエル王子の魔手から騎士国を守り抜いた。今では救国の英雄だ。

「アッシュ。君は一体、どこまで大きくなるつもりなんだ……？」

　熱い吐息とともに、レベッカはつぶやいた。

「──俺を呼びましたか、レベッカさん？」

　と、突然、背後からアッシュの声がして、無造作に抱きしめられた。

「なっ……!?」

　さすがのレベッカも、あまりの事態に狼ろう狽ばいし、身をすくませてしまう。

「アッシュだと!?」

　常日頃、生徒会長として堂々と振る舞っているレベッカだが、こんな場合、どうすればいいのか解わからない。

　いや、相手がアッシュでさえなければ、問答無用で「狼ろう藉ぜき者もの！」と叫び、反撃すればいいだけの話なのだが……なぜだか緊張のあまり、身体が動かない。

　次の瞬間、アッシュの手が素早く動いた。

「あんっ……！」

　自分でもびっくりするほど艶なまめかしい声が、喉の奥から漏れた。

　あろうことか、アッシュは背中からレベッカを抱きしめた姿勢のまま、左右の乳房を揉もみしだいているのだ。

「あっ……くぅっ！　こ、こら……アッシュ！　君は、なんてことを……！」

　予想外の展開に、レベッカは頭が真っ白になった。

「だ、駄目だぞ……アッシュ！　き、君に……そんな風にされたら、わたしは……わたしの身体は……！」

「ここがいいんですか？」

　桜色の尖せん端たんが、指先でつままれる。

「はぁうっ！」

　全身に電流が走るような感覚。

　レベッカは思わず、弓なりに身体を反らしていた。

「いっ、いい加減にしろ、アッシュ！　いくら君でも、こんなことをして……許されると思っているのか!?」

「口ではそういいながらも、身体のほうは正直ですよ？」

　うなじのあたりに、アッシュの吐息を感じた。

　アッシュも興奮しているのか、その吐息はシャワーの湯よりも熱い。

「ど、どうしたというのだ、アッシュ……！　今日の君は変だぞ!?」

「なにをいっているんです？　俺は正気ですよ」

　と、アッシュの指先が、今度はレベッカの下半身のほうへ移動する。

「あっ……！」

　ぴたりと閉じた太ももの隙間に、熱を帯びた手が滑すべりんだ。

　ゆったりとした愛あい撫ぶが、内ももを刺し激げきする。

「うぐっ！」

　びくん、と腰を震わせた拍子に、足が開いてしまった。

　その隙を逃すことなく、アッシュの指先はさらに大胆さを増し、いよいよレベッカ自身の花園へと──。

「待て！　君は誰だ!?　いくらなんでも、アッシュがこんな狼ろう藉ぜきを働くはずがない！」

　レベッカは必死で理性を繫つなぎとめると、キッと背後を睨にらみつけた。

「……あらあら、まあまあ」

　驚くべきことに、背後に立っていたのは──なんとコゼットだった。

　以前、シルヴィアの影武者を演じたこともあるコゼットである。アッシュの声こわ色いろを真ま似ねるくらいは、造作もないのだろう。












「うふふ、さすがはレベッカ様ですわ。もう少しで落ちる寸前でしたのに、土壇場で強い意志を取り戻されるとは。このコゼット、敬服いたしました」

　コゼットは悪びれる様子もなく、レベッカを解放した。

「なんのつもりです、コゼットさん……？」

　レベッカは警戒心をあらわに、コゼットに鋭い視線を飛ばす。

「申し訳ございません。レベッカ様のお気持ちを、確かめておきたいと思いまして」

「わたしの気持ちだと？　なんのために……？」

「わたくしがお仕えしている姫様にとって、レベッカ様は強力なライバルになる可能性があるからです。もし、レベッカ様もアッシュ様がお好きならば……姫様にとっては一大事ですし」

「なるほど、すべてはシルヴィアのためというわけですか……。それにしては、悪戯いたずらが過ぎるのでは？」

「心の底から謝罪しますわ、レベッカ様。それにしても──あの〈真紅の女帝スカーレツト・エンプレス〉が、あんなにも可愛かわいらしい反応を示されるだなんて、意外でした。うふふふふ……」

　たちまち、レベッカは全身を火照らせる。肌という肌がピンク色に染まった。

「そっ、それは忘れてくださいっ！」

「もちろん口外はいたしませんわ。ただ、わたくしが思っていた以上に、レベッカ様はアッシュ様を想おもっておられたようですね。うふふ……面白くなってきましたわ。それでは、ごきげんよう」

　コゼットはスカートの生地をつまんで一礼すると、音もなく消え去った。

「まったく、油断も隙もない人だな……」

　レベッカは忌々しげにつぶやくと、火照った身体を冷ますように、頭から水を被った。

「それにしても……」

　レベッカは思う。

　もし、浴室に現れたのがコゼットではなく、本当にアッシュだったら──自分はどうなっていたのだろうか、と。





　　　　◇






　レベッカがコゼットの魔手に翻弄されていた頃──。

　アッシュは下着一枚という格好で、ガラス製容器の内部に収まっていた。

　──ここは、魔導艦エスカヴァロンの医務室。

　ただし、誰もが医務室と聞いて思い浮かべる光景とは、一線を画している。医務室を意味する古代語のドアプレートがなければ、咄とつ嗟さには判断できなかっただろう。

　室内に設置されているのは、様々な古代装置であった。

　アッシュの身体が収まっているのは、そのうちの一基である。

　ミラベルがいうには、この装置は母親の胎内を想定した魔導工学装置であった。

　古代人が付けた装置名は──〈ユノネス〉。

　見た目の第一印象は、巨大なカプセルといったところだろうか。大人が三人は収まりそうなサイズである。

　全身が液体に浸つかっているのだが、不思議と呼吸は可能だ。

　──母親のお腹なかの中って、こんな感じなのかな……？

　ついつい、そんな他た愛あいのないことを考えてしまう。

　ただし、医務室にミラベル王女とラクエルⅣ世猊げい下かがいるのが、少々……いや、かなり気になった。

　ふたりとも興味津々の顔をして、アッシュの身体を見つめているのだ。

　一応、下着は身に着けているのだが、上半身は裸なのである。そんな風にまじまじと見つめられたら、なんだか恥ずかしいのだった。

　アンサリヴァンに帰還して以来、ミラベルはひたすらエスカヴァロンの研究に時間を費やしてきた。

　一方、ラクエルは市庁舎を訪問したり、学院内で復興に勤いそしむ市民を慰問したりと、多忙な日々を送っていたのだが、スケジュールの合間を縫っては、こうしてエスカヴァロンに顔を出すのだった。
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　ガラス一枚を隔てた向こう側では──。

　治療中のアッシュを前に、ミラベルはラクエルに懐なつかれていた。

「ふふっ。ミラベル先生、手が止まっていますよ？」

「えっ!?」

　ミラベルは慌てて、手にしていた研究記録ノートにペンを走らせる。

　ついつい、アッシュの胸板に見とれていた──とは、口が裂けてもいえなかった。

　男の身体に目を奪われるなど、ミラベルにとっては初めての経験である。

　──一体、わたくしはどうしてしまったのかしら……？

　ミラベルは疑問に思ったが、ラクエルに袖口を引かれて、我に返った。

「お兄ちゃんのお身体、もうすっかり治ったみたいですね。さすがは超古代の魔導工学技術といったところでしょうか」

「そうですね。あと三十分ほどで装置は止めましょう。元々、エーコが完全なる聖騎甲アークを献呈したことで、彼の容態はかなり改善していました。ルッカが調合した〈アルランデルの霊草茶〉も、効こう果か覿てき面めんだったようです」

「そこに〈ユノネス〉の効果が加わったのですから、怪け我がをする前よりも健康になってしまうかもですね！」

「……あまり元気になられるのも、どうかと思いますが」

　そうつぶやくと、ミラベルは顔を熱くした。自分でも、どうして頰ほおが紅潮してしまうのか、理解できないのだが。

「あのう、ミラベル先生？」

「なっ、なにかしら？」

　いつの間にか、ラクエルがミラベルの顔を覗のぞきこんでいる。鼻先が触れ合わんばかりの距離だった。

「こうして再会できたのに、先生はちっともわたくしと遊んでくれないのですね。わたくし、少し寂しいです」

「そういわれても、困るわ……」

　ミラベルは困惑した。元々、子どもの扱いは苦手なのだ。決してラクエルが嫌いなわけではない。むしろ可愛かわいいとさえ思っているのだが……幼少の頃から学問と剣術に没頭してきたミラベルにとって、子どもの相手は数学の計算よりも難儀なのだった。

　とはいえ、相手は教皇猊げい下かである。むげに扱うわけにはいかない。

　と、ラクエルが両拳を握りしめて主張した。

「ミラベル先生は、もう少し大人になるべきです！　相変わらず、わたくしの扱いにはお困りのご様子ですね？」

「そ、それは……」

　子どもだと思っていた相手に、ずばりと内心を見抜かれて、ミラベルはうろたえた。

「もちろん、わたくしはそんなミラベル先生が大好きなのですが」

　ラクエルは無邪気に微笑ほほえむと、医療装置〈ユノネス〉と向かいあった。

「ところでミラベル先生？　わたくしは思うのですが、この装置、もしかしたら美容にも良い気がしませんか？」

「美容に？」

「ほら、見てください！　アッシュお兄ちゃんのお肌も、治療前と比べたらツヤツヤしていますよ？」

　ラクエルにいわれるまま、ミラベルはアッシュの裸体を覗きこむ。

「いわれてみれば、確かに……」

　ミラベルは感嘆した。九歳児とは思えない着眼点だ。

「そういえば、ここ最近、ミラベル先生もお疲れではないですか？」

「えっ？」

　話が急に飛んだので、ミラベルは戸惑った。

「連日のように、このエスカヴァロンの解析作業を続けてきたのですから、当然です！　どうせなら、先生ご自身も〈ユノネス〉に入ってみてはいかがでしょう？」

「だ、だけど、今はアッシュが治療中だし……」

「このカプセルの大きさなら、ふたり──いえ、三人は余裕ですよ！　それに、複数の患者を同時に治療できるのかどうか、確かめる実験にもなるのでは？」

「実験？　……そうね。実験のためなら、仕方がないわね」

　なんだか自分を騙だましているような気もしたが、ラクエルの言葉には一理あると思った。

　ミラベルは意を決すると、背後のユニスを振り返る。

「ユニス。〈ユノネス〉の操作は、もう覚えたかしら？」

　紅茶の準備に勤いそしんでいたユニスは、「お任せください、姫様」と、頼もしい返事をよこしてくれた。

「それでは、わたくしもお供しますね！」

「お待ちなさい！　なにが『それでは』なのです？」

　ミラベルの制止を意にも介さず、ラクエルは教皇帽ミトラを机の上に置いた。

「ユニスさん。部屋の外で待機しているペネロペたちに気づかれぬよう、注意をお願いします！」

　悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむ姿は、年齢相応の少女そのものである。

　結局、ミラベルは押し切られる形となった。
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　夢見心地で目を閉じつつ、溶液に全身を浸していたアッシュだが──。

　突然、誰かがカプセル内部に入ってきたので愕がく然ぜんとした。

　──ミラベル王女……！

　当然のように、下着姿である。

　溶液を吸った生地が、雪せつ花か石せつ膏こうのような肌にぴたりと張りついていた。乳房の輪郭がはっきりと確認できる。ヴェロニカやシルヴィアと比べると控えめだが、形の良さなら一番かもしれない……などと考えていたら、アッシュは「ぶほっ！」と噴きだした。

　あろうことか、ミラベルの下着は完全に透けていて、桜色の先端がうっすらと浮かび上がっていたのである。

　──気づいていないのか!?

　アッシュは慌てて目を逸そらす。なんとか指摘したいところだったが、水中ではどうにもならない。

『アッシュお兄ちゃん！　次はわたくしの番ですよー！』

　続けざま、ラクエルの念話が脳裏に響く。

　──ざっぱーん！

　アッシュは目をみはった。

　ラクエルもまた、下着姿だったのだ。

　──ちょっ、ラクエルまで！　なにがどうなっているんだ!?

　そのとき、誰かが「こつこつ」とガラス製の隔壁を叩たたいたので、アッシュはそちらへ視線を飛ばした。

　ユニスがアッシュに向けて、ノートを広げている。

　そこには大きな字で、「実験のため、姫様と教皇猊げい下かがお入りになりました。粗相のないよう、なにとぞよろしくお願いいたします」と、記されていた。

　──なんの実験だよ!?

　アッシュがうろたえていると、ラクエルがふざけて抱きついてくる。

『ふふっ。お兄ちゃんと水遊びができるなんて、嬉うれしいです』

　無邪気な念話が届いてきたが、それを聞く余裕はなかった。

　まだ十歳にも満たない少女の感触が、背中から直に伝わってくるのだ。

　法ほう衣いを着ていると、平原にしか見えなかった胸は──しかし、ほのかな膨らみを感じさせた。

　──お子様だと思っていたけど、意外にあるんだな……。

『お兄ちゃん？　なにを考えているのですか？』

　無邪気に問いかけられて、アッシュは慌てて首を横に振った。

　と、ふいに水音がして、カプセル内の水流に乱れが生じた。

　ミラベルが身体のバランスを崩したのだ……と気づいたときにはもう、アッシュは視界をふさがれていた。

　──前が見えない!?

　あろうことか、ミラベルはアッシュの頭をギュッと抱きしめることで、身体のバランスを保っているのだ。

　アッシュ視界を遮さえぎっているのは、ミラベルの谷間だった。小ぶりとはいえ、その柔らかさは女性に特有のものだ。

　ミラベルは両腕に力をこめたまま、ぷるぷると震えている。箱入り娘のミラベルだけあって、泳いだことがないのかもしれない。そのくせ実験という目的のため、後先を考えずに飛びこんでしまったのだろう。

　──それにしても、この状況はまずい。まずすぎるぞ……。

　必死になって、アッシュの頭を抱きしめるミラベル。

　対照的に、嬉き々きとして背中に密着しているラクエル。

　第三王女と教皇猊げい下かにサンドイッチされるという状況は、あまりに現実離れしていて──しかも、その感触ときたら天国的ですらあった。

　今ではもう、ミラベルの下着は完全に水を吸い、肌にぴたりと張りついている。もはや裸で抱きつかれているのと大差ない。しかも、ミラベルはますます腕に力をこめて、そのたおやかな肢体をアッシュに密着させてくるのだった。

　──ヤバい……鼻血が……。

　アッシュは悶もん々もんとしながら、溶液内部をふらふらと漂うばかりだった。




　やがてミラベルが落ち着きを取り戻し、恥じらいながらアッシュを解放した直後のことだった。

　──ごごごごごごごごごごごごごっ……！

　すさまじい殺気を覚え、アッシュはカプセル外に視線を巡らせる。事実、カプセルが震動したような気がしたのだ。

「ぶはっ！」

　予想外の事態に、アッシュは思わず噴き出した。

　いつの間にか、〈ユノネス〉の周囲にはエーコ、シルヴィア、ルッカ、ジェシカ、さらにはペネロペ枢すう機き卿きようまでが集まっていたのだ。

　エーコたちは学院の復興作業を手伝っていたはずだが、休憩時間を利用してアッシュの様子を見にきたのだろう。

　一方、ペネロペ枢機卿は室外で待機していたはずだが、エーコたちの来訪を機に、さりげなく室内の様子を覗のぞいたといったところか。

　エーコたちなら、鉄拳制裁で許してくれると思う。

　だが、ペネロペのほうはどうだろう？　あの厳格そうな枢機卿は、ラクエルを溺愛している。

　そのラクエルは肌もあらわな格好で、今もアッシュの背に密着しているのだ。

　──俺、今度こそ死んだかも……。





　　　　◇






　その夜──エスカヴァロン内の寝室で、アッシュは溜ため息いきをついた。

「まったく、昼間は散々だったな……」

　エーコたちの鉄拳制裁を食らったあと、再度〈ユノネス〉に入っていたおかげで、全身の痛みは引いている。ただしラクエルがかばってくれなければ、今頃アッシュの首と胴体はお別れしていたかもしれない。それほどまでに、ペネロペは激怒していたのである。

「あの溺愛ぶりにも困ったものだな」

　女枢すう機き卿きようの形相を思い浮かべつつ、アッシュは寝返りを打った。

「すぅ、すぅ……ふにゅう～」

　すぐ隣では、エーコが穏やかな寝息をたてている。

　戦火を免れたドラゴンのぬいぐるみを、今夜もしっかりと抱きしめていた。

「うにゅ……もう……お腹なかいっぱい…………」

　可愛かわいらしい寝言が聞こえてくる。食べ物の夢を見ているらしい。

　と、寝返りを打った拍子に、真っ白なお腹が剝むきだしとなった。

　アッシュは苦笑すると、エーコの寝間着を直す。そして、肩まで毛布をかけてやった。

「それにしても、豪勢な部屋だな……」

　改めて、室内をぐるりと見わたしてみる。

　円形の窓からは、蒼あお白じろい月明かりが差しこんで、うっすらと室内を照らしている。

　あたかも王侯貴族の寝室を思わせる内装だった。

　しかも魔導式の暖房装置のおかげで、室温は常に一定に保たれている。

　寝台にも豪華な装飾が施されており、その面積はアッシュとエーコが並んでも、まだまだ余裕があるほどだった。

　おそらくは、艦内で最も地位の高い者──すなわち艦長のための寝室なのだろう。あまりに豪勢すぎて、アッシュはいまだに慣れることができずにいた。

「外の空気でも吸ってくるか……」

　エーコを起こさないよう足音をしのばせて、アッシュは寝室をあとにした。

　細い通路を進み、甲板を目指す。この一週間、ミラベルにあちこち連れ回されたおかげで、艦の内部構造はほぼ記憶していた。

　エスカヴァロンの艦内は、大おお雑ざつ把ぱに考えると四つの区域に分けられる。

　まずは操そう舵だ室しつを中心とする中枢部。

　次に、格納庫から甲板に至るまでの区域。

　エーコ以外のドラゴン──クー・フリン、ランスロット、ガウェイン、アリアンロッド、リアンノンは、ここで暮らしている。天気の良い日は甲板で過ごし、雨が降ると格納庫に引っこむのだ。

　ただしリアンノンだけは水竜ハイドラなので、普段は庫内に引きこもり、雨が降ると嬉き々きとして甲板に出るのだった。

　その次は、魔導炉が設置された機関部である。ただし、ミラベルから立ち入り禁止を命じられているので、アッシュは一度も足を運んでいない。

　そして最後が、各自の寝室、食堂、浴室などで構成された生活区域である。

　やがて、アッシュは長い通路の突き当たりにたどり着いた。

　──ばたん！

　鋼鉄製の扉を開け放った途端、冷たい夜風が吹きこんでくる。

　すっかり忘れていたが、カレンダーは人馬宮サジタリウスの月に切り替わっているのだ。道理で寒いはずだと思いつつ、アッシュは白い息を吐いた。

　頭上には、満天の星空が広がっている。

「これからどうなるのかな、俺たち……」

　本当に、随分と遠いところまで来たような気分だった。

　エーコが誕生するまでは、一介の学生──しかも劣等生に過ぎなかった自分が、今では救国の英雄として称たたえられている。

　嬉うれしい気持ちはあるが、むしろ違和感のほうが強い。

　エーコを護まもるため、大切な仲間たちを護るため、そして騎士国を護るため、無我夢中で戦い続けていたら、いつの間にか歴史の表舞台に立っていた──ただ、それだけなのだ。

　だが、もはやそんないい訳は通用しない。ユリエル王子の陰謀を、アッシュは二度にわたって食い止めたのだ。

　もしすべてがユリエルの計算通りに進んでいれば、このロートレアモン騎士国は、とっくにシェブロン王国の領土となっていただろう。アッシュに野望を阻まれたユリエル王子が、このまま黙っているとは思えなかった。

　アッシュとしても、ユリエルが性懲りもなく陰謀を企てるのならば、徹底的に立ちむかうつもりだ。不思議と、恐こわいという気持ちはなかった。

　今のアッシュには、エーコという相パ棒ルがいる。

　シルヴィア、レベッカ、ルッカ、ジェシカ、オスカーとセレス、アーニャ、コゼット、レイモン、マックス、そしてナヴィーなど、たくさんの仲間にも恵まれている。

　さらにはミラベルもまた、ユリエルに堂々と宣戦布告を突きつけた。あの研究ひとすじだったミラベルでさえ、ユリエルには義憤を覚えたのだ。

　たとえ相手がシェブロン王国の第三王子だろうと、不思議と負ける気はしなかった。

「オスカーの奴やつ、早く戻ってこないかな……」

　夜空に向けて、ぼそりとつぶやいたそのとき──。

「……ん？」

　ふと、アッシュは眉をひそめた。

　夜空の一角を、なにかが猛スピードで移動しているのだ。

「聖竜マエストロか!?」

　そう、その聖竜マエストロは膨大な魔力光をほとばしらせながら、こちらに向けて刻一刻と接近してくるのだ。

　近づいてくるにつれて、かなりの大型であることがわかる。巨体の多い聖竜マエストロの中でも、その体たい軀くは最大級を誇ることだろう。

「うわっ！　マジでこっちに来る気かよ!?」

　アッシュは慌てて後退した。

　謎の聖竜マエストロが着陸先に選んだのは、なんとエスカヴァロンの甲板だったのである。

　──ずうううううううんっ！

　艦が傾くのではないかと思ったほどの衝撃とともに、聖竜マエストロは舞い降りた。

　その額には、漆黒の水晶が埋めこまれている。

　それが冥星石プルートウだと気づいた瞬間、アッシュは叫んでいた。

「やっと帰ってきたんだな、オスカー！」

　だが、オスカーの返事はない。

　その頭部にあるべき男装の麗人の勇姿は、影も形もなかったのである。

「……どういうことだ？　トリスタンの奴やつ、まさか独りでアンサリヴァンに戻ってきたというのか？」

　そこまでつぶやいて、ようやくアッシュは気づいた。

　トリスタンは、その口に何者かをくわえているのだ。

「ぐるるるる……」

　なにかを訴えるように、トリスタンは喉の奥で唸うなった。

　おそるおそる、アッシュはトリスタンの正面に近づいた。

　トリスタンはゆっくりと頭を垂れると、くわえていた人物をアッシュに託した。

　その顔を覗のぞきこむなり、アッシュは愕がく然ぜんとした。

「……セレスじゃないか！」

　人形めいた美貌に、黒革製の眼帯。黒を基調としたメイド服。

　どこから見ても、セレスだった。

　問題なのは、衣装のあちこちが裂け、覗いた肌には無惨な傷を負っていることだ。トリスタンが治癒魔法で応急処置をしたらしく、なんとか血は止まっているようだが、意識はない。

「どういうことだ、トリスタン!?」

　アッシュが衝動的に問いかけたときには、トリスタンは猫のように身体を丸め、寝入っていた。

　もはや体力も魔力も限界だったのだろう。

　よく見ると、トリスタンもセレスと同じく、満まん身しん創そう痍いだった。

　白銀の毛並みは、あちこちが血で染まっているのだ。

　そして、セレスとトリスタンが命からがら逃げ帰ってきたということは──。

「オスカーは無事なのか？　一体、シェブロン王国でなにがあった!?」





　　　　◇






　既に真夜中だったが、医務室には艦内の全員が集まっている。

　トリスタンが甲板に着陸した衝撃で、艦内で眠っていた者たちは容赦なく叩たたき起おこされたのである。眠りの深いエーコですら、例外ではなかった。

「オスカー殿のメイドさん、大丈夫でしょうか……？」

　ぽつりとつぶやいたのは、先ほど神殿艦からやって来たラクエルである。寝間着の上にガウンを羽織っただけの姿だった。

　トリスタンがもたらした衝撃は、すぐ隣に停泊していたエスペランザにも波及していたのだ。

「ああ、セレスなら絶対に大丈夫だよ」

　自分自身にいい聞かせるように、アッシュは答えた。

　ベッドに横たえられたセレスの意識は、まだ戻ってはいない。

　治療を担当するのは、ルッカとコゼットである。

　コゼットには医療の心得があるし、ルッカは薬草学の知識を駆使して、刺し創そうに効くという塗り薬を作っている。

　ふと、アッシュは疑問を覚えた。

「ミラベル王女？　どうしてセレスには〈ユノネス〉を使わないんです？」

「……仕方ないのよ。〈ユノネス〉は聖属性の医療装置。対して、セレスの左目に寄生した冥星石プルートウは闇属性なの。下手をすれば〈ユノネス〉と冥星石プルートウが反発し合い、傷を悪化させる可能性だってあるわ」

　ミラベルが冷静に答えた直後、

「──とりあえず、命に別状はなさそうですね」

　額の汗を袖口で拭いつつ、コゼットが皆を安心させるように告げた。

　たちまち、誰もがホッと溜ため息いきを漏らす。

「それにしても、どういうことだ？　つい先日、王国ではザカライアスⅢ世の国葬が終わったばかりだ。少なくとも年末までは、国全体が喪に服しているはずだが……」

　いぶかしげにつぶやいたのは、シルヴィアだった。

「きっとユリエル王子は喪が明けるのを待たずに、オスカーに仕掛けてきたのだろうな。オスカーとてそれくらいは予想していたはずだが、よほどの不意打ちだったのかもしれない……」

　慎重な表情を浮かべつつ、レベッカが応じる。

「なんてことだ……！」

　アッシュは拳を握りしめた。

　できることなら、今すぐにでもオスカーを助けに行きたい。

　だが、まずはセレスから事情を聞かないことには、オスカーが今、どういう状況にあるのかもわからないのだ。

「まずは、セレスが目覚めるのを待ちましょう。ルッカとコゼットには引き続き、看病をお願いするわ」

　その場はミラベルが締めくくり、解散となった。





"Iunones ～A.S.B.1365.12～" is closed.








第五話　セレスの告白









「アッシュ！　なにをのんびり寝ているのだ!?　今すぐ起きろっ！」

「うわっ！　姫様!?」

　早朝。突然の声に飛び起きた直後、アッシュは目をみはった。

　学院指定の騎竜服ドラグ・スーツを着用したシルヴィアが、ベッドの脇で仁王立ちしているのだ。

　髪は凛り々りしく結い上げて、額には玉の汗を浮かべている。

　その様子から察するに、自主訓練から戻ってきたばかりなのだろう。

　ランスロットに朝一番の餌を与えるついでに、騎士としての訓練もこなす──それがシルヴィアの日課なのだ。

　生活の拠点をエスカヴァロンに移しても、そうした習慣を変えないところは、いかにも生真面目なシルヴィアらしい。

「うにゅ？　ちょっとアッシュ……その女は誰なの……？」

　一方、エーコは寝返りを打ちながら、奇妙な寝言を漏らしている。一体どんな夢を見ているのか気になったが、今はそれどころではない。

　そう、シルヴィアが血相を変えて、アッシュの寝室に飛びこんできたのである。よほどの事態だろう。

「なにがあったんだ、姫様？」

「これを見ろ！」

　シルヴィアが突きつけてきたのは、学院都市で発行されている新聞だった。勉強熱心なシルヴィアは、新聞のチェックにも余念がないようだ。が、感心したのも束つかの間ま、

「なっ！　どういうことだ!?」

　紙面に目を通した途端、アッシュは愕がく然ぜんとした。

　そこには、衝撃的な見出しが躍っていたのである。




　王位継承順位一〇八位のオスカー・ブレイスフォード卿きよう、実は女性だった！

　噂うわさのオスカー・ブレイスフォード卿、王位継承法違反の罪で逮捕！

　ユリエル第三王子の即位、確定か!?




「なんなんだよ、これは!?」

　アッシュは唇を震わせた。顔から血の気が引いていく。

　あまりに唐突、そして予想外すぎて、理解力が追いつかない。

　そのとき、半開きだった扉をそっと押し開けて、

「アッシュ様。先ほど、セレス様がお目覚めになりました」

　戸口に現れたコゼットが、いつになく真剣な顔で報告したのだった。





　　　　◇






　アッシュは全力で艦内通路を駆け抜けると、医務室に飛びこんだ。シルヴィアもあとに続く。

「うにゅ……」

　やや遅れて、エーコも顔を出した。まだ寝ぼけていて、コゼットに手を引かれている。

　室内には、既にレベッカ、ルッカ、ジェシカ、マックス、そしてミラベルが顔をそろえていた。

　ベッドに横になっていたセレスは、アッシュの顔を見るなり跳ね起きようとしたが、

「うぐっ！」

　たちまち顔をしかめて、苦渋の声を漏らす。

「大丈夫か？」

　アッシュは慌てて、セレスのそばに駆けよった。

「ううっ……アッシュ……アッシュ！」

　と、セレスはその隻せき眼がんから涙を溢あふれさせると、アッシュの胸もとに顔をうずめた。身体を覆っていた毛布がはらりと落ちて、包帯が巻かれた胸もとがあらわとなる。

「……セレス!?」

　あのセレスが無防備な姿で抱きついてきたのも意外だったが、そのいじらしい態度にも驚かされた。

　常日頃、アッシュを「クソ虫」呼ばわりしていたセレスが、今では迷子になった幼子のように、肩を震わせ泣いているのだ。

　エーコやシルヴィアをはじめ、周囲の女性陣もセレスの涙には意表を衝つかれたらしく、アッシュとセレスを無理に引きはがそうとはしなかった。

「……落ち着いたか？」

　やがてアッシュが優しく訊たずねると、セレスはこくんとうなずいた。

　手の甲でごしごしと涙をぬぐうと、あの鋭い眼まな差ざしで一同をぐるりと見わたす。

　そして、ぽつぽつと語り始めた──。





　　　　◇






「ザカライアスⅢ世の国葬は、特に問題なく終わった。ユリエルが仕掛けてくることを予想していたオスカーもあたしも、拍子抜けしたくらいだった。で、葬儀のあと、オスカーはブレイスフォード領にある自宅に宿泊していたんだが……突然、武装兵に踏みこまれたんだ」

「なんだって!?」

　アッシュは愕がく然ぜんとした。医務室に集まった一同も、言葉を失っている。

「連中は容赦なく、王位継承法違反の罪でオスカーを拘束した。いうまでもなく、ユリエルの差し金だ……」

「ユリエルはオスカーの秘密を知っていたのか!?　いや、待てよ──」

　そう、今ではオスカーに忠誠を誓っているが、セレスは元々、ユリエルが放った密偵だったのだ。

　オスカーに関する情報はすべて、ユリエルに流れていたと考えていいだろう。

「だけど妙だな。もっと早く公表していれば、ユリエルは戦わずしてオスカーを失脚させることができたはずだ。どういうことだ……？」

「ユリエルは、そういう奴やつなのさ。あいつは純粋に、王位争奪戦という名の椅子取りゲームを楽しんでいた。オスカーの性別を暴露して勝利するなど、奴のプライドが許さなかったし、〈冥星石の仔らプルートウ・チルドレン〉という切り札もあった。ところが、あたしのときもクリームヒルトのときも、お前たちが食い止めてみせた──ごほっ！」

「大丈夫かっ!?」

　アッシュは身を乗りだした。

「ああ、問題ない。この程度の怪け我がなど……オスカーが陥った境遇を思えば、大したことはないさ」

　コゼットに背中を撫なでてもらいつつ、セレスは再び口を開いた。顔は真っ青だが、その隻せき眼がんには強い意志がみなぎっている。

「問題なのは、このタイミングでザカライアスⅢ世が亡くなり、王位争奪戦争の火蓋が切って落とされたことだ。シェブロン王家の掟おきてでは、王の血を引く者が王座に着くための条件はふたつだけ──男であることと、最強であること。それだけだ」

　いくらなんでも時代錯誤だよな……とアッシュは呆あきれたが、黙ってセレスの言葉に耳を傾ける。

「これまでは、ユリエルがこそこそと仕掛けてきた攻撃を耐え忍んでいたオスカーだが、ザカライアスⅢ世が死んだ今なら、正々堂々と反撃できる。己の最強を示すという大義名分のもと、ユリエルを攻撃しても許される状況になったんだ」

「なるほどな……」

「そうなると、竜騎士ドラグナーであるオスカーのほうが有利だろう。だからこそ、ユリエルはザカライアスⅢ世が死ぬ前に、自分が立てた作戦でオスカーを倒すつもりでいたのさ。本当に、卑劣な野郎だ……」

「ということは、さすがのユリエルも、もはや余裕ぶっている状況ではないと判断した──そう考えていいでしょうね。自分が忌み嫌う、姑こ息そくな手段に訴えたのだから」

　慎重な顔で告げたのは、ミラベルである。

「だが、オスカーとてユリエルの性格は嫌というほど知っていたはずだろう？　そう簡単に拘束されてしまうなど、オスカーらしくない気もするが……」

　レベッカが疑問をつぶやくと、セレスは唇を嚙かんだ。毛布をつかんでいた両手が、わなわなと震えている。

「実は……世間には伏せられているが、オスカーは一服盛られたんだ。ユリエルが、子飼いの宮廷薬師に調合させた魔薬〈ガラテア〉をな」

「魔薬だって？　なんだそれは!?」

　アッシュは眉根を寄せた。

　聞いたこともない名前だが、「魔薬」という単語の響きからは、不吉な印象しか感じられない。

「わたし、聞いたこと……ある」

　そこで尖とがった耳をぴんと立てたのは、セレスのために薬草を擂すりつぶしていたルッカである。

　両手で握っていたすりこぎを置くと、紫水晶アメジストの瞳を一同に向ける。

「〈ガラテア〉を服用した人、自分の意志を奪われて、人形みたいになる……。エクブラッド人のご先祖様──エルフが生みだした……禁断の秘薬」

　アッシュは愕がく然ぜんとした。

　エーコやシルヴィアたちも、戦慄の表情を浮かべている。

　セレスはルッカの言葉にうなずくと、話を続けた。

「今のオスカーは、操り人形に等しい状態なんだ。あたしが呼びかけても、虚うつろな目をしているだけだった……」

「オスカーにしては迂う闊かつすぎやしないか？　どこでそんな薬を盛られた!?」

　アッシュが詰問口調になると、セレスは激情をこらえるように沈黙していたが、やがて顔をあげた。

「……オスカーに一服盛ったのは、あいつの両親──厳密には、養父母だ」

　室内の空気が、瞬時にして凍りつく。

　その告白には誰もが啞あ然ぜんとして、言葉を失ったのだ。

「さすがのオスカーも、久しぶりに会った家族を前に、完全に油断していた。あらゆる外敵からオスカーを護まもらねばならないあたしでさえ、すっかり騙だまされた……」

　セレスが自責の念に駆られていることを、アッシュは察した。

「帰国したオスカーを、ブレイスフォード家の人々は温かく迎えてくれた。だが……すべては演技だったんだ。とっくの昔に、ブレイスフォード領の周辺にはユリエル軍が布陣して、いつでも侵攻可能な状態になっていた……。ユリエル軍が踏みこんできたのは、オスカーが料理に口をつけた直後のことだった」

　セレスのさらなる告白に、アッシュは自分の甘さを思い知らされた。

　喪中にもかかわらず、ユリエルがなんらかの手を打ってくることは予想していた。

　ラクエルが「喪が明けるまで王位争奪戦は許しません」と釘くぎを刺してはくれたが、ユリエルが唯々諾々と従うような男でないことは、一連の事件から察しはつく。

　だからこそ、アッシュはオスカーと別れる際、嫌な胸騒ぎを覚えたのだ。ユリエルには気をつけろと、忠告もした。

　だが、ユリエルの行動力はアッシュの想像をはるかに超えていたのだ……。

「既にユリエルと同盟を結んだ王侯貴族は、全体の七割に達している。中立を表明したのが、二割強。あいにく、ブレイスフォード軍は一割にも満たない。オスカーの養父、アーサー・ブレイスフォード卿きようとて、それなりの野心があったらこそオスカーを養子に迎えたわけだが……結局は、自分や家族の命、そして領民を護るため、ユリエルの要求を吞のむしかなかったのさ」

「オスカーはどうなるんだ!?　まさか処刑なんてことは──」

　全身から血の気が引く思いでアッシュが訊たずねると、セレスは首を横に振った。

「いや、あたしが調べたところでは、ユリエルはもっとひどいことを考えている。その調査中、あたしはユリエル軍の兵士に見つかって、殺されそうになったわけだが……」

　処刑よりもひどいこととは、なんなのか？

　今や誰もが固唾かたずを吞のんで、セレスの次の言葉を待ち受けている。

　やがて、セレスは重々しく告げた。

「どうやらユリエルは、オスカーを王妃に迎えるつもりらしい──」





　　　　◇






　しばらくの間、誰もが呆ほうけたように沈黙していた。

　──ユリエルがオスカーを王妃に迎えたがっている!?

　予想外の展開に、アッシュも戸惑うばかり。

「待ってくださいまし！　ユリエル王子とオスカー先輩……よく考えれば、おふたりは血のつながった兄妹ではないのですか？」

　真っ先に口を開いたのは、ジェシカである。

　そう、その通りだとアッシュも思った。

　母親こそ違うが、ユリエルとオスカーの父親はザカライアスⅢ世なのである。

　と、そこでミラベルが「こほん」と小さく咳せき払ばらいをした。

「シェブロン王家の歴史においては、血族間の婚姻は決して珍しいことではないわ。特に異母兄妹同士の結婚については、いくらでも前例があります」

「……たとえ血族結婚が認められているとしても、だ。どうしてユリエルがオスカーを王妃にする必要があるんだ？」

　アッシュが問いかけると、セレスは苦虫を嚙かみつぶしたような顔をした。

「当然、オスカーの竜騎士ドラグナーとしての素質を、我が子に受け継がせたいと思っているからだろう。ユリエルはどこまでも冷徹だ。最悪、オスカーを出産の道具として、利用するつもりかもしれない。定期的に魔薬を投与し続ければ、オスカーが正気を取り戻す心配もないしな」

「だけど、そんなことをして……母体や赤ん坊に悪影響はないのか？」

　アッシュが疑問を浮かべると、

「魔薬〈ガラテア〉……精神にだけ作用する。母体や赤ちゃんには……影響しない」

　ルッカがたどたどしい口調で応じた。

「それに、オスカーを人質にとってさえおけば、トリスタンも容易には攻撃できないからな……」

　忌々しげにつぶやいたセレスは、再び涙をこぼすと、アッシュにすがりついてきた。

「お願いだ、アッシュ。お前には散々迷惑をかけたし、こんなことを頼めた義理じゃないのだが……頼む！　オスカーを助けてやってくれ……」

　アッシュはそっと、セレスの背に手を回した。

　その肌は、まだ冷たい。

　指先に触れた包帯には、血がにじんでいる。

　強く抱きしめたら折れてしまうのではないかと思えるほど、華奢な身体だった。

　それでも、セレスは生還した。

　たったひとりの女の子が、ユリエル軍の攻撃から逃れ、アッシュたちにオスカーの危機を伝えたのである。

　ならば今度は自分が応える番だと、アッシュは強く思った。

「安心しろ、セレス。オスカーは必ず、俺たちが助けてみせる！」

「ありが、とう……」

　そうつぶやいた途端、がくん、とセレスの身体から力が抜けた。

　支えを失った人形のように、アッシュにもたれかかってくる。

「セレス!?」

　嫌な予感がアッシュの胸をよぎった。

　慌ててセレスの顔を覗のぞきこむと、その隻せき眼がんはぴたりと閉ざされている。

「おい、セレス！　セレス！」

「──大丈夫です。緊張の糸が解けて、眠っていらっしゃるだけですわ」

　と、横から手を伸ばしたコゼットが、セレスの脈を取りながら告げた。

「そうですか……良かった」

　アッシュは安あん堵どの吐息を漏らすと、煮えたぎるような怒りを覚えた。

「ユリエルの奴やつ、絶対に許さないぞ……」

「だが、アッシュ。これから、君はどうするつもりだ？」

　と、レベッカが前に進み出ると、アッシュの肩に手を置いた。まるで、アッシュの怒りをなだめるような仕草だった。

「これはあくまでも、シェブロン王国における内紛だ。君は一体、どうやって介入するつもりだ？　このエスカヴァロンを突っこませるか？　あるいはエーコに竜化ドラグナイズしてもらい、〈聖竜皇を駆る騎士アヴアロン・ナイト・ドラグナー〉として乗りこむ気か？」

「それは……」

　アッシュが言葉を詰まらせたそのとき、医務室の扉が開け放たれた。

「レベッカ殿のいう通りですよ、アッシュお兄ちゃん！」

　大きな教皇帽ミトラに翼十字ウイング・クロスの杖つえ。

　戸口に現れたのは、なんとラクエルⅣ世だった。




　ペネロペ枢すう機き卿きようを従えたラクエルは、まっすぐにアッシュと向き合った。

「すべては国境の向こう側で起きている出来事なのです。しかも、ユリエル王子は次期国王に最も近いといわれる人……。もしアッシュお兄ちゃんがシェブロン王国に乗りこんだら、ただの喧けん嘩かではなくなります」

「喧嘩ではなくなる？」

「はい。それはもう、れっきとした戦争なのです」

「戦っ……！」

　アッシュは絶句した。

　──戦争。

　その言葉の重みが、双肩にずしりとのしかかる。

「それに、ここで王国と騎士国が戦争を始めてしまったら、今は大人しくしている帝国にだって、新たな動きが出てくるかもしれません。教皇として、アッシュお兄ちゃんの出陣を看過するわけには……いかないのです」

　さすがはエスパーダ聖庁に君臨する教皇だけあって、冷静かつ冷徹な意見だった。とても九歳児とは思えない思考である。

「ならば少数精鋭で王国の首都に潜入し、オスカーだけを救出するのはどうでしょう？」

　おずおずと意見を述べたのはシルヴィアだったが、

「アーカム城は難攻不落として有名だし、ユリエルもそれくらいは想定ずみだろう。我々が頼みとする竜族とて、決して無敵ではない。成功率は限りなく低いぞ？」

　ラクエルに代わって答えたのは、レベッカだった。

「ですが、竜族の攻撃魔法さえあれば……！」

　シルヴィアはなおも食い下がったが、レベッカは頑として譲らない。

「もちろん、単にアーカム城を落とすだけなら、竜族に本気を出してもらえばいい。だがな、シルヴィア。それではオスカーを巻き添えにするし、なんの罪もない王室使用人だって無事ではすまない。アーカム城をぐるりと取り囲む市街地にも、甚大な被害が及ぶだろう。それほどまでに、竜族の力は強大なんだ。そうなると、ただの虐殺だぞ？」

「……………………」

　重苦しい沈黙が、場を支配する。

　それでも、アッシュは既に心を決めていた。

「……なにか考えがあるようだな、アッシュ？」

　そんなアッシュの表情に気づいたレベッカが、訊たずねてくる。

　アッシュはうなずくと、一同の顔をぐるりと見わたした。

「これは戦争になるとか、ならないとか──はっきりいって、どうでもいいです。オスカーが陥った境遇を思えば、そんなのは些細なことですよ」

　アッシュは胸の前で拳を握りしめた。

「俺は正々堂々、ユリエル王子とぶつかってオスカーを救出します！」

「落ち着くがよい！　〈アヴァロンの騎士〉──アッシュ・ブレイクよ」

　待ったをかけたのは、ずっと沈黙を守っていたペネロペ枢すう機き卿きようだった。

　聖職者でありながら騎士団長を務める武人でもあるだけに、その眼力は凄まじい。

　蛇に睨にらまれた蛙よろしく、アッシュは金縛りにあった。

「騎士国民であるそなたが、個人的な感情に従ってシェブロン王国に侵攻すれば、国際社会は『騎士国が王国に戦争を吹っかけた』と認識するであろうな」

「くっ！」

「そなたがどんなにユリエルの非道を説いたところで、世論は味方しないぞ？　一般大衆にとって、ユリエル王子は偶像アイドル的存在だし、彼は世論操作にも長たけている。確かに、単純な戦力では〈アヴァロンの騎士〉が勝るだろう。だが総合的に考えれば──まず、そなたに勝ち目はあるまい」

「ペネロペ枢機卿のお言葉にも一理あるぞ、アッシュ。それにラクエル猊げい下かも立場上、騎士国を非難する声明を発表せざるを得なくなるだろう。ロサ・マリア教の教典『新約星書』では、慈愛と非暴力が推奨されているのだからな……」

　レベッカが眉間にしわを寄せながらも、ペネロペの言葉を補完する。

「くそっ、どうすればいいんだ？」

　アッシュは頭を抱えた。

　文字通り、事態は八方ふさがりだった。

　すべてが国境の向こう側で起きている以上、事態はアッシュ個人の感情でどうにかなるレベルを、軽く超越しているのだ。

　オスカーは絶対に救出したい。

　しかし、「宗主国であるシェブロン王国に侵攻した」などという汚名を、騎士国に着せるわけにもいかない。

　もし、竜化ドラグナイズしたエーコが「謎の巨竜」のままであれば、単騎でシェブロン王国に乗りこむこともできただろう。

　だが、既に「謎の巨竜」が騎士国に所属していることは、世間に知れわたってしまった。

　他ならぬユリエルが、フォンティーン市の上空に乗りこんできた際に、大々的に宣言してしまったからだ。

　すべてはユリエルの思惑通りに進んでいる。

　そして、アッシュ自身は「国家」という足あし枷かせをはめられて、身動きひとつとれなくなってしまった。

「──ひとつだけ、方法がないこともないわ」

　そのとき、ミラベルがぽつりとつぶやいたので、アッシュは一いち縷るの望みを託し、顔をあげた。

　藁わらにもすがる思いで、ミラベルの美貌を見つめる。

　いや、アッシュだけではない。誰もがミラベルの言葉を待ち受けていた。

「もちろん、そのためには準備が必要です。特にアッシュ。あなたには、それ相応の覚悟が必要になりますが、大丈夫かしら？」

　アッシュは深々とうなずいた。

「オスカーを救うと同時に、騎士国政府の立場にも影響しない方法があるというのなら、俺はどんな試練にだって耐えてみせますよ。是非、その方法を教えてください！」

「わかりました」

　そして──ミラベルはアッシュの予想をはるかに超えた、とんでもない提案を口にしたのであった。





"The Royal Crisis ～A.S.B.1365.12～" is closed.








第六話　目的地は、王都アーカム









　ミラベルが衝撃の提案を発表し、その場は解散となった。

　その後、シルヴィアは艦内の私室に閉じこもったまま、朝食も昼食も食べずに、ベッドの上で膝を抱えてうずくまっていた。学院の復興作業にも、一度も顔を出さなかった。

　いつしか円形の小窓からは、うっすらと夕陽が射さしこんでいる。

　ミラベルの提案は破天荒もいいところで、シルヴィアは賛同できないでいる。

　もちろんオスカーは救出したいし、ユリエルの卑劣な行動は絶対に許せない。

　それでも、やはりミラベルの案を思い返すと、身震いを禁じ得ないのだった。もっと他に方法があるのではないかと、思わずにはいられないのだ。

　アッシュもアッシュだ……と、シルヴィアは思う。

　本当にミラベルの作戦を遂行してしまったら、もはやアッシュは一般人ではいられなくなるというのに──。

「姫様。少しはお食べにならないと、駄目ですわ」

　コゼットが心配そうに声をかけてきたので、シルヴィアは我に返った。いつの間にか、ベッド脇のサイドテーブルにはサンドイッチとコーヒーが置かれている。

「……すまないな」

　ぶっきらぼうに答えると、シルヴィアはサンドイッチを手に取った。

　コゼットが作ってくれたサンドイッチには、卵とベーコン、クリームチーズ、色取り取りの生野菜、そして照り焼きチキンが挟まれていた。

　シルヴィアがまだ幼かった頃、つらいことや悲しいことがあるたび、コゼットはこのサンドイッチを作ってくれたものだ。

　シルヴィアがサンドイッチとコーヒーを交互に味わう様子を、コゼットはふんわりとした笑顔を浮かべたまま、じっと見守っている。

「……なにかいいたいことがありそうだな？」

「姫様。お言葉ですが、このまま部屋に閉じこもっているだけでは、なにも解決はしませんわ。騎士王パラデインの称号を継ぐとお決めになったときの覚悟と比べたら、こたびの一件など、些細なことではありませんか？」

　案の定、コゼットはシルヴィアの悩みなど、とっくにお見通しなのだった。

「まったく……。お前は私なんかより、よっぽど大物だな」

　シルヴィアは苦笑すると、マグカップの底に残っていたコーヒーを一息に飲み干した。

　不思議と、胸のつかえがおりたような気分だった。

「ありがとう、コゼット。私はもう一度、姉上と話し合ってみようと思う」












　シルヴィアは毅然と背筋を伸ばしつつ、部屋をあとにした。

　ところが──ほんの数分と経たたないうちに、シルヴィアは立ち往生を余儀なくされてしまった。

　通路の角を曲がろうとしたところで、アッシュがミラベルの私室に入っていく場面を目撃したのである。

「ミラベル姉様がアッシュを呼び出したのか？　一体、なんのために……いや、今夜の作戦のために決まっているか」

　シルヴィアは足音を忍ばせると、扉の前にたどり着いた。





　　　　◇






「失礼します、ミラベル王女」

　アッシュが入室すると同時に、市街地の方角から午後五時を告げる鐘が聞こえてきた。

「急に呼び立てて悪かったわね、アッシュ。掛けてちょうだい」

　机に広げていた資料から顔をあげると、ミラベルは涼やかに応対した。

「はい」

　アッシュは恐縮しつつ、壁際に設置されたソファに腰をおろした。

　ここ数日の間に、ミラベルの部屋には調度品や研究資料が次々と持ちこまれた。今ではもう、ちょっとした研究室といった雰囲気である。

　一応、部屋の片隅には小さな寝台も置かれてはいるが、資料の山に埋もれそうになっていた。

「ユニス、紅茶の時間よ。アッシュの分も淹いれてあげてちょうだい」

「かしこまりました、姫様」

　まるで家具のひとつのように佇立していたユニスだが、ミラベルに命じられた途端、ネジを巻かれた自動人形よろしく動きだした。

　やがて、室内にベルガモット系の香りがふんわりと漂う。ミラベルの好む銘柄、ケイロン産の『エル・グロリアーナ』だった。

「どうぞ、アッシュ様」

「ありがとうございます、ユニスさん」

　アッシュは礼を述べると、ティーカップの縁に口を付けようとしたのだが、

「今回の作戦に、シルヴィアを連れて行くことはできません。理由は解わかるわね？」

　ミラベルが唐突に発した言葉に耳を打たれ、ぴたりと手を止めた。

　予想外の不意打ちだった。

「姫様がいずれ、騎士王パラデインになる人だから──ですか？」

「その通りよ。シルヴィアは既に、公衆の面前で騎士王パラデインになると宣言しました。第四王女ではありますが、あの子はもう、ロートレアモン騎士王家の嫡子なのです。もはや後戻りはできません」

「確かに……」

「そして、あの子が次期騎士王パラデインに即位するのに不利だと思われる要素は、可能な限り排除する必要があります。いずれは、この騎士国を背負って立つあの子を、今回の作戦に参加させるわけにはいかないのです」

　──かたんっ。

　そのとき、部屋の外で物音が聞こえた気がしたが、アッシュは気に留めなかった。

「ですが、それをいうならミラベル王女だって……」

　アッシュは顔をあげると、ミラベルを直視した。

「この騎士国の王女でありながら、俺なんかに協力している。その点においては、ミラベル王女も姫様も変わりはないんですよ？」

　ミラベルは窓際につかつかと歩みよると、アッシュに背を向けた。

「いいえ、わたくしとシルヴィアでは大違いよ。わたくしなどは、たまたま王家に生まれたというだけ。はっきりいえば、学者としての生涯を全うすることができれば、わたくしは満足なの」

　ミラベルは優雅に振り返ると、アッシュをまっすぐに見すえた。

　透明なクリスタルを思わせる瞳に、アッシュは気け圧おされた。

　そして、ミラベルは信じがたい一言を放ったのである。

「今回の一件に関わる以上、第三王女の地位は返上するつもりです」

「そんなっ──！」

　ほとんど無意識に、アッシュは立ち上がっていた。ミラベルがそこまで考えていたとは予想外だったし、その覚悟の大きさに圧倒されてしまったのだ。

　そんなアッシュを見て、ミラベルは微笑を浮かべた。

「そういうわけだから、今後はわたくしを『ミラベル王女』と呼ぶことは許しません。いいわね？」

「……はい」

　アッシュはあえて反論はせずに、大人しくうなずいた。

　もはやミラベルの決意は固く、梃て子こでも動かないだろうと確信できたから。

「わたくしの話は、これでおしまい。ほら、なにをぐずぐずしているの？　今すぐあの子を追いかけなさい」

　そういって、ミラベルは戸口に鋭い視線を向けた。

　アッシュもようやく気がついた。いつの間にか、扉がうっすらと開いていたのだ。

「……まさか！」

　そういえば、先ほど小さな物音を聞いた気がした。思わず物音を立ててしまうほどに、その人物はショックを受けたのだ。

　だとすれば、立ち聞きをしていたのが誰なのかは、もはや明らかだった。

「アッシュ。あなたがシルヴィアを説得するのです」

　ミラベルは凜りんとした眼まな差ざしで、アッシュを射貫いた。

「そもそも、わたくしがあなたを呼び出したのも、今なお迷いを抱いているシルヴィアを説得してほしいと、あなたにお願いするためだったのですから」

「解わかりました！」

　アッシュは部屋を飛びだすと、全力で駆けだした。





　　　　◇






「待ってくれ、姫様！」

　アッシュがシルヴィアに追いついたのは、甲板に出た直後のことだった。どこか儚はかなげな夕陽が、甲板でうたた寝をしていた聖竜マエストロたちの毛並みを茜色に染めている。

　シルヴィアがランスロットに駆けよろうとした寸前、アッシュは手を伸ばした。

　指先がシルヴィアの腕に触れる。捕まえたと思った瞬間、

「私に構うなっ！」

　シルヴィアはアッシュの手を強引に払おうとして、バランスを崩した。

「きゃっ……！」

　夕陽にきらめく金髪が、ふわりと風を孕はらむ。

「姫様！」

　シルヴィアの背中が床に倒れこむ寸前、アッシュはかろうじて抱き留めた。が、アッシュ自身も勢いを殺しきれず、前方につんのめってしまう。

「ぐっ！」

　軽い衝撃を覚えた直後、視界がふさがれ、顔全体が柔らかい感触に包まれた。花のように甘い香りが、アッシュの鼻孔を刺し激げきする。

「ごめん、姫様。大丈夫か……？」

　アッシュは慌てて、シルヴィアの胸から顔を上げる。

　予想外の急接近に、心臓は爆発しそうなほどに暴れていた。

　互いの腰から太ももにかけてが密着し、シルヴィアの微熱が伝わってくる。

　はたから見れば、アッシュがシルヴィアを押し倒したとしか思えない体勢だろう。

　アッシュはすぐさまシルヴィアの身体から離れようとしたが、できなかった。

「……待て」

　シルヴィアが真顔で両腕を伸ばすと、アッシュの首に手を回したからだ。

　その頰ほおがほんのりと染まっているように見えるのは、果たして──夕陽のせいだけだろうか？

　しばしの間、ふたりは無言で見つめ合う。

　やがて、シルヴィアは唇を震わせながらも、自身の想おもいを口にした。

「私とて、頭では理解しているのだ。皆の前で騎士王パラデインになると宣言した以上、お前がこれからやろうとしていることに加わるわけにはいかない……とな。悔しいが、ミラベル姉様の言葉は腹が立つくらいに正しい……」

　そこまでつぶやくと、シルヴィアは腕に力をこめた。

「──っ！」

　グッと引き寄せられ、アッシュは狼ろう狽ばいした。

　鼻先が触れ合いそうなくらいに、顔と顔が近づく。

　互いの上半身も密着し、柔らかな乳房がアッシュの胸板に押しつけられた。

「だがな、アッシュ。ひとりの女としては……たとえ祖国を捨てることになったとしても、私はお前に付いていきたいと思っているのだ！」

　蒼氷色アイス・ブルーの瞳から、大粒の涙がぽろぽろとこぼれ落ちた。

「姫様……」

　アッシュは言葉を失った。

　かけるべき言葉が、なにも見つからない。

　今はなにをいっても、慰めにはならないだろうから。

　やがてシルヴィアは無理に微笑ほほえむと、アッシュの顔から視線を逸そらした。

「……見苦しいところを見せて、すまない。話を聞いてくれたおかげで、少しは気が楽になった。礼をいう」

「礼だなんて……。水臭いぞ、姫様」

　アッシュが苦笑しながら応じた矢先、

「だがな、アッシュ！」

　シルヴィアは再び腕に力をこめた。

　顔と顔の距離が、さらに縮まる。

「私は決して、お前を諦あきらめたわけではないぞ！」

　一陣の風が、広々とした甲板をサッと吹き抜ける。

「──っ！」

　アッシュは全身を硬直させた。

　今その瞬間に、互いの唇が重なったのである。

　──姫様!?

　いや、ただ触れ合っているだけではない。

　アッシュが翻弄されている間にも、シルヴィアの熱い舌を感じた。アッシュの唇を強引にこじ開けて、入ってきたのだ。

　あの夏の夜、修道院の庭先で交わしたときよりも、さらに濃厚な口くち吻づけ。

　あれが子ども同士のキスならば、今回はまさしく──

　大人同士のキスだった。

　互いの舌が微熱を伴いながら、絡まり合う。やがてシルヴィアが顔を離すと、唾液が互いの唇をつなぐように、糸を引いた。

　シルヴィアは頰ほおを真まっ赤かに染めている。

「……不思議なものだな。以前の私なら、こんな破廉恥なキスなど、相手がどんな男だろうが許しはしなかっただろうに。だ、だがな、私は……決して嫌ではなかったぞ？」

　今のシルヴィアは、どこまでも健けな気げだった。もう一度、その唇を奪いたくなったほどである。

「姫様……」

「こっ、この続きは、お前が無事に帰ってきたらな！」

　と、シルヴィアが不意打ちを与えてきたので、アッシュは耳を疑った。

「それって、つまり……？」

「はっ、恥ずかしいことをいわせるなあっ！」

　シルヴィアは慌てて立ち上がると、ランスロットに向けて駆けだした。

「ランスロット、いつまで寝ているのだ!?　エポナ舎に帰るぞ！」

「ふおおおおん……」

　昼寝を邪魔されたランスロットは、緩慢に立ち上がると、ばさりと翼をはためかせた。

「姫様……」

　先ほどのキスをぼんやりと思いだしつつ、アッシュは空を仰いでいたのだが──。

「……ふぅ。さすがのわたくしも、興奮させられてしまいましたわ」

　突然、聞き慣れた声がしたので、ギョッとした。

　いつの間にか、背後にコゼットが忍び寄っていたのである。

　ほんのりと頰を染め、両手で自分の肩を抱くような仕草をしている。

　普段のコゼットからは想像もつかないくらい、艶つやっぽい表情をしていた。

「コ、コゼットさん!?　また覗のぞいてたんですか……？」

「今日のおふたりは、いつになく積極的でしたわね。ふぅ……お二人の情熱的なキスを思いだすだけで、ご飯三杯は軽くいけますわ……」

　アッシュは今すぐ甲板から飛び降りてしまいたい衝動を覚えつつ、叫んでいた。

「お願いですから、それ以上はいわないでくださいっ！」





　　　　◇






　その夜、エスカヴァロンの乗員は皆、作戦司令室と呼ばれる一室に集まっていた。

　アッシュ、エーコ、ミラベル、レベッカ。

　マックス、ルッカ、ジェシカ、ユニス。

　ナヴィーも今では実体化して、エーコの背後に控えている。

　セレスも手足に包帯を巻いた痛々しい姿ながらも、顔を出していた。その隻せき眼がんは爛らん々らんと燃えている。

　アーニャの姿もあった。事情を聞きつけたアーニャは、すぐさま店長に休暇をもらい、操そう舵だ手しゆとして乗艦することを決めたのである。

　さらには、レイモンも同席している。レイモンもアッシュから事情を聞くやいなや、親友として協力を申し出たのである。男手が少ないこともあり、レイモンと地竜アーシアブリギットも晴れて乗員となった。

　ただし、シルヴィアとコゼットの姿は、影も形もない。

　アッシュとしては、あのふたりがいないとしっくりこないのは事実である。だが、今回は事情が事情だけに、仕方ないといえた。

　最後のひとりは、ラクエルⅣ世だった。

「──それでは、わたくしはエスペランザに戻りますね。喪が明けた直後、ユリエル王子がどう動くのかは、簡単に予測できます。王位に就くためには、シェブロン王家に伝わる宝剣ティル・ナ・ノーグを継承せねばなりません。それに、戴たい冠かんの儀式で新たなる王に冠を戴いただかせるのは、エスパーダの教皇が務めるのが習わしです。喪が明けると同時に、ユリエル王子はわたくしに接触してくるでしょう……。時間は限られています」

　いつになく、ラクエルは真剣だった。

「あなたがたもユリエル王子もロサ・マリア教徒である以上、本来、わたくしは中立な立場を貫かねばならないところです。とはいえ、ひとりの人間として、わたくしはユリエル王子を好きになれそうにありません。わたくしはそろそろエスパーダ聖庁に帰還せねばなりませんが、陰ながら応援しています。ティル・ナ・ノーグは責任を持って、このラクエルⅣ世がお預かりしておきますね。あの宝剣を手にするのがオスカー殿であることを、聖女ロサ・マリアの英霊に祈っています」

「ありがとう、ラクエル」

　アッシュは心の底から感謝すると、半ば無意識にラクエルの手を握っていた。そして真摯な気持ちで、ラクエルの顔を見つめる。

「ふえっ!?」

　なぜだか驚いたラクエルは、ポッと頰ほおを染めると、

「ご、ご武運を……アッシュお兄ちゃん……」

　それだけをいい残し、パタパタと退室したのだった。

「どうしたんだ、ラクエル？」

　アッシュが小首をかしげていると、

「おい、下郎」

　突然、ペネロペ枢すう機き卿きようが壁のごとくアッシュの前に立ちふさがった。

「神聖なる猊げい下かの手に無断で触れたのは、その手か？　純情なる猊下を惑わせる呪文を吐いたのは、その口か？」

　ペネロペの双そう眸ぼうは、烈火のごとく燃えていた。

　既に剣の柄に手をかけている。文字通りの臨戦態勢だった。

「すっ、すみません！　妹を相手にしているような感覚で、つい……」

　気け圧おされたアッシュは、じりじりと後退する。額に嫌な汗が浮かんだ。

「ふん。いずれ貴様とは、じっくり話し合う必要がありそうだな」

　なんとか怒りを静めると、ペネロペはラクエルを追いかけた。

「ふう……」

　ホッと胸を撫なで下ろしたのも束つかの間ま、アッシュは室内に微妙な空気が漂っていることに気がついた。

「……む～」

　エーコやジェシカ、ルッカ、アーニャ、レイモンとマックス、さらにはレベッカまでもが、怪しむような視線をアッシュに向けているのだ。

「あんたねぇ……。まさか、九歳児にまで手を出すつもり!?」

　皆を代表するように、エーコが疑念を口にした。

　怒っているというよりは、むしろ呆あきれているといった様子である。

「違う！　断じて違うぞ！　ラクエルに邪よこしまな気持ちなんて抱いてないからな！」

「……こほん。そろそろ、真面目な話に戻りましょうか」

　冷静なミラベルが助け船を出してくれたおかげで、アッシュは疑念の眼まな差ざしから解放された。

　その後、マックスが食料や日用品などの備蓄について報告をした。

　続けざま、ルッカからは医薬品に関する説明があり、ジェシカからは食事と風呂など、生活面での説明が行われた。

　次に手を挙げたのは、レベッカだった。

「一般生徒に対しては、我々の出航目的はあくまでも伏せてある。下手に情報公開をすると、都市部にまで情報が漏れる可能性があるからな。まあ、すべてが無事に終わったら、きちんと説明する必要があるとは思うが……そういうことは無事に帰ってから、皆で考えよう」

　レベッカの言葉に、一同はうなずいた。

　最後に、ミラベルの鋭い眼まな差ざしがアッシュを射貫いた。

「せっかくだから、アッシュ。あなたが締めくくったらどうかしら？」

　ミラベルに促され、アッシュはやや戸惑ったものの、うなずいた。

　この程度でうろたえていたら、オスカーの救出など夢のまた夢だろうから。

「それでは、俺たちも出発──いや、出陣します！」

　アッシュは毅然として、胸を張った。




「目的地は、王都アーカム！」





"Princess Alone ～A.S.B.1365.12～" is closed.








第七話　逆襲のユリエル









　王都アーカム。

　シェブロン王国の首都にして、世界有数の大都市である。

　その中心地には、雄大にして壮麗なるアーカム城がそびえている。

　難攻不落の城塞であると同時に、シェブロン様式を世界中に知らしめた美術建築物であった。

　夕食後──漆黒の髪を優雅に垂らし、琥珀色の瞳を輝かせたカサンドラ・ロートレアモン第二王女は、城内の廊下をユリエルと肩を並べて歩いていた。

　今は亡きザカライアスⅢ世の喪が明けていないため、カサンドラもユリエルも漆黒の喪服を着用している。

　もっとも、本気でシェブロン王の死を悼むような気持ちを抱くほど、カサンドラは殊勝な人間ではなかった。

　それどころか、王室付きの仕立屋に「この世でいちばん美しい喪服を仕立てなさい」と命じたほどである。

　事実、カサンドラの肢体を包む喪服は、漆黒の蝶を思わせる妖しさを醸しだしていた。

　ユリエルとカサンドラの姿を認めるなり、廊下を行き交っていた使用人たちは壁際に控えると、深々とお辞儀をする。

　もっとも、王国の第三王子と騎士国の第二王女は、地を這はう蟻ありをいちいち気に留めぬ獅子さながら、堂々と進んでいく。

　ユリエルがカサンドラを案内したのは、五階の東廊下──豪奢な扉がずらりと並ぶ区域であった。どの部屋も来賓用の客室であり、過去にはカサンドラも利用したことがある。

　東廊下の突きあたりには、そうした客室の中でも、最高級の一室があった。

　扉の前には、宮廷勤務のメイドが四名、無表情で並んでいる。

　見た目こそメイドだが、その厳粛な表情は番兵に匹敵した。

「ご苦労。彼女の様子はどうだい？」

「はい。特にお変わりはございません」

　最年長のメイドが扉を開けると、ユリエルとカサンドラを室内に招き入れた。

　室内に足を踏み入れた途端、カサンドラは不思議な匂いを嗅いだ。

　ほろ苦い薬草を思わせる香りだった。

　周囲に視線を巡らすと、部屋の四方では香が焚かれ、うっすらと白煙を漂わせている。香炉の形はゴツゴツとして、エキゾチックな雰囲気を感じさせた。

　奇妙な香炉とは対照的に、テーブル、ソファ、寝台、飾り棚、書棚……などなど、どの家具も著名な工房で製作された一級品であった。

　そして、暖炉の前には──微動だにしない貴婦人の姿があった。

　漆黒の髪を背中まで下ろし、薄化粧が施されている。

　すらりとした肢体を包むのは、なんと花嫁衣装だった。純白の絹地には、金銀宝石がちりばめられている。腰はコルセットで締め付けられ、くびれを強調している。スカートの裾はふんわりとして、水仙の花弁を思わせた。

　ユリエルとカサンドラが現れても、貴婦人はアンティークの椅子に腰かけたまま、無反応である。

　その佇まいは、まるで美術館に展示された蠟人形のようだった。

「──こうなると、あの〈音速の貴公子ザ・バロン・オブ・ソニツク〉も形無しね」

　カサンドラは嘲笑しつつ、貴婦人の顔を覗のぞきこんだ。

　一体、誰が信じられるだろう？

　この美しき貴婦人こそ、かつてはオスカー・ブレイスフォードと名のっていた貴公子であることを。

　カサンドラに無遠慮な視線を向けられてもなお、オスカーは虚こ空くうを見つめたまま、ぴくりとも動かない。心をどこかに置き去りにしてきたかのようだ。

「見事なものだろう？　あのオスカーが、今では生き人形と化しているのだからね」

「魔薬〈ガラテア〉……予想以上だわ。おとぎ話で読んだことはあるけど、まさか本当に調合できるなんてね」

「そうだね。おとぎ話では〈ガラテア〉に限らず、すべての魔薬はエルフが調合した秘薬として描かれている。私は魔薬どころか、エルフという種族自体が絵空事だと思っていたのだけどね。だが、古代の文献を調べてみれば、すぐに解わかる。はるか昔、エルフは実在したし、竜族と双璧を為すほどの魔力を誇っていたのだよ。一度は種の絶滅に瀕したが、その遺伝子はハーフエルフに託された」

「ハーフエルフ？　まさか……」

「そう、エクブラッド人さ」

「もしかして、魔薬〈ガラテア〉を調合した宮廷薬師というのも……？」

「ああ、そうだ。今日は出かけているようだが、いずれ紹介できる日もくるだろう」

「古いにしえの魔薬を調合できるほどの薬師……ね。なかなか興味深い逸材だわ」

　カサンドラはオスカーの頰ほおを撫なでると、ユリエルに冷たい一瞥をくれた。

「……で、あなたは本気で、このお人形さんと結婚するつもりなのかしら？」

「むしろ人形だからこそ、オスカーは私の意のままなのさ」

「確かに。オスカーが正気のままだったら、あなたはトリスタンに踏みつぶされていたでしょうしね」

「私もそれを憂慮していた。彼女には竜騎士ドラグナーとしての、類い希な資質があるからね。ならば、私の子を産むための道具として使い倒したほうがいい」

「相変わらず悪趣味ね。それはともかく……真面目な話、このままアッシュ・ブレイクたちが黙っているとは思えないわ。特に、ミラベルはヴェロニカ以上に侮あなどれない存在よ？」

「ふっ。ミラベルの姉である君がいうのだから、説得力があるね。確かに、彼女の行動には私も驚かされた。彼女のような学者が政治に口を挟むこと自体、想定の範囲外だったからね」

「昔は研究室にこもってばかりの、本当に根暗な子だったのよ。もしかしたら、ミラベルもアッシュ・ブレイクに感化されたのかもしれないわ」

「だが、ここで自分たちが攻めこめば戦争になることは、ミラベルやアッシュ・ブレイクも理解しているはずだよ。彼らができることといえば、せいぜい、このアーカム城に少人数で侵入し、オスカーを救出することくらいだろう」

　ユリエルは酷薄な表情を浮かべると、言葉を続けた。

「ところが、竜族はその巨体ゆえに、隠密作戦には向かない。そして、このアーカム城の警備態勢は盤石だ。喪が明けさえすれば、私は堂々と胸を張って、エスパーダ聖庁に赴おもむくつもりだよ。そして戴たい冠かんの儀を執とり行い、晴れて王となるのだ」

「……だけど、あたしは少し失望したわ」

「ほう。理由を聞かせてくれるかい？」

「あなたは以前、いったわよね？　オスカーが女性であることを世間に公表するつもりはないって。そんなあなたに、あたしは魅力を感じていたのだけれど？」

「一度も抱かせてはくれなかったくせに、よくいう。もっとも……本音をいえば、私もこんな小細工だけは使いたくなかった。先日の〈魔　笛　作　戦オペレーシヨン・ツアウベルフルーテ〉さえ成功していれば、それでチェックメイトだったわけだが……まあ、仕方があるまい」

「そういえば、ブレイスフォード家と、その領地はどうするつもりなの？　あなたのことだから、ただではすまさないのでしょう？」

「ブレイスフォード家は元々、我が国でも有数の名家だった。だが、ここ数百年の間は良き当主に恵まれず、凋ちよう落らくの一途をたどっていた。そんな状況を打破するために、現当主のアーサー・ブレイスフォード卿きようは一計を案じたというわけだ。子宝に恵まれなかった彼は、王の落らく胤いんであるオスカーに目を付け、養子に迎えた。王位継承順位は最下位だが、なんといってもオスカーは竜飼い人ブリーダー……即位の可能性なら、確かにあった」

　ユリエルはオスカーのかたわらに立つと、その黒髪を指ですくった。

「養子とはいえ、我が子が王になりさえすれば、ブレイスフォード家はかつての威光を取り戻せる。アーサー卿はそう考えたのさ。あいにくだが、その慢心と愚かさは、命で贖あがなってもらおう」

「ふふっ、残酷ね。アーサー卿がオスカーに魔薬を盛ったのは、あなたが王に即位したあと、重用してもらうためでしょうに」

「あいにくだね。我が子を犠牲にするような輩を、重用する義理はないよ」

　ユリエルは唇の端を吊つり上あげると、オスカーの耳もとに唇を寄せた。

「君の実家も故郷も、今頃はもう──焼け野原だろうね」
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　──夜半。

　古代魔導艦エスカヴァロンは闇夜に乗じ、国境を越えた。

　ここからは、シェブロン王国の領空となる。

　夕食後、神経の太いエーコは寝ついてしまったが、アッシュはなかなか眠れない。

　レベッカからは、仮眠をとっておくようにとアドバイスされたのだが、これから自分がやろうとしていることの重大さを考えれば、吞のん気きに寝ている場合ではない。そんな精神的余裕もなかった。

「やっぱり駄目だ……」

　何度も寝返りを打っていたが、結局、アッシュは起き上がった。

　寝室をあとにすると、甲板に向かう。

　艦内と外気を隔てる扉を開けた途端、全身に突風を浴びた。

「うおっ！」

　最初は戸惑ったが、吹き飛ばされるほどの風圧ではない。扉を閉めると、舳へ先さきのほうを目指した。

「……アッシュか？」

　意外にも、そこには先客がいた──セレスである。

「なんだ、セレスも眠れないのか？」

「……当たり前だ。今この瞬間にも、オスカーはどんな目に遭あわされていることか……心配でたまらない。こんなことなら、オスカーのそばを離れるんじゃなかった……」

　あんなにも気丈だったセレスが、今では意気消沈している。

「そんなことをいうな」

　アッシュは強い口調で告げると、セレスと肩を並べた。

「セレスは命を賭して、俺たちに真実を伝えてくれた。そうでなければ、俺たちは新聞で報じられている情報に踊らされるばかりで、前に進むことができなかったと思う」

「アッシュ……」

「セレスのおかげで、俺たちは真実を知った。そして、立ち上がることができたんだ。俺たちをここまで引っぱってきたのは、紛まぎれもなくセレスだよ」

「くっ……バカ野郎！」

「おわっ！」

　突然、セレスに尻を蹴飛ばされたので、アッシュは面食らった。

「ちょっと待て！　どうしてこのタイミングで蹴られなきゃならないんだ!?」

　反論した途端、セレスはアッシュの胸に飛びこんできた。

「セレス!?」

　再びアッシュの胸に顔をうずめると、セレスは涙声を漏らした。

「お前という奴やつは、本当にクソ虫だ……。このタイミングで、そんな優しい言葉をかけられてしまったら──惚ほれてしまうだろうがっ！」

「セレス……！」

　アッシュは思わず、セレスの背に腕を回していた。

　こんなにも小さな身体で、セレスは死地をくぐり抜けてきたのだ……と思うと、守りたいという気持ちが込み上げてきた。

　そのまま、泣きじゃくるセレスを抱きしめていると──。

「アッシュ、ここにいたのか！」

　扉が荒々しく開け放たれる。

　甲板に駆けこんできたのは、レベッカだった。

　あの冷静沈着な生徒会長らしくもなく、妙に慌てた様子だったが、抱き合うアッシュとセレスを目の当たりにした途端、ぴたりと立ち止まった。

「……知らなかったぞ。まさか君たちが、そんな関係だったとは」

　なんとなく、レベッカの視線や口調が冷たく思えるのは、気のせいだろうか？　以前のレベッカなら、大人の態度で苦笑を浮かべていただけだったと思うのだが。

「わわっ！」

　アッシュとセレスは、慌ててお互いに飛び離れた。

「あの、レベッカさん？　もしかして……怒ってます？」

　アッシュが戦々恐々としながら訊たずねると、予想外の反応が返ってきた。

　レベッカは頰ほおを染めると、むきになって答えたのである。

「……どっ、どうしてこのわたしが、君とセレスの逢い引きを見て怒る必要があるというのだっ!?」

　アッシュは目を丸くした。どう見ても怒っているとしか見えないのだが、懸命になって否定するレベッカの表情や仕草は、意外にも可愛かわいらしい。

「……この女たらしが」

　と、セレスが呆あきれたようにつぶやいたので、アッシュはますます焦った。












「こほん。それよりも、だ──」

　レベッカは真顔になると、甲板の縁に立った。

「大陸地図によれば、この艦は現在、ブレイスフォード領の上空に差しかかったところなのだが──」

　そこで言葉を切ると、レベッカはセレスの表情を窺うかがった。

「セレス。君にとっては、残酷な光景かもしれない……」

「まさかっ！」

　セレスは叫ぶと、レベッカの脇に駆けよった。甲板から身を乗りださんばかりにして、夜の闇に目を凝こらす。

「あれは……！」

　アッシュも気づいた。

　既に深夜だし、月は雲に覆われている。

　とっくに地上は闇に閉ざされているはずなのに──山が、森が、民家が燃えて、煌こう々こうと周囲を照らしているのだ。

　牧歌的な田園風景の中央にそびえ立つ豪邸もまた、紅ぐ蓮れんの炎に包まれていた。

　その惨状を一言で形容するなら、さしずめ戦場跡といったところだろうか。ブレイスフォード領は、一面の焦土と化していたのである。

「そんな……噓うそだろう？　ブレイスフォード家のお屋敷が……領地が……燃えているなんて──あのお屋敷には、旦那様や奥様、それに──あたしの母様だって……！」

　セレスの身体が、ぐらりと傾く。

　アッシュは間一髪で、セレスを背後から抱き留めた。

　セレスは既に気を失っている。あまりにショックが大きすぎて、脳が現実を拒否したのかもしれない。

　思い起こせば、過去にセレスがユリエルの軍門に下ったのは、病弱な母親を養うためであった。荒っぽい言動とは裏腹に、親思いの優しい少女なのだ。その母親は、今はブレイスフォード家の保護下にあると、聞いたことがあった。

　アッシュはセレスの身体を横たえると、立ち上がった。

「まだ生存者がいるかもしれない！　今すぐエスカヴァロンを着陸させて、救助にあたりましょう！」

「待て、アッシュ。今は一刻も早くオスカーを救いだし、ユリエルを倒す──そのことだけに専念するんだ。ここまで来た以上、もはや後戻りは許されないのだぞ？」

「ですが、王位争奪戦の影響で、なんの罪もない領民が苦しめられているんです。オスカーの家族や、セレスの母親のことだってありますし……」

「どうやら意志は固いようだな。だがな、アッシュ。君はもう、この艦の最高責任者でもあるんだ。そんな君を、危険な戦場跡に行かせるわけにはいかない」

「ですが！」

「落ちつけ、アッシュ。わたしは、君を行かせるわけにいかないと意見しただけだ。どうしても領民の安否が心配なら、君は最高責任者として、使える人材に命令すればいい。どうだ、簡単なことだろう？」

「それって……！」

　アッシュはようやく、レベッカの意図に気づいた。

「ああ、そういうことだ。たとえば、このわたしにはクー・フリンという優れた相パ棒ルがいる。戦場において、竜騎士ドラグナーの使い道は戦闘だけではないのだぞ？　偵察や救助だって、造作もない」

　レベッカは得意げな顔をすると、自分の胸に手を置いた。

「だけど、俺なんかがレベッカさんに命令するだなんて、いくらなんでも恐れ多いというか……」

「駄目だぞ、アッシュ」

　レベッカは苦笑すると、アッシュの頭をこつんと叩たたいた。

　そして、アッシュの顔を覗のぞきこむ。

　翠玉エメラルドの瞳に見つめられ、アッシュは吸いこまれそうな気がした。

「あのユリエル王子と対決しようと決めた男が、そんな弱気でどうする？　なんなら、今のうちに練習しておくか？」

「どういうことです？」

「他人に命令をする練習さ。これから、わたしは君にどんな理不尽な命令をされても、必ず従うと約束する」

　レベッカは急に視線を逸そらすと、もじもじと恥ずかしそうな仕草をした。

「だ、だから安心して、自分の欲望を告げるがいい」

「待ってください！　欲望って、俺をなんだと思っているんですか!?　じゃあ、仮に俺がキスを要求したら、レベッカさんは応じるっていうんですか？　そんなの無理に決まっているじゃ──！」

　その刹那、レベッカがアッシュの言葉を遮さえぎった。

　アッシュの両肩に手を置くと──。

　唇を重ねてきたのである。

「──っ！」

　虚を衝つかれたアッシュは、全身を硬直させた。

　過去、レベッカのキスを頰ほおに受けたことなら、二回あった。

　一度目は、生徒会役員に就任することが決まったとき。

　二度目は、聖騎武闘会ドラグナーズ・ガンナバウトの第一試合が終わったあと、負傷したレベッカを見舞いに行ったとき。

　どちらのキスにせよ、先輩と後輩という関係の上に成り立つものだったと思う。祝福や激励のキスだったはずだ。

　だが、今回は唇と唇である。もはや、どんな建前も無意味だろう。そこにはもう、男と女という関係しか成り立たない──。

「んっ……！」

　レベッカの接吻は、その髪の色のように情熱的だった。

　舌と舌が触れ合い、絡まり合い、今にもひとつになって蕩とろけてしまいそうだ。

　学院の頂点に君臨する生徒会長にして、〈真紅の女帝スカーレツト・エンプレス〉の異名を持つ竜騎士ドラグナー──レベッカ・ランドール。

　そんな憧れの上級生が、今ではアッシュの腕の中、ひとりの女としての素顔をさらしている。

　レベッカの香りに包まれて、もはやアッシュは夢見心地だった。




　……やがて唇を離すと、レベッカは熱い吐息を漏らした。

　とろんとした瞳が、アッシュを悩ましげに見つめる。












「誰かに命令するとは、こういうことだ。覚えておくといい……」

　アッシュは腹をくくると、レベッカの瞳をまっすぐに見つめ返した。

「……わかりました。レベッカさんには、ブレイスフォード領の視察と、生存者がいれば救助をお願いします。それと安全のため、単騎での行動は控えてください」

「気遣いに感謝するぞ、アッシュ。ならば、ルッカとマックスを連れて行こう」

　うなずいたレベッカの表情は──瞬時にして、誰もが知る〈真紅の女帝スカーレツト・エンプレス〉に戻っていた。
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　エスカヴァロンが山陰に着陸し、潜伏してから数刻後──。

　予想していたよりも早く、レベッカ、ルッカ、そしてマックスの三騎は偵察任務を終え、帰艦した。

　アッシュは作戦司令室で、レベッカたちを出迎えた。

　室内には、既にミラベル、ジェシカ、アーニャ、レイモンが顔を揃そろえている。

「うにゅう……」

　一応、寝ね惚ぼけ眼まなこのエーコも列席していた。会議の直前、アッシュがなんとか起こしたのである。

　なお、セレスはまだ失神から醒めていないので、医務室でユニスに看てもらっている。

　レベッカは一同の顔を見回すと、報告を始めた。

「ブレイスフォード家の邸宅は完全に焼け落ちていたが、焼け跡から死体は発見されなかった。一体たりとも、だ。オスカーの養父であるアーサー卿きようあたりは、その場で殺害されても不思議ではなかったのだが、どうやら連行されたらしい」

「連行ですか。命が無事みたいなのは朗報ですけど……」

　アッシュは思考を巡らせた。

　アーサー卿はユリエルに膝を屈し、オスカーを陥れた張本人である。もしかすると、ユリエルに見返りを期待していた可能性もある。

　だが、そんなアーサー卿を嘲あざ笑わらうように、ユリエルは焦土作戦を命じたのだった。もちろん、アーサー卿にも非はあるし、自業自得といってもいい。が、それでも領地を焼き払うのはやり過ぎだと思った。

　一体、ユリエルはどこまで卑劣になれば気がすむのか……。

　アッシュは拳を握りしめると、沸々と怒りの念を沸き立たせた。

「そうだ、領民は無事だったんですか!?」

　アッシュが訊たずねると、レベッカは腕を組んで、考えこむような仕草をした。

「それが奇妙なんだ。実は、領民も誰ひとりとして、見かけなかったんだ」

「ひとりも、ですか？」

「うむ。略奪された挙げ句に殺されたなら、死体が残る。だが、そうした痕跡はかけらも見あたらなかった。ブレイスフォード一家のみならず、領民も忽然と消え失せたような感じだった……。考えてみれば、ユリエル軍の引き際も早すぎるな……」

「戦火を逃れた領民が、森林地帯や山奥などに避難した可能性はないのかしら？」

　ミラベルの問いかけに、レベッカは首を横に振った。

「いえ、人が潜んでいそうな場所は、くまなく捜索しました。どこかに生存者が潜んでいたならば、クー・フリンにアリアンロッド、そしてガウェインが察知していたはずです。実際、ブレイスフォード領はゴーストタウンのような雰囲気でした」

「考えられるとすれば、ユリエル軍はブレイスフォード家の人々のみならず、領民をも連行した──といったところかしら？」

　ミラベルの言葉に、レベッカはうなずいた。

「はい。わたしもその可能性が高いと思います。ただ、その場合……ユリエル軍の目的が解せません。そもそも、ユリエル軍は略奪行為を一切、行っていないのです」

「確かに、それは意外ね」

「はい。空き屋となった民家を調べてみましたが、金目の物はきちんと残っていました。最も不自然なのは、ブレイスフォード邸の焼け跡から、金や銀、宝石などの財宝が見つかったことです。本来ならば、真っ先に狙われそうなものですが……」

「どうやら、ユリエルは略奪行為を禁止した上で、人々の連行を最優先するよう、命令していたみたいね。その目的は解わからないけれど……」

　ミラベルは眉根を寄せると、押し黙った。さすがのミラベルも、ユリエル軍の不可解な行動の目的までは、見当もつかない様子である。

「……あの」

　と、レベッカの背後に控えていたルッカが、おずおずと手を挙げた。

　たちまち、皆の視線がルッカに集まる。

「わたし、聞いたこと……ある。魔薬の調合、エクブラッドの里では──禁忌。この掟おきてを破った人……死刑、になる」

「どういうことだ？」

　アッシュは不吉な気配を覚えた。魔薬が危険なのは一目瞭然なので、禁忌に指定するのは納得できる。だが死刑というのは、さすがに極端すぎる気がした。

　ルッカはいつになく真剣な眼まな差ざしで、アッシュを見つめた。

　そして、戦慄すべき告白をしたのである。

「魔薬の、材料……生きた人間」





　　　　◇






「──ところで、カサンドラ？　君の中で眠るモルドレッドだが、目覚めそうかい？」

　生き人形と化しているオスカーから目を離すと、ユリエルは唐突に訊たずねてきた。

「残念だけど、まだ眠り続けているわ。アッシュ・ブレイクとエーコに敗れたことが、よほどショックだったみたいね。あたしが呼びかけても、なんの反応もないし」

「まあ、構わないさ。今すぐモルドレッドの手を借りたいわけでもないからね」

「案外、アッシュ・ブレイクが乗りこんでくるかもしれないわよ？」

「この私が王国内に滞在している限り、なにもできやしないさ。国境を越えたが最後、彼らは侵略者と見なされる。まずは国際世論が彼らの蛮行を許さないし、彼らは騎士国民だ。彼らが侵略行為を働いたが最後、騎士国政府は窮地に立たされる。それほどの危険を冒してまで、彼らがオスカーを救いに来るとは──」

「失礼いたします、ユリエル殿下！」

　その刹那、王室仕えの兵士たちが殺到してきた。

「……なんの騒ぎだ？」

　ユリエルにしては珍しく、声を荒らげた。生き人形と化したオスカーを安置しているこの部屋に、兵士がズカズカと踏みこんできたのが癇かんに障さわったのだろう。

「先ほど、一隻の魔導艦が我が国の領空を侵犯したとの情報が入りました！　先日、ミラベル王女がアンサリヴァン市の地下迷宮で発掘したという、古代魔導艦と思われます！　これはれっきとした侵略行為でありますぞ！」

　虚を衝つかれたユリエルは、しばらく沈黙していたが、

「くくっ……はははははっ！」

　ついには大口を開けて、哄こう笑しようをほとばしらせた。

「どうやら、彼らは予想以上の愚か者だったようだね。ならば、そんな愚かさに敬意を表し、私も出陣しようではないか。今すぐクラウ・ソラスの出航準備を！」

「了解しました！」

　兵士たちを見送ると、ユリエルはカサンドラを振り返った。

「どうやら、私はアッシュ・ブレイクとその一味を見くびっていたようだね。ここまで私の予想を覆くつがえしたのは、彼らが初めてだよ」





"The Scorched Earth Policy ～A.S.B.1365.12～" is closed.








第八話　エヴァン＝ルクルトの会戦～戦端～









　星も月も見えぬ、完全なる闇夜。

　午前二時。

　王都アーカムを中心に広がる、エヴァン＝ルクルト平原の西端。

　その上空にて──。

　ついに、エスカヴァロンとクラウ・ソラスは真っ向から対たい峙じした。

　後世において、「エヴァン＝ルクルトの会戦」と呼ばれることになる戦いである。





　　　　◇






　魔導拡声器を通じて、ユリエルの声が朗々と響く。

『貴艦は我が国の領空を侵犯しているが、一応、そちらのいいぶんは聞いておこう。私は寛大な君主だからね』

　エスカヴァロンの甲板では、アッシュとエーコが堂々と肩を並べていた。

　アッシュは拡声器の入力装置マイクロフオンを握りしめると、声を張りあげた。

「間違っているぞ、ユリエル！　お前はまだ、君主にはなっていない。それに、お前が君主になることなど、俺が許さない。絶対にだ！」

『ほう。その声はアッシュ・ブレイクか？　よもや平民の分際で、この私を許さないだと……ははっ！』

「なにが可笑しい!?」

『ならば、今すぐエスカヴァロンとやらの主砲を使い、クラウ・ソラスを撃墜すればいいではないか』

「……なにを企んでいる？」

『おっと、伝えるのを忘れていたよ。この艦には、君たちが擁立したオスカー・ブレイスフォードも搭乗しているのさ。そうと知れば、君たちに主砲が撃てるはずもあるまい？　ましてや、竜族の攻撃魔法など論外だろうね』

「……そう来たか」

『そもそも、君たちは既に侵略という大罪を犯している。ここでクラウ・ソラスを墜おとしても、国際世論は君たちを──いや、ロートレアモン騎士国を容赦しないだろう。本当に残念だよ。君たちの軽率な行動の結果、ロートレアモン騎士国は宗主国に弓を引いた叛逆国家として、未来永えい劫ごう、歴史に刻まれるのだからね』

　その瞬間、アッシュは会心の笑みを浮かべた。

　知謀に長たけたユリエルといえども、アッシュが下した決断までは見抜けていなかった──その事実を察したのである。

「底が知れたな、ユリエル。それも間違っているぞ！」

『……どういうことだ？』

「お前にひとつ、教えてやる。俺もエーコも、そしてエスカヴァロンの乗員も、もはやロートレアモン騎士国には所属していない」

　アッシュは息を吸いこむと、万感の想おもいをこめて叫んだ。

「国旗掲揚！」

　アッシュの言葉に応じて、甲板の片隅で待機していたレイモンとマックスが、待ってました！　とばかりに動き始める。

　エスカヴァロンの甲板に翩へん翻ぽんと翻ひるがえる、巨大な旗。

　──ばんっ！

　そして、マックスが稼動させた二基の照明装置が、鮮烈な光をほとばしらせた。

　二条の光こう芒ぼうが交差した空間で、その旗は竜の翼さながら、雄大になびいている。

　そこには、アヴァロン聖竜皇家の家紋が描かれていた。

『どういうつもりだ？』

「俺たちはもう、ロートレアモン騎士国の民ではないということだ」

　アッシュは高らかに宣言する。

「俺たちの所属は、アヴァロン聖竜皇騎士団！」

『なにっ!?』

「この魔導艦エスカヴァロンを領地とする騎士団にして、独立国だ！」

『血迷ったか、アッシュ・ブレイク！』

「俺もみんなも、もちろん正気さ。強いていえば、お前の卑劣な行動が、俺たちをここまで駆りたてた。それだけのことだ！」

『愚かな！　貴様は自分がなにをしているのか、本当に解わかっているのか？　たったひとりの女を助けるために、独立国家を旗揚げするなど……正気の沙汰とは思えん！』

　あのユリエルが、今では感情をあらわにしている。

「メッキが剝はげたな、ユリエル！　たったひとりの女の子を守るためだからこそ、不可能だって可能にできるんだよ！」

『なん……だと……？』

「改めて自己紹介をさせてもらうぞ、ユリエル！」

　アッシュは全身全霊をこめて、名のりをあげた。

「俺の名はアッシュ・ブレイク──アヴァロン聖竜皇騎士団の団長だ！」





　　　　◇






　アッシュの朗々たる名のりを受けて、クラウ・ソラスの艦長席に陣取っていたユリエルは唇を震わせた。怒りのあまり、肘掛けをつかんだ指の関節は真っ白になっている。

　操そう舵だ室しつの士官たちの間にも、動揺の波が広がっていた。明らかに、艦内の士気が落ちている。

　ユリエルは頭をフル回転させると、なんとか突破口を見いだした。

「ふっ。貴様は見落としているぞ、アッシュ・ブレイク！　国際社会が果たして、貴様らの独立を本当に認めると思っているのか？　貴様らのような小規模国家には、それなりの後ろ盾が必要となる。ロートレアモン騎士国ですら、シェブロン王国という宗主国なくして、存続は許されんのだぞ！」

　ユリエルは士官たちの士気を高めるべく、やや大おお袈げ裟さに声を張りあげた。

「アッシュ・ブレイクよ！　一体、どこの勢力が貴様らを承認するというのだ!?」

『──それならば、問題ありませんよ？』

　と、突然、場違いなほど可か憐れんな声が割りこんできたので、操舵室は士官たちのざわめきに満たされた。

「なんだ、今の声は!?」

　ユリエルは激怒して、通信士を叱しつ咤たする。

「外部通信です！　この周波数は……少々お待ちを──発信元は、神殿艦エスペランザでありますっ！　ラ、ラクエルⅣ世猊げい下かで……あらせられます！」

　狼ろう狽ばいのあまり、通信士の声は完全に裏返っていた。

『アヴァロン聖竜皇騎士団の設立につきましては、このわたくし──ラクエルⅣ世が承認しましたので、なんら問題はありません』

　ラクエルのおどけた声に、ユリエルは平常心を搔かき乱されてしまう。

「まさか！　エスパーダ聖庁を味方につけていたというのか!?」

　ユリエルが顔色を変えると、ラクエルはさらに通信を続けた。

『それと、ユリエル王子？　先ほどミラベル・ロートレアモン元第三王女から緊急通信を受けたのですが、あなたの私兵がブレイスフォード領で働いた狼ろう藉ぜき、教皇として看過することはできません』

「それは誤解ですよ、猊下。あれは我が国における内乱を鎮圧しただけにすぎません。いくら猊下でも、口を挟めるような問題ではないと存じますが？」

『本当に内乱鎮圧であれば、そうかもしれません。ですが、領民を魔薬の材料とするために強制連行するなどと……絶対に許されることではありませんよね？』

「……！」

　さすがのユリエルも息を詰まらせた。

　まさか、そこまで読まれていたとは予想外だったのだ。

『先ほど、わたくしの命を受けた調査団がそちらに向かいましたので、そのつもりで。調査団とはいっても、もちろんエスパーダ聖翼騎士団の精鋭たちです。無駄な抵抗はしないほうが賢明ですよ？　以上です！』

　ぷつっと音がして、通信が途絶えた。

「くっ！」

　ユリエルは生まれて初めて、自分の足場がガラガラと崩壊し、底無しの虚こ空くうに転落していくような感覚を、まざまざと味わっていた。





　　　　◇






　──ミラベルの提案。

　それこそは、アッシュが先ほど宣言した通り、魔導艦エスカヴァロンを領地とする独立国家の建国であった。

　ミラベルによれば、国家には様々な形態があるという。

　過去には「騎士団」という形態でありながらも、同時に「国家」を標榜していた小国も存在したらしい。その話を聞いたアッシュは、「それだ！」と確信したのだった。

　そうすれば、アッシュたちがシェブロン王国に侵攻したからといって、ロートレアモン騎士国が非難されるいわれはなくなるのだ。

　なお、シルヴィアを乗員──すなわち国民のひとりとして認めることができなかった理由とは、いずれは騎士王パラデインに即位せねばならないシルヴィアから、騎士国籍を奪うわけにはいかなかったからである。

　対照的に、ミラベルは出航の間際、騎士王パラデインオズワルド宛てに書簡を送っていた。第三王女の地位を返上するとの旨を記した、いわば絶縁状である。

　今やミラベルも、アヴァロン聖竜皇騎士団の立派な一員なのであった。





　　　　◇






「エーコ、準備はいいか？」

「あんたねえ、誰に向かって口を利いているの？　いつでもＯＫよ！」

　エーコは自信たっぷりに笑うと、〈アヴァロンの腕輪〉を外した。

「我は偉大なるアヴァロン聖竜皇家の正統なる末まつ裔えい……その名は、エーコ・ペンドラゴン・アウローラ・クリスタ・レーナ・アンヘルス・イリア・ロランス・リリアーヌ・ミュリエル・オクタヴィア・ロベルティーネ・デ・ラ・ローザ・レスペランス・ヴァン・コンポステーラ・ド・アヴァロン──」

　真紅ルビーの双そう眸ぼうに、圧倒的な光輝が満ちる。

「我、これより真の姿を顕あらわす！」

　宣言すると同時に、エーコは闇夜に身を躍らせていた。

　文字通り、魔導艦の舳へ先さきから飛び降りたのである。

　たちまち膨大な魔力が渦を巻き、エーコの全身を包みこむ。

　光の柱が出現し、闇夜と大地を一直線に刺し貫く。

　夜空を覆っていた雲が真っ二つに割れて、隠れていた三日月や星々が顔を覗のぞかせた。

　轟く雷鳴。

　いつしか少女の姿は霧消し、圧倒的な質量が具現化を始めていた。

　やがて、竜の巨体が徐々に構築されていく。

　宝冠のごとくそびえ立つ、三本の角。

　大地の果てをも見通すような、鋭い双眸。

　星雲の流れを思わせる白銀の毛並み。

　闇夜になびくたてがみは桃銀色ピンク・シルバーで、エーコの髪と同じ色をしていた。

　雄大な翼がばさりと唸うなった途端、二隻の艦も突風を受け、ぐらりと揺れる。

　最後に〈アヴァロンの腕輪〉が首飾りに変形し、巨竜の首を鮮やかに彩った。

　今ここに、聖竜皇エーコが顕現する……！

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおんっ」

　大地を揺るがす咆ほう哮こう。

　瞬時にして、アッシュの全身を膨大な魔力が包みこむ。

　エーコが完全なる聖騎甲アークを献呈したのだ。白銀を基調としつつ、随所に黄金や真紅の意匠がちりばめられた騎士甲冑。この完全版を装備するのは、二度目だった。

　アッシュは〈聖竜皇を駆る騎士アヴアロン・ナイト・ドラグナー〉として、エーコの頭部に騎乗する。

　既に左腕の〈星刻〉は全身に波及して、痛いくらいに熱を帯びていた。

「わたしたちも続くぞ！」

　と、クー・フリンに騎乗したレベッカが、アッシュの後方に現れる。

「……アッシュの補佐なら、できると思う」

　レベッカの脇では、ガウェインに騎乗したルッカが楚々としてつぶやいた。

　と、今度はマックスが声をかけてくる。

「いいか、アッシュ。僕はアッシュのためではなく、アシュリーのために出陣するのだからな！　我が人生に一片の悔い無し！」

　アッシュは危うく、エーコの頭上で転びそうになった。

「いずれマックスとはじっくり話す必要がありそうだな……」

　苦々しげにつぶやいたものの、緊張がほぐれたのも事実だった。

　気を取り直し、はるか前方──魔導艦クラウ・ソラスをまっすぐ見すえる。

「行くぞ、エーコ！」

　アッシュの叫びに応じて、エーコは優雅に夜空を駆ける。

　そのすぐ後方に、レベッカ、ルッカ、マックスの三騎が続いた。

『主砲発射だ！　あの化け物を撃墜するんだっ！』

　ユリエルの切迫した声が、わんわんと反響する。魔導拡声器のスイッチを切ることすら忘れているようだ。

　その直後、クラウ・ソラスの主砲が火を吹いたが、

「うおおおおおんっ！」

　エーコが前肢を一振りしただけで、巨大な砲弾は呆あつ気けなく消滅した。

『なにをしているのだ!?　もっとだ！　もっと──』

　再びユリエルの命令が響いたが、途中でブツッと途切れたところを見ると、ようやく周囲の士官が拡声器の回線を切ったのだろう。

「観念するがいい、ユリエル！」

　アッシュが叫ぶと同時に、エーコがクラウ・ソラスの真っ正面に飛びこんで、尻尾を横薙なぎにした。

「うわあああっ！　主砲が一瞬で……！」

「逃げろ！　踏みつぶされるぞっ！」

　甲板には多数の兵士が布陣していたが、エーコの尻尾が主砲を折った途端、蜘く蛛もの子を散らすように敗走した。

　アッシュは甲板に着地すると、無人となった甲板に視線を巡らせる。

「ここからは白兵戦だな、アッシュ」

　と、既に聖騎甲アークの第二形態を装備したレベッカが、アッシュの背後に飛び降りた。

「そうですね」

　オスカーを救出するためには、艦内を探索せねばならない。が、ドラゴンの体たい軀くは大きすぎるため、ここでドラゴンを降りる必要があった。

「ユリエルが親切に教えてくれたおかげで、オスカーを捜す手間が省けたのはラッキーだったな」

　レベッカの言葉に、アッシュは苦笑で応じた。

「そうですね。艦内を手分けして捜しましょう」

　アッシュが拳を握りしめたそのとき、

「白兵戦なら、ちったぁ腕に覚えがあるぞ！」

「あたしだって、元々はこっちが専門分野なんだからね！」

　次々と登場したのは、セレスとアーニャであった。ふたりの少女は、クー・フリンの尻尾にしがみつくことで、ここまで運ばれてきたのである。

　セレスは戦闘用のナイフを手に、爛らん々らんと隻せき眼がんを光らせている。

　他方、アーニャは自慢の革鞭を手に、素肌のあらわな民族衣装を着用していた。

　ちなみにアーニャが艦を離れた今、エスカヴァロンの操縦はユニスが担っている。

「僕も加勢するぞ、アッシュ」

「わたしも、頑張るから……」

　マックスとルッカも甲板に飛び降りた。ふたりとも大粒の竜綺華晶を握りしめている。

「ありがとう、みんな！」

　アッシュはエーコの頭から飛び降りると、甲板に着地した。そしてエーコを振り返る。

「すまないな、エーコ。すぐに帰ってくるから」

　エーコは不満そうに鼻を鳴らしたものの、大人しくうなずいたのだった。





"Founding of the Nation ～A.S.B.1365.12～" is closed.








第九話　背徳のカサンドラ









　艦内の狭い通路を、アッシュたちは一直線に突き進む。

　前方には、武器を手にした兵士たちが次々と立ちふさがったが、

「魔槍ゲイ・ボルグ！」

「これが山岳民族タンタロスの戦い方よ！」

「おらおらおらおらおらおらおらおらっ！」

　レベッカ、アーニャ、そしてセレスの戦いぶりは、まさしく獅し子し奮ふん迅じん。敵兵が現れるそばから、次々と薙なぎ倒していく。

「紅の炎竜吐息クリムゾン・エクス・ブレス！」

「雷竜衝破ライトニング・ブラスト！」

　後衛に回ったマックスとルッカも、必要に応じて竜媒魔法オラクルを発動させ、後方から迫りくる連中を牽けん制せいする。

　この日にそなえて練習を重ねていたかのように、五人の連携はぴったりだった。

　アッシュは内心、舌を巻いている。

　結局、アッシュはまだ聖剣エクスカリバーを握ってはいない。それどころか、敵兵をひとりも倒してはいなかった。

「あの、レベッカさん？　俺だけ、全然戦っていないんですけど……」

　アッシュは通路を疾走しつつ、レベッカの背に声をかけてみた。

「なにをいう？　もはや君は一国を統べる元首なんだ。あの程度の連中なら、わたしたちに任せておけ」

「ですが──」

「そもそも君のエクスカリバーは破壊力が大きすぎるし、わたしのゲイ・ボルグのように微調整も利かないのだろう？」

「……ごもっともです」

　アッシュが肩を落としたそのとき、マックスが前方を指さした。

「見ろ、アッシュ。おそらく、あれが操そう舵だ室しつだ！」

　マックスのいう通り、通路の突き当たりには頑丈そうな扉が見えた。その表面には、シェブロン王家の紋章が大きく彫られている。

　そして、扉の前には重武装の兵士たちが布陣している。

　ユリエルの親衛隊なのだろう。

　さすがに、これまでの相手よりは手て練だれに見える。

　いよいよエクスカリバーを出すべきか──とアッシュが思ったのも束つかの間ま、

「魔槍ゲイ・ボルグ──〝運命の環ホイール・オブ・フオーチユン〟！」

　レベッカが遠距離攻撃を発動させるいなや、ユリエル親衛隊は手も足も出せずに、総崩れとなった。





　　　　◇






　──どんっ！

　アーニャとセレスが同時に足を振り上げて、操舵室の扉を蹴破る。

　続けざま、アッシュは室内に踏みこんだ。

「……やれやれ、無粋な連中だね」

　ユリエルは艦長席をくるりと半回転させると、アッシュたちと向き合った。

　こんな場合だというのに、手にしたワイングラスに鼻を近づけ、その香りを堪能している。円形のサイドテーブルには、ワインボトルが置かれていた。

　ユリエルのすぐそばには、アンティーク調の椅子に腰かけた貴婦人の姿があった。

　まるで人形のように硬直し、その目は虚うつろである。アッシュたちが真っ正面から突入しても、無反応であった。

「オスカー！」

　貴婦人の美貌を認めるなり、セレスが真っ先に叫んだ。

「あれがオスカーだって!?」

　魔薬〈ガラテア〉──その効果を目の当たりにし、アッシュは改めて戦慄する。

　だが、オスカーにばかり注目してはいられなかった。

　ユリエルのそばには、カサンドラ第二王女の姿もあったからだ。ユリエルと同様、優雅にワイングラスを傾けている。匂い立つような色香は健在だった。

　ユリエル、カサンドラ、オスカー──この三名以外にも、十名を超える士官たちが操そう舵だ室しつに詰めていたが、誰もがおろおろとして、ユリエルの顔色を窺うかがっている。

「チェックメイトだ、ユリエル。オスカーを返してもらおうか」

　アッシュが一歩を踏みだす。それでもユリエルは泰然として動じない。

「落ちつくがいい、アッシュ・ブレイク。君主には君主にふさわしい態度というものがある。君も国家元首を名のるなら、ここは冷静に話し合おうとは思わないのかね？」

「話し合いの余地があると、本気で思っているのか？」

「君たちが独立国家だというのなら、私と同盟を結びたまえ。無論、オスカーの身柄は返そう。なんなら賠償金を支払ってもいい。小規模とはいえ、国家を運営するにはそれなりに金がかかるものだからね。決して、君たちにとって損はないと思うが？」

「……………………」

「どうだ？　すべての禍根は水に流した上で、政治の話をしようじゃないか」

「……そうだな。確かに、俺たちには話し合いが必要だ」

　アッシュは一歩を踏みだした。

　踵かかとを鳴らしつつ、ユリエルの正面に立つ。

　ユリエルは満足そうに嗤わらうと、グラスに残っていた赤ワインを呷あおろうとする。

「だがな、ユリエル。その前に──」

　刹那、アッシュは左手でユリエルの胸ぐらをつかむと、

「これはオスカーの分！」

　右の拳をユリエルの頰ほおに叩たたきこむ。

　ユリエルの美貌が醜く歪み、鼻血の飛沫が散った。

「これはセレスの分！」

　今度は顎を真下から突き上げる。

「そして、これがトリスタンの分だ！」

　無防備な脇腹に、拳を力一杯めりこませてやる。

「くっ……！」

　ついにユリエルは膝を屈した。なんといっても、アッシュの拳はエーコ特製の手甲マノーポラで覆われている。その打撃力は、ユリエルの想像を絶していただろう。

「この私にこんなことをして、ただですむと思って──」

「もういいわ、ユリエル。それ以上、虚勢を張ってもぶざまなだけよ」

　なおも悪あがきをしようとするユリエルを遮さえぎったのは、なんとカサンドラだった。

　とりあえず、カサンドラとは敵対せずにすみそうだな……と、アッシュは安あん堵どした。シルヴィアの姉を拘束するような真ま似ねだけは、したくなかったから。

「カサンドラ第二王女殿下。あなたは単に、ユリエルと恋人関係にあった──それだけの人です。事情聴取にご協力をいただければ、身の安全は保証します」

　ところが、アッシュの申し出を聞いた途端、カサンドラは失笑を漏らした。

「あら。なにを勘違いしているのかしら？　確かに、あたしはユリエルと行動を共にしていたけれど、それは互いの利害が一致しただけ。恋人関係というのは、ただの偽装よ」

「なんですって？」

　──どくん。

　その刹那、アッシュは禍々しい気配を覚えた。ぞくりと背筋を震わせる。

「……気のせいか？　だけど今、確かに──」

「ぐぁあああああああああっ！」

　と、足もとから壮絶な絶叫がほとばしった。

「ユリエル!?」

　アッシュは愕がく然ぜんとして、ユリエルに視線を戻す。

　奇妙な構図だった。

　カサンドラが指を伸ばし、ユリエルの額に触れている。その指先に漆黒の波動が渦巻いて、ユリエルの額に吸いこまれていく……。

「なっ、なにをしたのだ、カサンドラ!?　やっ、やめろ……私の中に…………入ってくるなぁあああっ！」

　ユリエルは苦悶の喘あえぎを漏らしつつ、床をのたうち回っている。

　そのどす黒いオーラを、アッシュは確かに覚えていた。

　忘れるはずもない。セレスとクリームヒルトを散々に苦しめた、冥星石プルートウと同じ波動だったからだ。いや、それ以上の凶悪さを感じさせた。

　いつしか、ユリエルの額には漆黒の水晶体が埋めこまれていた。

「どういうことだ……!?」

　アッシュの目には、カサンドラの指先から生じた黒いエネルギーが、その魔石を構築したように見えた。どうしてカサンドラにそのような異能があるのだろう？

「アッシュ、そいつから離れるんだ！」

　痛烈に叫んだのは、セレスである。眼帯の上から左目を押さえつつ、全身をガタガタと震わせていた。

「そいつは冥星石プルートウだ！　しかも、あたしやクリームヒルトに寄生しているモノとは、桁違いの魔力を感じる……」

　あのセレスらしくもなく、顔面蒼そう白はくとなっている。

「なんだって!?」

　アッシュは慌てて、ユリエルとカサンドラから飛び離れた。

　カサンドラは嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべた。

「残念だわ、ユリエル。もう少し、骨のある男だと思っていたのだけれど。せめて魔人となって、あたしを愉しませてちょうだいね」

「バカな！　冥竜王はまだ眠っていると、君は……」

　ユリエルは苦渋に満ちた声を絞り出すと、震える手をカサンドラに伸ばす。

「今、『冥竜王』といったのか!?」

　冥竜王──その忌まわしき言葉がユリエルの口から飛びだしたことに、アッシュは愕がく然ぜんとした。

「確かに、モルドレッドはまだ眠っているわ。でもね、その偉大な力の片鱗は、既にあたしの身体に発現しているのよ。あえて黙っていたけど」

　カサンドラは妖笑を浮かべると、ゆらりと立ち上がった。

「カサンドラ王女！　これは一体……どういうことですか!?」

　アッシュが詰め寄ろうとすると、

「ふふっ。つまりは、こういうことよ」

　カサンドラはゆっくりと、こちらに背を向けた。

　漆黒のドレスの背中は大きく開いていて、雪白の肌が剝むきだしとなっている。

　その背中の一面には、巨大な〈星刻〉が描かれていた。

「なっ……！」

　アッシュの脳裏を、夏休みの記憶がよぎる。

　アルビオン修道院の院長から、話を聞いたときのことだ。




　──ジュリアス王子もまた、アッシュと同じ気持ちだったのでしょうな。王子の〈星刻〉は、背中をびっしりと埋め尽くしておった……一目見た瞬間、わしは不吉な予感に打たれたものですじゃ。とても、他人に見せたくなるような〈星刻〉ではありませんでした。




　カサンドラの背中を埋めつくす〈星刻〉こそは、あの院長が表現したイメージそのものだった。

「それでは、ご機嫌よう」

　カサンドラはガラス張りの壁面をぶち破ると、夜空に舞った。

　あたかも堕天使を思わせる孤影は、あっという間に夜陰に吞のみこまれ、消えた。

「噓うそだろ……？」

　アッシュは啞あ然ぜんとしてつぶやいたが、驚いてばかりはいられない。

「うぉおおおおおおおおおおおおおおお……っ！」

　再び、ユリエルの喉から絶叫がほとばしる。

「気をつけろアッシュ！　魔人化が始まっているぞ！」

　セレスが鋭く叫び、アッシュの注意を促す。

　事実、ユリエルの肉体は刻一刻と変容しつつあった。

　高貴な輝きを放っていた金髪は逆立ち、額には大粒の冥星石プルートウ。

　切れ長の双そう眸ぼうは爛らん々らんと輝いて、口もとには邪悪な笑みを浮かべている。

　全身の筋肉は肥大化し、背中の皮膚がザクリと裂けたかと思うと、黒き翼が芽生えた。左右の犬歯が伸びて、鋭利な牙と化す。さらには、先端の尖とがった尻尾が生えてきた。

「これは愉快！　なるほど、これが人を超越した力というものか。早速、貴様らで試してみるとしよう」

　魔人ユリエルの視線が、アッシュたちを痛烈に射貫く。

　──ぞわっ！

　ただ視線を浴びただけで、アッシュは震えそうになった。

　その刹那、魔人ユリエルの背から無数の触手が生えたかと思うと、一斉に迫りくる！

「しまった……！」

　不意を突かれたアッシュに、聖剣エクスカリバーを顕現させる余裕はない。せめて背後の仲間たちを庇おうと、その場に踏み留とどまったが──。

「君は下がっていろ！」

　レベッカがアッシュを突きとばす。

　その直後、数十本もの触手がレベッカの頸部、脇の下、腕、手首、豊満な乳房、くびれた腰、太もも、足首に絡みついた。

　強靱なはずの聖騎甲アークは、しかし、漆黒の闘気オーラを帯びた触手の前には無力だった。

　一枚、また一枚と、レベッカの装甲が剝はがされていく。

　見る見るうちに、白磁のような素肌があらわとなった。触手の先端からは、どろりとした粘液が分泌され、レベッカの髪や顔、乳房をべっとりと濡ぬらしていく……。

「やっ、やめろっ！」

　レベッカの喉から苦悶の声が漏れた。

　握っていた魔槍ゲイ・ボルグが、からん……と床に落ちる。

「くくっ！　噂うわさに名高いレベッカ・ランドールともあろう騎士が、なんというざまだ！　貴様の勇名は、我が王国にも届いていたのだぞ？」

　魔人ユリエルは嘲ちよう弄ろうの言葉を吐くと、さらに触手を増殖させる。それ自体が一個の生命体のように、触手は乳房の裏側にもぐりこみ、妖しげに蠢うごめく。

「レベッカさんっ！」

「頼む……見ないでくれ、アッシュ！」

　レベッカは頰ほおを真まっ赤かに染めると、アッシュに懇願の眼まな差ざしを送った。

　あの凛り々りしかった双そう眸ぼうには、今や涙が浮かんでいる。

「おっと。妙な動きはするなよ、アッシュ・ブレイク？　私が少しでも力をこめれば、レベッカの首は飛ぶのだからな」

　と、魔人ユリエルがふてぶてしく釘くぎを刺した。

　事実、触手の一本はレベッカの頸部に巻きついているのだ。

　身動きがとれなくなったアッシュを嘲あざ笑わらうと、魔人ユリエルはますます調子に乗った。

　一部の触手に力をこめると、レベッカの両足を強引に開かせたのだ。

　生徒の誰もが憧れていた〈真紅の女帝スカーレツト・エンプレス〉──栄えあるアンサリヴァンの生徒会長は今、信じがたい姿をさらしていた──。

「あんっ……いやぁっ……！」

「ふふふふふっ！　声に艶つやがにじんできたようだな、レベッカよ！　今すぐ、その男勝りな仮面を剝はぎ取ってやろう。牝の本性を引きずり出してくれるわ！」

「ああああああああああああっ……！」

　ついに、レベッカは絶叫を漏らした。

「はぁあああああっ！」

　刹那、魔人ユリエルの背後でアーニャが跳躍した。魔人ユリエルがレベッカを攻めている隙を突いて、密かに背後に回っていたのである。

　アーニャは愛用の鞭ではなく、懐に忍ばせていた大型ナイフを振りかざし、魔人ユリエルの背を刺した。

　その瞬間、触手が目に見えて痙けい攣れんし、レベッカの裸体が宙に放りだされる。

　実は、アッシュもアーニャの動きには気づいていたので、あえて手も足も出ない振りをしていたのである。

「レベッカさんっ！」

　間一髪で、アッシュはレベッカを受け止めた。

　紅ぐ蓮れんの髪は千々に乱れ、剝むきだしの肌は濡ぬれそぼり、手首や足首には真っ赤な痣が浮かんでいる。

「うぐっ、あっ……！」

　びくん、びくんっと全身を痙攣させると、レベッカは失神した。

「ちっ！　山岳民族タンタロスの小娘ごときがっ！」

　魔人ユリエルは忌々しげにつぶやくと、背後に向けて剛腕を振るう。アーニャは咄とつ嗟さにナイフを手放すと、床を転がることで回避した。

　意外にも、魔人ユリエルはアーニャには固執せず、悠然と告げた。

「ふん……お遊びはこれまでだ。我が力の真髄、見せてくれよう！」

「真髄だと!?」

　警戒するアッシュの前で、魔人ユリエルは再び、すべての触手に魔力を注入する。その一本一本が、鎌首をもたげた大蛇さながら、むくりと起き上がる。

　そして──。

「うわあああああっ！」

　膨大な触手の群れが標的としたのは、操縦や通信に専念していた士官たちであった。

「なんのつもりだ!?」

　アッシュは混乱した。一体、魔人ユリエルはなにを考えているのか？

　見る見るうちに、触手群は雪崩さながら、士官たちを吞のみこんでいく。

「ユリエル殿下！　お気を確かに！」

「ぐぎゃああああああああああっ！」

　士官たちの絶叫がほとばしる。

　いや、ユリエルの狙いは決して、士官たちを食らうことではなかった。圧倒的な触手群は、魔導工学装置で埋めつくされた制御卓コンソールをも、次々と吞みこんでいるのだ。

「まさか！　この魔導艦と融合するつもりか……？」

　呆ぼう然ぜんとしてつぶやいたのは、セレスだった。

　直後、セレスの左眼を覆っていた眼帯が、異常な力で吹き飛ばされる。

　冥星石プルートウ同士が共鳴しているのだろうか。セレスの魔眼は、ぎらぎらと発光していた。その波動を抑えつけるように、セレスは左手で顔の半分を覆い隠す。

「さすがは〈冥星石の仔らプルートウ・チルドレン〉だけあって、察しがいいな。そのまさかだよ、私を裏切ったセレスティーナ！」

　ついに触手の群れは操縦区画の床、壁、天井を埋めつくした。

　もはや士官たちの姿も埋もれてしまっている。

　たとえ敵軍の士官とはいえ、目の前で人命が奪われてしまったことに、アッシュは自分の無力を痛感した。

「オスカー！」

　と、セレスが床を蹴り、突進した。今しもオスカーに迫っていた触手を、次々とナイフで斬きり裂く。

「ったく、世話の焼けるご主人様だ！」

　セレスの皮肉にも、オスカーは一切応じない。これだけの惨状を前にしても、その瞳は虚うつろなままで、現実世界を見てはいなかった。

「オスカーは渡さんぞ！」

　と、魔人ユリエルがセレスに向けて、新たな触手を飛ばす。

「蒼の氷竜凍牙アズール・エクスブリザード！」

　その直後、凛り々りしく叫んだのはルッカである。上位の氷結魔法が発動し、セレスに襲いかかった触手群を一瞬で凍りつかせた。

　凍った触手が防壁となったおかげで、セレスは自由となった。オスカーを素早く背負うと、アッシュのそばに駆け戻る。

「どうする、アッシュ!?」

　怯おびえた声で訊たずねてきたのは、マックスである。

　今や触手の群れは、アッシュたちの足もとにも迫りつつあった。

　どうやら魔人ユリエルは、本当に触手を通じて魔導艦クラウ・ソラスと一体化するつもりなのだろう。そこにアッシュたちも巻きこむつもりなのだ。

　既に触手がバリケードとなって、魔人ユリエルには一歩も近づけない。聖剣エクスカリバーで粉砕することも考えたが、ユリエルは魔導艦との融合を進めている。

　下手にユリエル本体を攻撃した結果、その威力が魔導艦の中枢に波及してしまったら……大爆発を起こすかもしれない。そうなれば、かけがえのない仲間も無事ではすまないだろう。

　──そうだ、俺がしっかりしないと！　今はみんなを守ることを考えろ！

　アッシュは気を奮いたたせた。

　まずは生き人形と化したオスカーの身柄を安全地帯に運ぶのが先決だと、意識を切り換える。ユリエルとの全面対決は、そのあとだ。

「今すぐクラウ・ソラスから離脱する！　セレスとマックスはオスカーの保護を！　アーニャとルッカはレベッカさんを頼む！」

「了解！」

　仲間たちは迷うことなく、声を揃そろえて応じてくれた。

　アッシュはレベッカの身柄をアーニャとルッカに託すと、迫りくる触手の前に立ちふさがった。

「殿しんがりは俺が務める！」





　　　　◇






　アッシュたちが甲板に飛びだした時点で、膨大な触手群は艦内の通路に充満していた。

「うおおおおおおおっ！」

　アッシュは仲間たちに背を向けると、甲板と艦内を隔てる鋼鉄製の扉を閉ざした。

　その直後、すさまじい圧力で扉が押されたが、今のアッシュは聖騎甲アークの魔力を借りている。扉を押さえたまま、なんとか踏み留とどまった。

　これが生身だったら、一瞬で扉ごと吹き飛ばされていただろう。

　アッシュが触手を食い止めている間に、仲間たちは撤退準備を着々と進めていた。

　まずはマックスが、アリアンロッドにセレスを相乗りさせた。生き人形と化したオスカーの身柄も引き受ける。

　ルッカはガウェインにアーニャを乗せた。気絶したレベッカもガウェインで運ぶつもりだったのだが、そこにクー・フリンが進み出て、無惨な姿となった主人を預かった。

　エーコは甲板の側面から頭を突きだすと、「ぐるるる……」と唸うなってアッシュを急かしているが、あえてアッシュは動かなかった。

「みんなは今すぐエスカヴァロンに戻って、この空域から離れるよう伝えてくれ！」

「どういうことだ!?　君も早くエーコに乗るんだ！」

　マックスが叫び返してくる。

「いや、俺はエーコと一緒に戦う！　みんなを頼んだぞ、マックス！」

「……了解だ。魔人ユリエルを倒して、必ず帰って来い！」

　あのマックスにしては熱い声を飛ばすと、自分の相パ棒ルを促した。

　アリアンロッド、ガウェイン、そしてクー・フリンの順番に、次々と離艦する。

「エーコ！　いよいよ俺たちのターンだぞ！」

　アッシュは扉を離すと、脇目も振らずに駆けだした。直後、あの頑丈な扉が吹き飛んで、触手の塊が怒濤のごとく溢あふれだす。逃げるアッシュを執拗に追尾してきた。

　アッシュはかろうじて触手から逃れると、迷うことなく甲板の手すりを乗りこえ、夜天に身を躍らせた。

「エーコ！」

　クラウ・ソラスと並行して飛んでいたエーコは、素早く向きを変えると、アッシュの身体を頭部で受け止める。

　一方、魔人ユリエルの触手は、魔導艦クラウ・ソラスの外面をびっしりと埋めつくし、いよいよ融合を遂げつつあった。

「行くぞ、エーコ！　今こそ、ユリエルと決着をつけるときだ！」

「うぉおおおおおおおおおおんっ」

　アッシュの叫びに、エーコは勇壮な雄お叫たけびで応じたのだった。





"The Apostate Princess ～A.S.B.1365.12～" is closed.








第十話　エヴァン＝ルクルトの会戦～咆哮～









　魔人ユリエルは、ついに魔導艦クラウ・ソラスを完全に取りこんで、有機物と無機物が無秩序に統合された、超巨大生命体と化していた。

　縦横無尽にとぐろを巻いた触手群の狭はざ間まから、折れ砕けた艦橋の一部や、甲板に設置されていた武装が覗のぞいている。

　ひどく抽象的な形状だった。

　ただ見ているだけで、頭がおかしくなりそうだ。

　まるで地獄という概念を具象化し、艦体にまとっているかのよう。

　仮に名づけるとすれば、「魔人艦ユリエル」といったところだろうか。

「無茶苦茶だな……」

　エーコの頭部に騎乗したアッシュは、いよいよ胎動を始めた魔人艦を眼下に眺めつつ、呆あきれ果てている。

　不幸中の幸いは、艦全体が膨大な魔力によって構築された膜に覆われているため、常に発光していることだ。

　夜の闇に乗じて逃げられる可能性が低いのは、幸運だった。あんなモノを取り逃がしたりしたら、大陸各地で大災厄が発生するだろう。

『ぐるぉおおおおおおお……ふごぉおおおおおおおおおおおおおっ！』

　と、魔人艦ユリエルが狂ったような咆ほう哮こうをあげた。

　どうやら、魔人の肉体と魔導拡声器の機能とが融合したらしい。

　アッシュが目をみはっていると、魔人艦ユリエルの艦体上部に異変が生じた。

　生体組織と艦砲が融合し、新たな武装に変貌を遂げたのだ。異い形ぎようの生物じみた砲身が次々と構築される。

　なにを考えているのか、どの砲口も地上を狙い澄ましていた。

　──どぉん！　どぉぉおおん！　どごぉおおおおおおおん！

　赤、青、緑……様々な色をした魔弾が連続して放たれる。

　標的にされたのは、王都アーカムの市街地だった。

　突然の空爆に遭あい、穏やかな眠りから叩たたき起おこされた街は、すぐさま阿あ鼻び叫きよう喚かんの巷ちまたと化した。その喧騒は、はるか上空のアッシュにまで伝わってくる。

「王都アーカムが……！」

　静かな夜陰に包まれていたはずのアーカム市街は、たちまち炎の舌に蹂じゆう躙りんされ、あちこちで炎が噴き上がっている。

「やめろ！　自分がなにをしているのか、解わかっているのか!?」

　それでも、魔人艦ユリエルの一斉掃射は止まらない。アッシュの声が届いているとは思えなかった。

「エーコ、奴やつを食い止めるぞ！」

　アッシュはエーコを滑空させると、魔人艦ユリエルの前方に立ちふさがる。

　その直後、魔人艦の舳へ先さきがぐにゃりと変形し、新たな砲台が顕現した。

　主砲だろうか。人工的な砲身と触手が融合した、想像を絶する巨砲であった。

　──どんっ！

　魔人艦ユリエルは、問答無用で主砲を発射した。

「危ない！」

「がぉおおおおおおおおおんっ！」

　アッシュの意図を瞬時に読み取り、エーコは防御魔法を展開する。

　──かっ！

　防御魔法の楯に魔弾が直撃し、閃光。

　──どごぉおおおおおおおおおおおんっ！

　一瞬遅れて、轟音。びりびりと大気が震撼する。

　烈風が吹き荒れて、アッシュは危うく吹き飛ばされそうになったが、かろうじて踏み留とどまる。

『ぐぉおおおおおおおっ！』

　アッシュとエーコが体勢を立て直していると、魔人艦ユリエルが再び絶叫した。

　その醜悪な艦体の表面に、目に見えて変化が生じる。

「おいおい、マジかよ……」

　アッシュはげんなりした。

　艦体表面から芽生えたのは、それぞれが聖竜マエストロの尻尾に匹敵するほどの、極太の触手だったのである。しかも、十本や二十本ではない。ざっと眺めただけで、百本はありそうだった。

「くぅううん……」

　その光景を目の当たりにして、エーコは気弱な鳴き声を漏らした。

　誕生して間もない頃、屍灰竜ネクロマンシアの触手に襲われたエーコは、もしかしたら触手がトラウマになっているのかもしれない。

「大丈夫だ、エーコ。今のお前は泣く子も黙る聖竜皇なんだし、俺も一緒だ」

　エーコの恐怖を和らげるように、アッシュは優しく呼びかけた。

「がおんっ！」

　エーコは「当然よっ！」といわんばかりに咆ほう哮こうした。ドラゴンの姿になっても、エーコはやはりエーコなんだと実感する。

「行くぞ！」

　今にも襲いかかってきそうな触手包囲網を睨にらみつつ、アッシュは固有魔装の形状を思い描いた。

「万物を斬きり裂く鋼鉄にして、騎士の中の騎士にふさわしき聖剣よ──」

　たちまち圧倒的な魔力構築物の質量が芽生え、その感触を両手に伝える。

　アッシュの全身に及ぶ〈星刻〉が熱く、激しく反応を示した。

　あたかも、聖剣装備を歓迎しているかのように。

「その銘は──エクスカリバー！」

　叫ぶと同時に、アッシュは聖剣を振りおろした。

　聖属性の魔力が光の柱となって、魔人艦ユリエルを斬り裂く。

「よしっ！」

　思わず歓声をあげたアッシュだが、その直後、強烈な違和感に囚われた。

　確かに、聖剣の一撃は艦体表面に芽生えていた触手の大半を消滅させたのだが、肝心の艦体は無傷なのだ。

「どういうことだ!?」

　アッシュが狼ろう狽ばいしている間にも、新たな触手が次々と芽生え、剝むきだしとなった艦体表面を覆いつくす。

　刹那、さらなる触手が冷たい夜気を裂いて、エーコの巨体に襲いかかる。

「ぐぉおおおおおっ！」

　前肢、後肢、翼、尻尾……次々と巻きついてくる触手の群れに、エーコは翻弄される一方だった。

　──ひゅん！

　触手は抜け目なく、アッシュにも襲いかかってきた。

　竜騎士ドラグナーと、その相パ棒ルは一蓮托生。

　アッシュが命を落としたら、星精路アストラル・フロウでつながれているエーコの命もない──。

「そうはさせるか！」

　アッシュは聖剣を縦横に振るうと、触手群を斬り落としていく。

「どういうことだ、ナヴィー！　どうしてエクスカリバーが効かない!?」

　アッシュが叫ぶと、脳裏にナヴィーの声が響いた。

『冥星石プルートウの波動が強すぎて、エクスカリバーの威力を相殺しているんだわ。どうやら、カサンドラ王女はユリエルの肉体に、とんでもなく高純度な冥星石プルートウを植えつけたみたいね。これほどの冥星石プルートウを生みだせる存在は……冥竜王をおいて他にいないわ』

　ナヴィーの言葉は、カサンドラの肉体に宿った存在が、本当に冥竜王モルドレッドであることを裏付けていた。

『──主砲発射フアイアー！』

　そのとき、魔導拡声器を通した美声とともに、

　──どぉんっ！

　まばゆい閃光が夜天を一直線に走り抜け、魔人艦ユリエルの横っ腹に炸裂した。

『ぐぎゃああああっ！』

　魔人艦ユリエルが苦悶の叫びを漏らし、ぐらりと艦体を傾ける。

　その隙を利用して、アッシュとエーコは触手による拘束から逃れた。

　背後を振り返ったアッシュは、古代魔導艦エスカヴァロンがこちらに近づいているのを目視した。

『大丈夫、アッシュ？』

　ミラベルが艦内から呼びかけてくる。

　助けてもらった礼を述べるのも忘れて、アッシュは叫んでいた。

「ミラベル王女、今すぐ後退してください！　あんな危険な奴やつに、これ以上エスカヴァロンを近づけたら駄目ですよ！」

『……わたくしは、もう王女じゃありません』

　あいにく、返ってきたのはツンとした返事だけだった。

「ああもう、こんなときに！　じゃあ、ミラベルさん!?」

『なにかしら？』

「今すぐこの空域から離れてください！　魔人ユリエルはクラウ・ソラスと融合したんです！　下手をすれば、エスカヴァロンもやられてしまう！」

　叫びつつ、アッシュは魔人艦ユリエルの様子を横目で窺うかがう。

　エスカヴァロンの主砲が直撃したにもかかわらず、魔人艦は原形を留とどめていた。

　いや、主砲といっても、アッシュが艦長席に座っていないため、その威力は全開にはほど遠いのだろう。

　以前、艦内でミラベルから受けた説明をアッシュは思いだした。

　エスカヴァロンは、〈聖竜皇を駆る騎士アヴアロン・ナイト・ドラグナー〉であるアッシュが艦長席に座らないと、最大限の性能を引き出せないのだ。

　見る見るうちに、魔人艦ユリエルの破損箇所には、次々と触手が群がり始めた。

　早速、自己修復を始めたらしい。しかも注意深いことに、艦体前方に防御魔法の防壁を張り巡らせ、エスカヴァロンの第二射にそなえているのだ。

　抜け目のないところは、あのユリエルらしいといえた。

『……解わかりました。これより、本艦はユリエルを警戒しつつ、この空域を──』

　──どごぉおおおおんっ！

　刹那、エスカヴァロンに壮絶な衝撃が襲いかかり、ミラベルの声が途絶えた。

「そんなバカな！」

　アッシュは信じがたい光景を前に、声を失った。

　わずか一瞬の間に、魔人艦ユリエルが高速機動して、エスカヴァロンの艦尾に体当たりを食らわせたのだった。アッシュの目には、魔人艦ユリエルが瞬間移動したようにしか見えなかった。

「あれだけの質量を瞬間移動させるだなんて……！」

　アッシュが驚きよう愕がくしている間にも、魔人艦ユリエルはさらなる行動に出た。

　その鋭利な舳へ先さきを、エスカヴァロンの艦尾に密着させたのだ。その状態で、触手の群体がわらわらと涌いた。

　エスカヴァロンの外装が、徐々に触手包囲網に覆われていく。

　みしみし……と、艦体が軋む音が聞こえてくる。

　先ほどアッシュが危惧した通り、魔人艦ユリエルはエスカヴァロンをも取りこもうとしているのだった。いったん侵入を許してしまえば、守りきるのは至難の業だ。

「エーコ、身体は大丈夫か!?」

　アッシュが問いかけると、エーコは「ぐるるっ！」と唸うなった。

　先ほどは不覚をとったが、今はユリエルへの闘争心を燃やしているようだ。

「よし！　エスカヴァロンの尻に取りついたユリエルを引きはがす！」

　アッシュの言葉に応じて、エーコは白銀の翼をばさりと広げる。エスカヴァロンの空域に向けて、一直線に飛ひ翔しようした。

『──気をつけて、アッシュ！　来るわ！』

　と、アッシュの脳裏にナヴィーの警告が響く。

　アッシュも即座に気づいた。

　魔人艦ユリエルの周囲に、次々と魔導砲台が顕現したのだ。

　それらが一斉に、閃光をほとばしらせた。

　夜空に無数の光こう芒ぼうが走り、エーコの巨体にぐんぐんと迫る。

　見た目こそ美しいが、直撃を喰らえば撃墜されるのは必至──。

「回避だ！」

　アッシュの命に応じ、エーコは急旋回。すさまじい遠心力がアッシュの身体を横殴りにする。体重が何倍にも膨れ上がったような感覚。

　たとえ聖騎甲アークを装備していても、エーコにしがみつくのがやっとだった。

　しかし──。

　忌まわしき光芒は瞬時に方向転換し、エーコの尻を執拗に追いかけてくる。

「自動追尾式!?」

　アッシュは喉の奥で唸った。このまま逃げれば逃げるほど、エーコと魔人艦ユリエルとの距離は遠ざかる。

　その隙を突いて、ユリエルはエスカヴァロンとの融合を目指し、触手包囲網を拡大させていく。

　横目でエスカヴァロンを窺うかがうと、いよいよ外装の大半を触手が埋めつくしていた。

「みんなを助けないと……！」

　アッシュがエクスカリバーの柄を握りしめたそのとき、視界が真っ白に染まった。

　──どんっ！

「くぉおおおおおおおおおおんっ！」

　被弾の衝撃。そしてエーコの苦悶。

　アッシュは素早く、エーコの巨体に視線を巡らせる。左の後ろ肢から、ぷすぷすと煙があがっているのが見えた。出血はないようだが、火傷を負ったようだ。

　煙の原因は、後ろ肢に生えていた体毛が焼けたせいだろう。

「大丈夫か、エーコ!?　うわぁあああっ──！」

　激痛のあまり、我を忘れたのだろうか。エーコは苦悶の唸うなりを漏らしつつ、きりもみ降下を始めた。





　　　　◇






　──エスカヴァロンの操そう舵だ室しつ。

　艦長席にはミラベル、操縦席にはアーニャ、通信席のひとつにはセレスが着いている。

　別の通信席には、人形然としたオスカーがちょこんと腰かけていた。一応、意識はあるようなのだが、その目は虚うつろで、自由意志が感じられない。

「姫様！」

　そのとき、操舵室の扉が荒々しく開け放たれ、ユニスの声が響いた。

　習慣になっているせいで、ユニスはいまだにミラベルを「姫様」と呼ぶ。ミラベルもユニスに対してだけは、あえて訂正はしなかった。

　ユニスはレベッカに肩を貸していた。

「申し訳ない、ミラベル王女……いや、ミラベルさん」

　レベッカは明らかに憔悴している。歩くのがやっとのようだ。

　上半身は裸で、あちこちを包帯に巻かれている。ユリエルの襲撃さえなければ、医療装置〈ユノネス〉をフル稼動できたのだが、その余裕はなかった。

「申し訳ございません……姫様。既に触手の一部は医務室の通風孔にまで及んでいます。わたくしはレベッカ様を連れて、ここまで避難するのが精一杯でした……」

「仕方ないわ。むしろ、よくぞレベッカをここまで連れてきてくれたわね」

　ユニスにねぎらいの言葉をかけると、ミラベルは沈思黙考する。

　現在、甲板ではマックス、ルッカ、レイモン、ジェシカの四騎が防衛ラインを張っているのだが、たった四騎であの触手群を食い止めるのは、やはり至難の業であった。

　一方、つい先ほどエーコは被弾して、急激に高度を落とした。最悪、王都アーカムの市街地に墜落したのかもしれない。その後、アッシュもエーコも消息は不明である。

　信じがたいことだが、魔人ユリエルは魔導艦クラウ・ソラスと融合を果たした。

　そして、今度はエスカヴァロンをも吞のみこもうとしているらしい。

　ならば艦内に侵入を果たした触手群は、真っ先にどこを目指すのか？

　あの触手には、ユリエルの意志が宿っている。単なる獣のように、手当たり次第に行動しているわけではないようだ。そうでなければ、医務室でレベッカとユニスを発見したとき、容赦なく襲いかかっていただろう。

　とすると、触手群が目指しているのは、やはり魔導炉のある機関室だろうか。

　なんといっても、魔導艦の動力源である。

「アーニャ、魔導炉の数値に異常は？」

「今のところ問題ありません！」

　操縦士として復帰したアーニャは、制御卓コンソールの計器類を素早くチェックすると、鋭い口調で答えた。

「だとすれば、ユリエルの第一目標は……まさか──！」

　──どんっ！

　ミラベルが腰を浮かした刹那、背後の扉が吹き飛ばされた。

　複雑怪奇に絡まりあった触手群が、扉のあった空間を埋めつくしている。

　赤黒い表面をヌメヌメと光らせながら、ゆっくりと操そう舵だ室しつに侵入してきた。

「まずは操舵室のメイン・システムを乗っとるつもりね……」

　ミラベルが冷や汗交じりにつぶやくと、

「だったら、死守するまでだ！　せっかくオスカーを奪還できたのに、こんなところでやられてたまるものか！」

　セレスは吹き飛ばされた扉を担ぐと、戸口に突進する。

「これでも食らえ！」

　──どんっ！

　触手が群がる戸口に、強引に扉を戻す。壁と扉の間に挟まれた触手が、ぴくぴくと苦しそうに痙けい攣れんを始める。

「あたしも手伝うわっ！　ユニスさん、操縦を代わってください！」

　アーニャも操縦席を離れると、セレスと一緒に扉を押さえつける。すかさずユニスが操縦席に座る。

　だが、ほんのわずかな隙間から、細めの触手がわらわらと侵入を始めた。

「蒼の氷竜凍牙アズール・エクスブリザード！」

　と、レベッカが竜媒魔法オラクルを発動させた。たとえ満まん身しん創そう痍いであっても、竜綺華晶を所持していたのである。

　上位の氷結魔法によって、扉と戸口、そして侵入しつつあった触手群は氷漬けにされ、完全に固定された。

「ふう。即席のバリケードといったところだな」

　安あん堵どの吐息を漏らしつつ、セレスがつぶやく。

「だけど、このままだといずれは……」

　──べきっ！

　案の定、氷漬けにされていた扉が強引に倒された。

　氷の破片を散らしつつ、開放された戸口から膨大な触手群が殺到してくる……！

「くそっ。こんなところで……」

　ずっと気丈に振る舞っていたセレスの顔に、ついに絶望の色が浮かんだ。

「……………………」

　ミラベルを背後にかばったまま、アーニャも無言である。

　もはや、これまで──と、ミラベルも観念する。

　あのような触手に辱めを受けるくらいなら、いっそ自害したほうがましかもしれない。

　──アッシュ、あなたは無事なのかしら……？

　不思議な気持ちだった。今しも自分は死のうとしているのに、どうして最後の最後に思い浮かんだのが、アッシュの顔なのだろう──？

　そして、触手が波は濤とうのごとく押し寄せる。

　ミラベルはギュッと目を閉じ、全身を硬直させた。

　手足を触手に絡め取られ、衣服もすべて剝はぎ取られ、全身をくまなく蹂じゆう躙りんされる──そんな最悪の未来が脳裏をよぎったのも束つかの間ま、ミラベルは奇妙な違和感を覚えた。

「……？」

　突如として、不気味なほどの静寂が操そう舵だ室しつを満たしていたからだ。

　おそるおそる、ミラベルが目を開けると──。

　まるで時間が止まったかのように、すべての触手はぴたりと動きを止めていた。それどころか、あれほど活発に動いていたにもかかわらず、どの触手も見る見るうちに消滅していく──。

『なっ、なんだこれは……！　私の中に、なにかが……なにかが入ってくる……この不愉快なエネルギー体は……なんなのだっ……!?』

　突如として、魔人ユリエルの苦悶が伝わってきた。

「……どういうこと？」

　ミラベルがつぶやくと、セレスとアーニャはきょとんとしている。

　レベッカとユニスも、小首をかしげていた。

「ユリエルの身に、なにかが起こったのは確かなようだけど」

　ミラベルは顎に指を添えて考えこむ。

　やがて、あるひとつの仮説に思い至った。そうだ、魔人ユリエルは深い考えもなく、ただ欲望の赴おもむくままに魔導艦クラウ・ソラスと融合した。

　だが、クラウ・ソラスの機関室には──。

「……なるほど、そういうことね」

　納得したミラベルだが、今は説明している場合ではないと、思い直す。

　魔人ユリエルが活動停止を余儀なくされたというのなら、今が絶対のチャンスなのだから──。

「総員、持ち場について！　これより本艦は、ユリエルを引きはがします！」





　　　　◇






　──時はやや遡さかのぼる。

　後肢に被弾したエーコは、身体をくるくると回転しつつ、隕石さながら落ちていく。

　眼下には、アーカム城の尖せん塔とうが迫っている──！

「踏ん張れ、エーコ！」

　アッシュは片膝をつくと、全神経をエーコとの接触面に集中させる。

「きゅぅううううんっ……」

　と、エーコは妙に悩ましげな声をあげると、身体の回転を止めた。

　ばさりと広げた翼が風をはらみ、自由落下に抵抗する。アーカム城の尖塔を紙一重で避けると、なんとか高度を保ち、市壁の外側を目指す。

　──どぉおおおおおおおおおおおんっ！

　そして、エーコはエヴァン＝ルクルト平原に不時着した。

　エーコの巨きよ軀くを中心に、クレーターが形成される。

　市壁との距離は、二十メートルほどしかない。

　アーカム市内に墜落せずにすんだのは、不幸中の幸いといえた──が、次の瞬間には、夜天に新たな閃光がほとばしる。

　百千の光条が一気に降り注ぐ様子は、まるで光の雨を見ているかのようだったが、見とれているわけにはいかない。魔人艦ユリエルの攻撃は、まだ収まっていなかった。

「エーコ！　もう少しだけ頑張れるか!?」

「ぐぉおおおおおおおおおおおおおおんっ！」

　──あたしを誰だと思っているの!?

　エーコの咆ほう哮こうを翻訳すると、こんなところだろうか。

　ぶわっ……と、エーコの翼が風をはらむ。そして直進。アッシュが体験したことのない猛スピードで、王都アーカムからぐんぐんと遠ざかっていく。

　光の雨は大地に炸裂する寸前、直角に向きを変え、エーコの尻を追いかける。

「もっとだ！　もっと速く！」

「おおおおおおおおおおんっ！」

　エーコの全身から膨大な魔力が噴き上がる。その片鱗がエヴァン＝ルクルト平原の大地を削り取り、朦もう々もうと土煙を巻き上げた。

「今だっ！」

　アッシュの掛け声に合わせて、エーコの巨体が一気に上昇。

　濃い土煙がベールとなって、ほんの一瞬、魔光の群れは自動追尾の対象を見失う。そして、すべてが平原に吸いこまれ、爆発。

　その爆風の勢いをも借りて、アッシュとエーコはエスカヴァロンを目指し、ぐんぐんと夜空を駆け上がる。

「見えてきたぞ！」

　アッシュは夜天に目を凝こらすと、滞空しているエスカヴァロンと、その艦尾にぴたりと密着した魔人艦ユリエルの二隻を目視で確認した。

　その直後──エスカヴァロンの魔導式エンジンが唸うなり、猛烈な噴射を始めた。

　滞空していたエスカヴァロンが、魔人艦ユリエルとともに前進する。

「変だな。ユリエルの奴やつ、どうしたんだろう？　エスカヴァロンが動きだしたのに、なにも抵抗していないような……？」

　アッシュは眉をひそめた。エーコも不思議そうにエスカヴァロンとユリエルを見上げていたが、とりあえず接近を試みる。

　エスカヴァロンはぐんぐんと速度をあげていく。そして旋回。突如として、高速で進んでいた艦体が真横を向いた。

　艦体の動きに合わせて、艦尾もすさまじい遠心力を生じつつ、ぐるんと向きを変える。

　エスカヴァロンを捕らえていた触手群が、ぶちぶちと引き千切られる。

　あたかも投石機から放たれた石塊のごとく、魔人艦ユリエルは夜天に投げだされた。

『──ぐあああっ！』

　ユリエルの叫びが響きわたる。千切れた触手を全身にまとわりつかせつつ、エスカヴァロンの空域からどんどん遠ざかっていった。

「ミラベルさん！　一体、なにが起きているんですか!?」

　アッシュはエスカヴァロンに向けて、大声を張りあげた。運が良ければ、アッシュの声をメイン・システムが拾いあげ、操そう舵だ室しつに伝えてくれるだろう。

　数秒の沈黙を挟んで──。

　アッシュの期待通り、魔導拡声器を通じてミラベルの声が返ってきた。

『アッシュ！　無事で良かったわ……！』

　あの冷徹なミラベルらしくもなく、その声は感極まっていた。

『これはわたくしの推測ですが、おそらく……ユリエルは見境なく魔導艦クラウ・ソラスと融合した結果、その動力源、すなわち千年綺華晶ミレニアムまで吞のみこんでしまったのです』

「クラウ・ソラスの千年綺華晶ミレニアム……？」

『はい。クラウ・ソラスに搭載された千年綺華晶ミレニアムは、聖属性だと聞いたことがあります。その属性こそが、たとえるなら遅効性の毒のように、ユリエルの全身に回ったのでしょう。さあ、アッシュ！　今こそ魔人ユリエルを討つのです。この好機を逃せば、もはや次はありませんよ！』

「待ってください、ミラベルさん！」

　アッシュは冷静に応じた。

「ここでユリエルを撃墜するのは危険すぎます。俺たちの真下には、王都アーカムの市街地が広がっているんですよ？　聖剣エクスカリバーでは、奴やつを倒すことはできても、クラウ・ソラスの残骸までは処理できない……」

『案ずることはありません、アッシュ。あなたには、エーコという最高の相パ棒ルが付いているのですから』

「どういう意味です？」

『アヴァロン聖竜皇の息吹は〈聖竜皇家の息吹セイクリツド・ブレイズ〉と呼ばれ、圧倒的な火力を誇る──わたくしが読んだことのある古文書には、そう記されていました』

「つまり……？」

『そう、エーコが全力で撃ちさえすれば、クラウ・ソラスと融合した魔人ユリエルといえども、ひとたまりもないでしょう』

　ミラベルにしては大おお雑ざつ把ぱな作戦のような気もするが、それだけ事態が差し迫っているということでもあるのだろう。最悪、ユリエルが千年綺華晶ミレニアムの影響を克服する可能性だってあるのだ。

　ミラベルが宣言した通り、ユリエルが千年綺華晶ミレニアムの聖属性に苦しめられている今こそが、絶対の好機である。

　それは解わかっているのだが、ただひとつ、アッシュの胸には一点の波紋が広がっていた。

「腐っても、あいつはオスカーの兄貴なんだ。できることなら、殺さずに捕まえてやりたいけど……」

　アッシュは拳を握りしめる。

　もちろん、単なる理想論なのは解わかっている。

　だが、エーコの圧倒的な火力をもってユリエルを滅ぼしてしまうのは、なんだかすっきりしない気もした。

　理想を別にして、冷静に考えたとしても、ユリエルからはカサンドラの情報を聞きだす必要がある。やはり、ここで消滅させるわけにはいかない──。

　そんなアッシュの内心を悟ったのか、ミラベルが声をかけてきた。

『お聞きなさい、アッシュ。もし、ユリエルにひとかけらでも良心が残っていれば……〈聖竜皇家の息吹セイクリツド・ブレイズ〉はユリエルの身体を避けて通るかもしれません』

「どういうことです？」

『いった通りの意味ですよ。〈聖竜皇家の息吹セイクリツド・ブレイズ〉は決して、問答無用で焼き払うだけの武力ではないということです。良心のある者を、〈聖竜皇家の息吹セイクリツド・ブレイズ〉は決して焼き払いはしません』

「なんだかよく解りませんけど……できるか、エーコ!?」

　エーコはゆっくりと鎌首をもたげると、不機嫌そうに鼻を鳴らした。

　──どうせやるしかないんでしょ！

　そう返された気がして、アッシュは苦笑する。

「よし。頼むぞ、エーコ！」

「おぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおんっ」

　勇壮な雄お叫たけびとともに、エーコは魔力を極限まで練りあげた。

　白銀の毛並みが逆立ち、周囲では烈風が唸うなり始める。

　その巨きよ軀くがぼんやりと発光し、騎士であるアッシュをも優しく包みこむ。

　アッシュの肌に波及した〈星刻〉の紋様も、今では温かな熱を帯びて、明滅を繰り返していた。

　これが最初で最後のチャンス。

　絶対に外すわけにはいかない……！

　一撃必中──その意志を胸に、アッシュは叫んだ。

「今だ、エーコ！」

　刹那、エーコが全身全霊の一撃──〈聖竜皇家の息吹セイクリツド・ブレイズ〉を放つ！

「くっ……！」

　視界が真っ白に染まり、アッシュは反射的に目を覆った。

　エーコが吐いた蒼あお白じろい炎は太い光こう芒ぼうとなって、ぐんぐんと上昇を続ける。

　そして、魔人艦ユリエルの中心部に直撃。

　──轟っ！

　魔人艦の全貌が、浄化の炎に包まれる。

　肌を切るような烈風が巻き起こり、真夏のような灼しやく熱ねつが夜を満たす。

「うおっ……！」

　アッシュは必死になって、エーコにしがみついた。少しでも油断したら、吹き飛ばされそうなほどの余波が生じたのだ。

　エーコの巨体ですら、今にもこの空域から押し出されそうになっている。

　やや離れた空域では、エスカヴァロンの艦体もぐらぐらと揺れていた。滞空しているだけで精一杯なのだろう。

『ぐおおっ……許さんぞぉお、アヴァロンの騎士よ……ぐぁああああああっ……！』

　と、轟音に交ざって、魔人ユリエルの断末魔が聞こえてきた。いくら冥星石プルートウのおかげで超常的な力を手に入れても、あれだけの熱量を浴びればひとたまりもないだろう。

　やがてすべての余波が収まり、視界が徐々に開けていく。

　アッシュは確信していた。あれだけの炎に灼かれたのだ。ミラベルが予想した通り、今や魔人艦ユリエルは跡形もなく、微粒子レベルに還元されて──。

「そんなバカな……！」

　夜空を仰いだアッシュは、啞あ然ぜんとした。

　確かに、魔人ユリエルの生体組織は滅却している。だが、魔導艦クラウ・ソラスの艦橋構造物だけは、かろうじて残っているのだ。

　その残骸だけでも、三階建ての城塞に匹敵するほどの規模である。

　当然のように、自由落下を始めていた。

　あんなに巨大な構造物が市街地に直撃すれば、大惨事は免れない……！

「どういうことだ、ナヴィー？　どうして〈聖竜皇家の息吹セイクリツド・ブレイズ〉が効かなかった!?」

『今のは間違いなく、エーコの全力全開だったわ。ただし、魔人ユリエルの防御力は、あたしたちの予想を凌駕していた……それだけのことよ』

「なんて野郎だ……」

『そんなことより、早くエスカヴァロンに戻ったほうがいいわ。あと十秒ほどで、エーコは少女の姿に戻るし、あなたの聖騎甲アークも消えるわよ？』

「なんだって!?」

　アッシュはようやく気づいた。

　先ほどから妙に静かだな……と思っていたら、エーコは魔力を使い果たしていたのだ。

　その身体が、見る見るうちに縮んでいく。

「頑張れエーコ！　エスカヴァロンを目指すんだ……！」

　エーコはなんとかアッシュの言葉を聞き届けると、移動を始める。エスカヴァロンの甲板に頭部を載せると、アッシュを降ろした。そこで力尽きる。

　その巨体が閃光に包まれたかと思うと、次の瞬間には──全裸の少女に戻り、アッシュの腕の中で眠っていた。

　先ほどナヴィーが予言した通り、アッシュの聖騎甲アークもきらきらとした粒子を宙に漂わせつつ、静かに霧消した。

　一方、エスカヴァロンの甲板には、マックスとレイモン、ルッカとジェシカが横たわっている。怪け我がを負っているようだ。クー・フリン、トリスタン、アリアンロッド、ガウェイン、ブリギット、リアンノンの六体も、満まん身しん創そう痍いで座りこんでいる。

「くっ！　俺たちにはもう、攻撃する手段がないぞ!?」

　つぶやいたアッシュは、ふと思いついた。

「そうだ、ミラベルさん！　エスカヴァロンの主砲で──」

『駄目よ、アッシュ。第二射が可能になるまでは、あと十五分は必要だわ。それに、最大出力を出すには、あなたが艦長席に着いていないと……』

　甲板に設置された音声出力装置スピーカーを通じて、ミラベルの通信が聞こえてくる。

「くっ！　俺たちがユリエルに戦いを挑んだせいで、なんの罪もないアーカム市民が犠牲になるっていうのか!?　そんなことって……！」

　アッシュが無念のあまり、甲板を拳で殴りつけたそのときだった。




「其そは、ひとつの大陸をも灰燼に帰す絶対兵器」




　どこからともなく、呪文めいた言葉が響いてきたのである。

「それ故に、我は愛すべき民を護まもるためにのみ、この絶大なる力を振るうことを誓う」

　アッシュはハッとして顔をあげると、夜空を見わたした。

「あれは……まさか！」

　自由落下を続ける艦橋構造物に立ちむかうように、一騎の聖天竜騎士アーク・ドラグナーが高速で移動している。

「だけど、そんなはずが……！」

　アッシュは呆ぼう然ぜんとして、夜空に目を凝こらす。

　その一騎が構造物の底面に回りこむと、アッシュの位置からは姿が見えなくなった。

「誓約者は騎士王家の第四王女、シルヴィア・ロートレアモン！」

　それでも騎士の声は凜りんとして、夜天に響きわたる。

「顕現せよ、諸悪を滅する力よ！　偉大なる聖竜マエストロ、輝かしきランスロットが授けし聖騎銃──」

　寒烈とした夜空に、圧倒的な魔力が充ち満ちる。

「その銘はアロンダイト！」

　蒼氷色アイスブルーの魔力光が一気に膨れ上がり、綺き羅ら星ぼしのごとく輝いた。

「姫様っ!?」

　ついにアッシュが呼びかけた直後だった。

「うぉおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　シルヴィアが叫び、渾身の零距離射撃が炸裂する！

　再びアッシュの視界が真っ白に染まる。

　のみならず、とてつもない破砕音を聞かされて、一時的に聴覚を失ったほどだった。





　　　　◇






　その夜、王都アーカムのはるか上空では、無数の流れ星が観測された。

　魔人艦ユリエルの非道な空爆により、阿あ鼻び叫きよう喚かんの巷ちまたと化していた市街地だったが、多くの市民は足を止め、突如として現れた流星群に目を奪われたという。

　幸いにも、市街地に降り注いだ微小落下物──厳密には魔導艦の破片が、市民を傷つけることはなかったそうだ。

　そして、エスカヴァロンに帰艦したシルヴィアは、ランスロットの背中に、とある人物を乗せていた。












　見るからに満まん身しん創そう痍いで、素肌に衣服の残骸をまといつかせた惨めな姿。しかも白眼を剝むいて、完全に気絶していたが──。

　それは間違いなく、ユリエル第三王子に他ならなかった。

　そして、カサンドラに埋めこまれた冥星石プルートウは、エーコの〈聖竜皇家の息吹セイクリツド・ブレイズ〉が効いたらしく、綺き麗れいに消滅していたのだった。





"The End of The War ～A.S.B.1365.12～" is closed.








エピローグ









　艦橋構造物の破壊に成功したシルヴィアは、背後にコゼットを従えると、意外に悠然とした顔をして、エスカヴァロンの操そう舵だ室しつにやって来た。

　操舵室には、アッシュとミラベルだけが詰めていた。

　アーニャとユニスが医務室で怪け我が人にんの治療を手伝っているため、現在は自動操縦モードで航行を続けているのだ。

　重傷のレベッカだけでなく、艦内で防衛ラインを築いていたマックス、ルッカ、ジェシカの三人も軽傷を負ったため、医務室は満員状態だった。

　シルヴィアとコゼットを出迎えたアッシュは、再会の喜び、窮地を救ってくれたことへの感謝とともに、若干の戸惑いも覚えていた。

「まずは礼をいわせてほしい。姫様が来てくれなければ、大惨事になっていたはずだ。だけど、どうしてなんだ？　姫様は、いずれ騎士王パラデインになる身なんだ。あれほど、俺たちと一緒にはいられないって、説明したじゃないか……」

　アッシュはどうしても、疑問をぶつけずにはいられなかった。

「おい、アッシュ。お前はなにか、勘違いをしていないか？」

「えっ？」

「確かに、私は次期騎士王パラデインを目指す身だ。独立国家であるアヴァロン聖竜皇騎士団に所属することはできん」

「ああ、そうだ」

　なにを今さら……と、アッシュは小首をかしげる。

「実をいうとだな、アッシュ。私が貴国を訪れたのは、窮地に陥ったお前たちを助けるわけではない。クラウ・ソラスの残骸を破壊してやったのは、単なるついでだ」

「なんだって!?」

　一度はアッシュたちを絶望させた艦橋構造物。

　シルヴィアは驚くべきことに、その破壊を「ついで」だと一蹴したのである。

　よく見ると、今日のシルヴィアはどこか大人びて、一回りも二回りも成長したように見受けられた。

　一体、なにがあったのだろう？

　と、シルヴィアは急に姿勢を正すと、驚くべき宣言をしたのである。

「本日付で、ロートレアモン騎士国の大使として派遣された、シルヴィア・ロートレアモン第四王女である！」

「大使っ!?」

　アッシュは愕がく然ぜんとして、のけ反った。

「ただの大使ではなく、特命全権大使だ。そういうわけだから、貴艦の一室をロートレアモン騎士国の大使館として借り受けるから、そのつもりでな」

「うふふ。わたくしも姫様の補佐官兼メイドとして、駐在させていただきますね」

　シルヴィアの背後では、コゼットがふんわりと微笑を浮かべている。

　もしかすると、この奇抜なアイデアはコゼットの入れ知恵ではないのか……と、アッシュは邪推した。

「お待ちなさい、シルヴィア。その決意は買いますし、断る理由はないけれど……ちゃんと父上や姉上の許可はもらったのかしら？　まさかとは思うけど、独断専行なのではなくて？」

　と、ミラベルが珍しく姉の顔をして、諭さとすように声をかけた。

　たちまち、シルヴィアはバツの悪そうな顔をする。

「そ、それは、まだですが……」

　ミラベルの冷徹な眼まな差ざしを浴びて、シルヴィアは萎縮する一方だった。

　先ほどまでの大人びた態度も、今では形無しである。

「……困った子ね。大体、あなたのようにバカ正直な人間に、大使なんて不向きです。ポーカーフェイスと二枚舌なくして、外交なんて仕事は務まらないわよ？」

「うぐっ、そ、それは──」

　シルヴィアは完全にうつむいて、言葉に窮している。

　その瞬間、ミラベルが音もなく動いた。

　なんと、シルヴィアを優しく抱きしめたのである。

「姉……上……？」

　ミラベルの胸に顔をうずめつつ、シルヴィアはきょとんとしている。

「だけど、あなたのおかげで救われたのも事実。今回は、大目に見てあげます」

「あっ、ありがとうございます、姉上……！」

　こんな風に、ミラベルがシルヴィアを誉ほめるのは、もしかしたら初めてかもしれない。

　アッシュは微笑ほほえましい気持ちで、抱き合う姉妹を眺めていたのだが──いつの間にか、コゼットが背後に忍びよっていた。

「それにしても、アッシュ様──」

　唐突に耳もとでささやかれ、アッシュはその場で跳びあがりそうになった。

「なっ、なんです？」

「このエスカヴァロンときたら、今やアッシュ様の領地であり、牙城であり、そして後宮ハーレムでもありますわね。うふふっ。本当に、隅に置けない方ですわ」

「な、ななっ、なにをいってるんですか!?」

　アッシュは頰ほおを紅潮させた。

　後宮という言葉が、脳裏で何度もリフレインされてしまう。

　実際、これだけたくさんの美少女たちが集まってしまうと、本当に後宮じみた感じが漂ってくるので、困ったものである。

「それに、アッシュ様の寝所だけは、とても立派な造りになっていますしね」

「わわっ！」

　アッシュはうろたえた。

　事実、あの無駄に豪勢な寝所を思いだしただけでも、心拍数が上がってしまう。

　その気になれば、複数の女の子の相手を同時にできるくらい、あの寝台は大きいのだから──。

「はぁ……わたくしの身体も、いずれはアッシュ様に蹂じゆう躙りんされてしまうのでしょうか？」

「からかわないでください！　大体、蹂躙ってなんですか!?　人聞きが悪すぎです！」

　コゼットの悪戯いたずらっぽい言動に翻弄されながら、アッシュは今後のことについて想おもいを馳せる。

　とりあえず、ユリエル第三王子は拘束できた。

　かろうじて一命は取り留めたものの、あれだけの惨状を引き起こしたのだ。王位継承者としては、もはや再起不能だと思われた。

　ユリエルの身柄については、後ほど騎士国政府に引き渡し、ヴェロニカの厳しい訊問を受けてもらうことになる。

　エーコの〈聖竜皇家の息吹セイクリツド・ブレイズ〉が、ユリエルの肉体を滅却することはなかった。

　つまり、あんなユリエルにも、ひとかけらの良心は残っていたということだ。あまり期待はしていないが、改心の余地はあるのだろう。

　あとは魔薬〈ガラテア〉による症状さえ治療すれば、オスカーはいつでも即位できる。

　もっとも、魔薬〈ガラテア〉は得体の知れない猛毒である。

　ルッカによれば、その材料は、生きた人間だという。

　そう易々と解毒できる代物では、なさそうだ。

　アヴァロン聖竜皇騎士団の次なる目的は、もはや明確だった。

　そう、オスカーの治療である。




　また少女教皇ラクエルⅣ世からは、緊急の通信が入った。

『オスカー殿奪還おめでとうございます、お兄ちゃん！　実はシェブロン王国領に潜入したエスパーダ聖翼騎士団の精鋭部隊から、連絡がありました。無事、領民の皆様を保護したとのことです！』

　その瞬間、エスカヴァロンの操そう舵だ室しつは歓声に包まれた。

「ありがとう、ラクエル！」

　アッシュも心の底から、ラクエルの善意に感謝した。

　ラクエルの報告には、さらに続きがあった。

『そうそう、救出された領民の中には、オスカー殿の養父母──アーサー・ブレイスフォード卿きようと、その奥方も含まれていたそうです。アーサー卿はかなり痛めつけられたようですが、命に別状はありません。さらには、セレスティーヌ・ラフォン殿のお母様も一緒だそうです！』

　その報告を聞いた直後、セレスは気が抜けてしまったのか、「ふぅ……」と溜ため息いきをついたきり、バタンと失神した。閉じられた右目には、嬉うれし涙なみだがにじんでいた。ユニスが慌てて、そんなセレスを介抱してやった。

「ユリエル軍は抵抗しなかったのか？」

　アッシュが訊たずねると、ラクエルは得意げに答えた。

『エスパーダ聖翼騎士団の旗が翻ひるがえるのを見た途端、ユリエル軍はすぐさま降参したと聞いています』

「そいつはすごいな……」

　アッシュは感嘆した。

　もっとも、それも当然かもしれない。

　ユリエル軍の兵士たちとて、その大半はロサ・マリア教徒のはずだ。

　エスパーダ聖庁の威光に背いて破門されるよりは、無条件降伏を選んだわけである。熱心な信徒ほど、破門とは死よりもつらい罰となるのだ。

　なお、ユリエル軍から解放された人々については、エスパーダ聖翼騎士団が責任を持って、ブレイスフォード領に送り届けるそうだ。

「早くオスカーを治療して、このことを報しらせてやらないとな」

　アッシュは改めて、心に誓った。





　　　　◇






　そんな朗報を受けた一方で、ユリエルを見捨てたカサンドラ第二王女の動向も、やはり気懸かりだった。

　カサンドラの体内では、あの冥竜王モルドレッドが眠っているらしい。その片鱗は、既にカサンドラの身体に発現している……。

　カサンドラとモルドレッド、この両者の組み合わせは、理屈抜きで危険な気がした。

　はるかなる太古より続いてきた、聖竜皇家と冥竜王家の因縁。

　正直、アッシュとしては実感の湧かない話である。

　いっそ和平を結べるならば、それに越したことはないのだが……とも思うのだった。




　相変わらず問題は山積みだが、

　──まずは朝までぐっすり眠ろう。

　そう心に決めると、アッシュは操そう舵だ室しつをあとにして、寝室に向かった。

　今頃、きっとエーコは大の字になって、あの豪勢なベッドを占領しているのだろうな……そう思うと、アッシュの唇からは、自然と笑みが零こぼれ落ちるのだった。





"The Avalon Knight Dragner IV" is closed.







あとがき




　こんにちは、瑞みず智ち士し記きです。

　前巻があんな終わり方をしたこともあり、いつになく緊迫した状況から始まる『星刻の竜騎士ドラグナーⅨ』、いかがだったでしょうか。




　キリスト教では重要な意味を持つ三や七といった数字と比べると、九はあまりメジャーではないかもしれません。が、実は北欧神話が大好きな作者にとって、九という数字には非常に強い思い入れがあるのです。そういう点でも、第九巻に到達できたのは感慨深いですね。




　実は『星刻』シリーズを始めた当時から、作者にはずっと目標があったのですが、ついに本巻で達成することができました。

　古代魔導艦エスカヴァロンを得たアッシュが、ひとりの女の子を救うために下した決断とはなにか──そう、二年前からずっと書きたいと願っていた場面に、ようやくたどり着くことができたのです。

　なにが起こるのかは、是非、本編にてお確かめください。晴れてひとつの念願が叶かないましたので、瑞智士記は新たな階かい梯ていを目指して突き進む所存です！




　また本巻には、第四巻で名前だけがちらっと登場した少女教皇、ラクエルⅣ世も登場します。まだ九歳児（！）ながら、なんとロサ・マリア教の総本山であるエスパーダ聖庁に君臨しておられる神童です。

　しかもいきなり表紙イラストに大抜擢とは、さすが猊げい下か（笑）。ラクエルの今後の活躍にも是非、ご期待くださいね。




　それでは謝辞を。

　担当の庄しよう司じさん。遅ればせながら、副編集長へのご就任おめでとうございます。本巻でも有意義なアドバイスをたくさん頂き、足を向けては寝られません！

　〆しめさばコハダさん。表紙のラクエルをはじめ、今回も超絶美麗なイラストの数々、感謝の言葉もございません。最近、自室のマガジンラックに『星刻』シリーズをずらりと並べてみたのですが、その壮観さに目をみはっております！

　ＲＡＮさん。月刊コミックアライブでの連載、お疲れさまです！　いよいよ原作文庫三巻のエピソードに突入ですね。ＲＡＮさんのおかげで、小説執筆時には意識していなかったことに気づかされてばかりです。毎号、楽しみにしております！

　なにぶん私が地方在住のせいで、なかなかお会いできなくて恐縮ですが、ＭＦ文庫Ｊ編集部の三み坂さか編集長と、コミックをご担当いただいているアライブ編集部の高たか橋はし副編集長にも、この場を借りて厚く御礼申し上げます。

　編集部と営業部の皆様、伸童舎様、販売店様、校正様、海外翻訳版の関係者様……などなど、本巻でも多くの方々に支えて頂きました。ありがとうございます！

　そして読者の皆様へ。mizuchishiki.comを開設して以来、たくさんのメールを頂戴し、感激しています。直筆のお手紙を書いて下さった方にも、心より感謝しております。なかなかお返事を出せなくて、慚ざん愧きに堪えません（涙）。




　それでは、またお会いしましょう。

　次巻──第二部完結篇！





二〇一二年七月　瑞みず智ち士し記き
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